

[image: ]






[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










目次




プロローグ　夢を追い求めて

【第一章】　貧乏ですが、錬金術師はレアジョブです

【第二章】　追放された勇者パーティー

【第三章】　ダンジョン攻略

【第四章】　特Ａ級待遇

【第五章】　大企業のＣＥＯ

【第六章】　お前だけは絶対に許さねぇ

【第七章】　蒼い瞳の転校生

【第八章】　エクストラ

【第九章】　心の変化

【第十章】　未来への手紙

あとがき

【電子用ＳＳ】本気で好きだから










プロローグ　夢を追い求めて




　僕はその少女に憧れた。

　薄暗いはずのダンジョンで、それでも光り輝く腰まで伸びた長い金色の髪をなびかせて、一太刀のもと身の丈の二倍はある鬼を切り伏せる。

　僕では歯が立たないその魔物をまるで何事もなかったように切り伏せる。

　綺麗だった。

　その美しい戦いに僕は憧憬を抱く。

　その美しくも、戦慄すら覚える光景に。

　いつかあんな探索者になりたくて、あんな美しい戦いをできるようになりたくて。まるで花びらが舞い落ちるような、まるで美しく舞う踊り子のような、そんな戦いをしたくて。

　でも僕には才能がなかった。無能だと嘲られ、クビにされ、追放された。

　だからその夢を一度は諦めた。

　それでももう一度、あともう一度だけ挑戦させてほしい。

　家族のため、妹のため、お金のため。

　そして何より自分のために。

　だから僕はもう一度挑戦する。

　天高く聳そびえ立ち、数多の探索者の夢と命を食らった魔塔へと。

　あのワクワクする塔で、ダンジョンで、もう一度夢を追うことを。

　ダンジョン探索者という夢を。










【第一章】　貧乏ですが、錬金術師はレアジョブです




「皆さん！　あけましておめでとうございまぁす!!」

　高校二年生の冬休み。僕は狭い我が家のテレビをつけた。

　有名な司会者が、ありきたりな言葉で新年の挨拶をする。

　その後ろには、バラエティー番組には似合わないひげ面のナイスガイな、ナイスミドル。

　まるで傭よう兵へいのような男が座っている。

「本日は、日本で、いや世界でもっとも強い方をお招きしておりまーす！　ギルド【宵よいの明みょう星じょう】リーダー、天てん道どう龍りゅう之の介すけさんです!!」

　パチパチパチと、拍手で紹介された男は、まるで石像のように動かない。

　しかし閉じていたその目を男はゆっくりと開く。

　眼光は鋭く、まるで獲物を狙う鷹のような目だった。

「天道さん！　本日はお忙しい中来ていただいてありがとうございます！」

「いえ、これも仕事なので……」

　ぶっきらぼうに答えるその低い声は、年末年始の陽気なバラエティーとは思えない。

「え、えーっと」

　司会者は少し困ったように質問を投げる。

「先日五十九階層の大ボスを攻略され、人類最高到達階層を更新されたとお聞きしました！　お気持ちはいかがでしたか？」

「……最悪です。ひどい戦いでした、一人友が死んだ」

「あ……えーっと」

　数秒の静寂が、バラエティー番組とは思えないほどの冷たい空気をつくる。

　見ているのもつらいその空気。

　司会者も声が出ないようだ。

　僕も、見ているのがつらくなりチャンネルを変える。

　変えた先では、年末の特別通販番組が始まった。

「トップギルドでも、いまだに死人が出るのか……」

　東京湾に、ダンジョンと呼ばれる世界で唯一の巨大な塔が現れて、もう二十年になる。

　半径一〇キロの説明不可能な巨大な塔。

　僕が生まれる前からあるそのダンジョンと呼ばれる塔。

　出現当時の日本は大パニック。

　化け物でも現れるのかと、軍も出動したが結果何も起きなかった。

　仕方がないから調査隊が編成され、塔の中へと入り調査を開始した。

　調査した結果わかったことは、中には魔物と呼ばれる空想の化け物がいること、そしてダンジョンのような迷宮が広がっていることだった。

　その迷宮は見た目通りはるか天へと伸びる塔であり、中は階層構造になっていた。

　現在最高到達階層は、ギルド【宵の明星】が到達した五十九階層であり、どこまで続くかはわかっていない、そもそも終わりなどないのかもしれない天を貫く塔。

　特に害がなければ放置すればいいのだが、その調査隊が持ち帰ったもので世界は一変した。

　それが……。

「騎士の小手か……」

　テレビの通販番組で紹介されるその小手。

　ショッピングキャスターの女性が大げさなリアクションで商品を売り込む。

「あぁぁぁ！　騎士の小手の音!!」

「見てくださいこのボディ!!」

　どこかで聞いたような、水素水を売るおばさんの声と甲高い声の社長が必死に宣伝する。

　そしておばさんが、その小手を装備する。

　彼女の前に置かれる米俵。

「この米俵、五〇キロあるんです！」

　ただのおばさんが持つにはなかなかの重量の米俵だ。

　しかし……。

「フンッ！」

　そのおばさんは、米俵を持ち上げた。

　軽々とまではいかないが、普通に見れば十分すごい剛力だ。

　これが、ダンジョンの出土品である『装備品』と呼ばれるもの。

　初めて調査隊が持ち帰ったこの装備品が世界を変えた。

　先ほどの小手は、騎士シリーズと呼ばれている。

　ランクＤに該当するたいした力もない装備品だが、それでも誰でもこのような超常の力を得ることができる。

　世界中が、この装備品を求めた。

　セレブ達は護身用や、コレクションとして。

　反政府組織は武力として、国は抑止力または軍事力として。

　今では車を超える日本の一大産業となった装備品の輸出。

　世界の軍事力のパワーバランスの鍵を日本が握る日がくるとは、誰も思わなかっただろう。

　この国に莫大な利益をもたらしたダンジョンが突如現れたのが二十年前。

　装備品を求めてそこを訪れる、ダンジョン探索者という職業ができたのもその頃だ。

　そして僕も多くの人と同じようにダンジョン探索者を志し、レアな職業を得て、期待されて有名ギルドに入った。

　でも追放された。

　クビにされ、笑われて、無能とさげすまれて、ボロ雑巾のように捨てられた。

　そして同時に夢を諦めたのが今から半年近く前のことだった。

　でも僕はもう一度夢を追うことにした。

　普通の幸せを、普通の高校生が求めてもいい幸せを手に入れるために。

「高校生が、大金を稼ぐ方法なんてこれぐらいしかないしな」

　準備をして、外に出る。

　そこからでも、巨大な塔が雲を突き抜け天を貫くのが見える。

　そしてその塔の先に見える、幻想の星。

　その星がなんなのか、宇宙から見ても何もなく、しかし地上から見るとそこにあるかのような星が、いったいなんなのかは誰もわからない。

　その星がなんなのか、もしかしたらダンジョンの頂上に行けばわかるのか、しかしそれは誰にもわからない。

　それでも人々はダンジョンに行く。

　ある者はロマンを求めて、そしてある者は一いっ攫かく千せん金きんという夢を見て。

　そして僕は、普通の幸せを求めて。




　ダンジョンへ向かった僕は今二階層にいる。

　薄暗く四方を石に囲まれた部屋に二体の生物が命を懸ける。

　そこには、すでに二体のゴブリンの死体が転がり、残り一体のゴブリンも満まん身しん創そう痍いだった。

　かくいう僕も満身創痍。

　血を流しながら命がけの戦いをしていた。

「僕は稼がなくちゃいけないんだぁぁ!!」

「ギャァ!!」

　最後の一体の首を鉄の剣で切り落とし、僕は勝利した。

　血糊を剣から拭い取って僕はそこで座り込む。

「はぁはぁ、やった！　これで今日のノルマ達成だ」

　三体目のゴブリンを倒した後、疲れた体に鞭打って、そこに現れた銅の宝箱へ向かう。

　その横にはまるで渦のようなゲートと呼ばれる赤い穴もある。

　このゲートは一つ上の階層へ行くための入り口だ。

　だが僕はゲートには見向きもせずに宝箱を開けた。

　そこには、『兵士の小手』が入っている。

　この小手は、一つ五百円で売れる。

　今日一日死に物狂いで働いて、合計十個。

　これで五千円の稼ぎだ。

「はぁ、半日かけて五千円か……。高校生の稼ぎとしては十分かもしれないけど……」

　僕はその場で仰向けになって、倒れ込む。

「この程度の稼ぎじゃな～、三階層に挑戦してみるかー……」

　上半身だけ起き上がり頭をぶんぶんと振り回す。

「だめだ、だめだ。死んだらどうする。この程度のステータスじゃ、ダンジョンの栄養になって終わりだ」

　そう思いなおした僕は、装備していた兵士の小手を見ながら、唱えた。




「ステータス！」




　すると目の前にステータスウィンドウが表示される。




―――――――――――――

名前：御み剣つるぎ剣けん也や

ＤダンジョンＰポイント：１００ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ９：次のレベルまで１００ｐｔ

（Ｅランクの装備品を日に九回錬金できる）




◆装備品

武器：【鉄の剣Ｌｖ２】

頭　：【兵士の兜かぶとＬｖ９】

胴　：【兵士の胸当てＬｖ９】

手　：【兵士の小手Ｌｖ９】

足　：【兵士の具足Ｌｖ９】




◆ステータス

攻撃力：０（＋14）

防御力：０（＋10）

素早さ：０（＋10）

知　力：０（＋10）

―――――――――――――




　これが僕の今のステータス、初めて装備品を身につけた日から見えるようになった。

　一番簡単な階層ですら、ソロでは苦戦するステータスだ。

　まるでゲームのＲＰＧのようなステータス画面をしている。

　しかしこういうステータス画面では、絶対にあるあれがない。

　それは、僕自身のレベルだ。

　じゃあどうやって強くなるんだというと、方法は二つある。

　一つはダンジョンから出土した装備品をつけること。

　そしてもう一つは職業のスキルのレベルを上げること、これはＤＰで上げられる。

　ＤＰとは、ダンジョンの階層を踏破するともらえるポイントだ。

　なので、このダンジョンでは、装備品と職業だけが、すべてのステータスを決定づける。

「せめて、職業が剣士とかだったらな～、レアジョブだと思った錬金術師がここまで使えないなんて」

　職業には、ステータスに影響を及ぼすものもあれば、装備品の能力向上を補正するものもある。

　例えば剣士や、勇者といった職業は装備品がなくてもそれ単体でステータスを上昇させる。

　他には、素材から装備を作る鍛か冶じ師しや傷を癒やす僧侶なんかもあるらしい。

　この職業は変更できない。

　このステータスが表示された瞬間自動的に、決められてしまう。

　そもそも職業すら与えられない場合もある。

　なので探索者として、大成するかを決定づけるのは職業、つまるところ運次第だと言っても過言ではない。

　僕は錬金術師という世界初の職業を得た。

　当時は、期待に心躍らせた。

　それこそ、レアジョブだと歓迎されて、勇者がいるギルドにだっていたこともあったんだけど……。

　錬金術師は無能職業として、捨てられてしまった。

　だがそれも仕方がない。

　期待されて入団したが、ふたを開けてみるとどうだろう。

　錬金術師の唯一のスキル、錬金。

　それはＥランク（最下位のランク）の装備品を強化することだった。

　同じ武器を二つ用意し、錬金術のように合体させる、するとレベルが一つ上がっただけの同じ装備品を生み出す。

　それだけだ。

　スキルレベルを必死に上げても一日に錬金できる回数が増えただけ……。

　ステータスの変化は一いっ切さいなかった。

　今もその力で強化した兵士の小手Ｌｖ９と鉄の剣Ｌｖ２などを装備している。

　つまり今僕は小手から＋10の攻撃力を、鉄の剣から＋４の攻撃力を得ているということになる。

「Ｄランクの武器でもあれば、三階層でもっと稼げるかもしれないのにな～」

　Ｅランクの装備品なんて、Ｄランクに比べたらおもちゃのようなものだ。

　しかしＤランクの装備品、例えば騎士シリーズを揃えようとしたら、五十万円近くはかかるだろう。

　そんなお金、貧乏高校生の僕が用意できるわけがない……。

「ないものねだりしても仕方ない。なんとかお金を貯めて、Ｄランク装備一つでも買おう。そうすればもう少し上の階層にもいけるかも、僕にはお金が必要なんだから……」

　僕は宝箱の横に座り込み、今日集めた兵士の小手を十個をその場に広げる。

　そして僕は錬金を始めた。

　右手で装備品を持ち、左手でも装備品を持つ。

　ゆっくりと合わせて、錬金と唱える。

　するとそれぞれの装備品が光り輝き、一つの光となって合成される。

『レベルアップ♪　兵士の小手Ｌｖ２』

　まるで某有名ゲームのようなレベルアップ音声が脳に流れ、錬金が完了した。

　続いてどんどん同じように錬金していく。

『レベルアップ♪　兵士の小手Ｌｖ３』

　そして限界のレベル９まで、繰り返す。

『レベルアップ♪　兵士の小手Ｌｖ９』

「よし！」

　このレベルアップの音声は何回聞いてもワクワクする。

　でもこの錬金のレベルアップも今日までに何回行ったことか……。

　これで、兵士の小手Ｌｖ９が一つできた。

　あと兵士の小手は一つ残っているが、装備品のＬｖは９までと決まっているためこれで終わりだ。

「これで一万円！　五千円のものが、倍になったんだ！　まさしく錬金術だな」

　錬金後のＬｖ９までレベルアップした装備品のほうが、Ｌｖ１の装備品十個よりも二倍高く買い取ってもらえるため錬金する。

　この職業でよかったと思った唯一の利点だ。

「これで、今月もなんとか食いつなげたな、それに……」

　ＤＰと呼ばれるポイントが先ほどのゴブリン討伐で１００になった。

　これは、二階層を踏破したことで１ポイントを得たため、今まで貯めていた分と合わせてついに１００まで貯めることができた。

　このポイントを使ってできること、それは自分の職業のスキルを上げること。

「さぁ、鬼が出るか蛇じゃが出るか、頼む！」

　僕の職業の唯一のスキル『錬金』。

　これをスキルアップさせるためにＤＰ１００ｐｔ必要だった。

　この職業を得てからコツコツ上げ続けてやっと現在Ｌｖ９、変わったことは、日の錬金回数が増えただけだった。

　今回こそは何か変わってほしいと、信じてもいない神に祈りながらスキルのレベルを上げる。

『スキルレベルアップ♪　Ｌｖ10になりました。錬金可能な装備品のランクがＤランクに上昇します』

「え？」

　このアナウンスで、僕の世界は一変した。

　貧乏高校生、御剣剣也の世界は一変した。

　外れジョブ？　無能ジョブ？

　いいや、『錬金術師』は最強へ至る正真正銘のレアジョブだった。

　しかし僕がこの本領に気づくのは、少しだけ先の話。




　時は昨日、金曜の夜に遡る――。

　妹と二人で暮らすには狭い十畳一部屋のこの借り家で、僕はつい見てしまった。

　放置された妹のスマホのロック画面に表示されたメッセージを。

『この前言ってたパパ活の件だけど、本当にいいの？　あんたまだ処……』

　深夜一時に届いたそのメッセージを見た僕は、そんな馬鹿なと鼓動が速くなる。

　しかしそれ以上はロックされているので開くことができず、読めなかった。

　なぜ？　彼氏だってできたこともない妹が、パパ活の話を？

　美人だが、まだ髪も染めたことがないまだ高校一年生の妹が、なぜそんな話を？

　僕はその日の夜、いけないとはわかっていても、寝ている妹の指をスマホに押し当てる。

　心臓の鼓動が聞こえてないかと、なんとか心を落ち着かせながら妹の横に座る。

　寝息を立てて、眠っている妹の目は泣き腫らしたのか、赤みを帯びていて、いまだ涙がたまっていた。

　そして僕は、その本文を見た。

『やっぱり……』

　疑念は確信に変わる。

　僕は、高校生になった妹がお金を必要としている理由にうすうす気づいてはいた。




＊＊＊




　僕が高校に入学してすぐ――ちょうど職業を得てギルドに期待されて入団した六月頃。

「奈な々な！　母さんが倒れた！」

　息も絶え絶えに僕は妹にそう告げて、一緒に病院へ駆け出した。

　父さんを早くに事故で亡くした僕達を母さんは、女手一つで育ててくれた。

　でも僕は気づけなかった。

　疲労などつゆほども見せず昼夜休みなく働いた母の笑顔に母がすでに限界だったことに気づけなかった。

　母は、ガンだった。

　その報告を母の担当医から聞いた時、僕は何も考えられなくなった。

　自分の体と心が乖かい離りしていく感覚に、思わず座り込んでしまいそうになる。

　それでも眠る母を見て、そして隣で泣く妹を見て、そして長男として、あふれる涙を振り払い母の代わりに家族を支えることを決意した。

　突如倒れた母の治療費と入院費のために僕達は家を売り、家具を売り、父の貯金を取り崩した。

　投薬治療はもちろん、入院費、僕達の生活費、あらゆる支出、出費が我が家の貯金を日に日に蝕む。

　頼れる親戚もいない僕達は、治療費、そして当面の生活費のため仕方なく父が残してくれた数十年住んだ家を売り払い、この十畳一部屋で家賃四万円のボロアパートに二人で住むことになった。

　プライベートも何もない、たった一つの部屋に兄妹で二人。

　それでも僕達は支え合う。

　二人だから支え合い、助け合う、たった二人の兄妹だから。




＊＊＊




　そんな生活もいつの間にか一年近くがたち、妹が高校に進学することになった。

　僕も二年生に進級した、しかし勉強もおろそかにして、放課後は毎日夜までバイトした。

　なぜならもう僕は高校をやめて仕事に就こうと考えていたからだ。

　二年生になるまでは成績はよかったのだが、今では最下位。

　進学校だけあって、授業だけではついていけないレベルだった。

　その授業すらも、眠くて寝てしまうことも多いのだが……。




　だから僕は勉強を捨てた。

　バイトしてバイトして毎日をバイトに明け暮れて、家計を支え、なんとか雀の涙ほどの貯金をする。

　妹だけでも大学に行かせてやりたくて……。

　我慢する人生を歩ませたくないという一心で、がむしゃらに働いた。

　そんな僕の想いを妹に話したのが、そのパパ活のメッセージがくる前日、つまり木曜の夜のこと。

　僕は高校を中退すると妹に告げた。

　しかし妹が猛反発し、話は一旦保留になった。

『私もお金なんとかするから！　お兄ちゃんが私のために、人生犠牲にする必要ない！　二人とも大学に行けるぐらいに私だってなんとかするから！』

　その結果がこのパパ活のメッセージだ。

　中学では学校中の男から告白されるぐらい妹は美人だ、僕が知る限りは一度もＯＫしたことはないが。

　毎日教室で寝ていて、人一倍存在感のない僕と同じ血が流れているのだろうか？と思うぐらい妹は美人で愛想がいい。

　黒く長い髪と、白い肌に大きな瞳。

　身長は一六〇センチぐらい。

　胸も最近出てきた奈々は、どこに行っても美人と言われる自慢の妹だった。

「ごめんな、ごめんな……」

　この狭い部屋で、僕は隣に眠る妹を見た。

　そのスマホの画面と、妹の涙で濡れた寝顔を見た。

　申し訳ないと涙を流す。

　自分が情けなくて、妹が体を張ってまでお金を稼ごうとしている事実が悔しくて、思わず涙が流れた。

　そして僕は涙を拭いて、決意した。

　高校をやめない、母の治療もやめない、妹には援交なんてさせない。

　その傲慢で、欲張りで、そして普通の幸せのはずの夢を叶えることができる唯一の道を。

　たった一つだけ残されている道を進もうと決意した。

「一度は諦めた道だけど、もう一度兄ちゃん頑張るから……。体張って頑張るから」

　僕は妹の髪を優しくなでて、声に出して決意する。

　一度は才能がないと諦めた夢をもう一度だけ志す。

　高校生の僕でも妹を不自由なく暮らさせることができる職業を、母の膨大な治療費を稼げるほどの職業を。

　そして僕自身の夢でもあるダンジョン探索者という夢を。




　――時はゴブリン三体との死闘を終え錬金のスキルを上げた今へと戻る。

『スキルレベルアップ♪　Ｌｖ10になりました。錬金可能装備のランクがＤランクに上昇します』

「Ｄランクに上がった!?　錬金回数じゃなくて？」

　脳内に流れてきたそのアナウンスを鵜う呑のみにすれば、最下位ランク、つまりＥランクしか錬金できなかったのが、Ｄランクも錬金できるようになった、ということだろうか。

　Ｄランク装備などは僕には用意できないため、試すことなどできないが……。

　すると僕の気持ちを汲くんだのか、アナウンスが信じられないことを告げる。

『また、Ｅランク装備Ｌｖ９を、もう一度錬金した場合Ｄランクへと進化します』

「ど、どういうことだ？　進化？　装備が？」

　僕は動揺し、大きな声で独り言をこぼしてしまう。

　ダンジョンの装備品が進化するなんて話は聞いたことがない。

　確かに兵士の小手をはじめ兵士シリーズと呼ばれる最低ランクの装備には、完全に上位互換ともいえる騎士シリーズが存在する。

　さらにその上も……。

　しかしそれらはダンジョンでドロップするものであり、関係していないはずだった。

　僕は、右腕につけた兵士の小手Ｌｖ９を見る。

　そしてもう一つだけ残っている兵士の小手を見つめた。

　錬金可能回数はまだ残されている。

「や、やってみるか……」

　僕は、右手にＬｖ９の兵士の小手を、そして左手にＬｖ１の兵士の小手を持ち、いつものように「錬金！」と唱える。

　いつもなら、これ以上錬金できませんというメッセージが脳内に流れるのに、今日だけは違っていた。

　やわらかい光に包まれながら、兵士の小手は、見る見る形を変えていく。

　そして流れるアナウンス。

『錬金に成功しました。兵士の小手Ｌｖ９は、騎士の小手になりました』

「え、えぇぇぇ！！！！？？？？」

　思わず叫び声をあげてしまった。

　暗いダンジョンにたった一人、僕の叫び声だけが反響する。




　狭い部屋でこだまする自分の声を聞いて、興奮する心をなんとか落ち着ける。

「これは、もしかして錬金術師の本領は進化か？」

　僕が錬金で作り出したものは、ショッピング番組でおばさんが米俵を持ち上げた時に装備していたもの、つまり騎士の小手と呼ばれるあのＤランク装備。

　これ一つで、十万円に近い値段で売られている。

　それこそダンジョンでいうと、十一階層以降にしか出土しないアイテムだ。

　その装備が今、僕の手の中にある。

　これ一つで、二か月分の家賃以上。

　ゴクッとつばを飲み込む音が聞こえた。

「う、売れば毎日牛丼大盛、いや温玉だってのせられる……」

　久しく米を食べていなかった僕は、強くなることよりも、とっさにお金が、お米が欲しいと思ってしまう。

　しかし、その考えを振り払うように大きく頭を振る。

「だめだ、だめだ！　せっかく手に入れたＤランク装備だぞ！　これを使ってもっと稼がなくては」

　すぐに思いなおして僕は立ち上がる。

　すでに満身創痍だが、希望を得た体には、水を得た魚のように力がみなぎる。

「奈々、これで兄ちゃん稼げるかもしれない！」

　錬金術師という職業の可能性に胸を膨らませる。

　そして騎士の小手をはめてみた。

　すると気のせいではなく、本当に力があふれてくる。

　騎士の小手を見つめると、そのすぐ横にまるでゲームのウィンドウのように情報が表示される。




―――――――――――――

【騎士の小手Ｌｖ１】

説明：騎士が装備する小手。兵士に比べて格段に強化される。

能力：攻撃力が＋20される。

この装備のＬｖに応じてさらに攻撃力を＋１する。

―――――――――――――




「ステータス！」




―――――――――――――

名前：御剣剣也

ＤＰ：０ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ10：次のレベルまで１０００ｐｔ

（Ｄランクの装備品を日に十回錬金できる）




◆装備品

武器：【鉄の剣Ｌｖ２】

頭　：【兵士の兜Ｌｖ９】

胴　：【兵士の胸当てＬｖ９】

手　：【騎士の小手Ｌｖ１】

足　：【兵士の具足Ｌｖ９】




◆ステータス

攻撃力：０（＋35）

防御力：０（＋10）

素早さ：０（＋10）

知　力：０（＋10）

―――――――――――――




「これが、Ｄランク装備の力か……」

　攻撃力が騎士の小手によって、以前よりも二十程度上昇した。

　これでは筋トレした装備品をつけていないマッチョにも勝てないが、それでも格段に強くなったように感じる。

「この調子で、兵士シリーズを集めれば、騎士シリーズのコンプリートも夢じゃないか？」

　今日は、満身創痍のため探索を切り上げる。

　それに今は、この小手を妹に見せてやりたい。

　お金の心配はしなくていいと言ってやりたい。

　僕は、疲れた体を忘れて、駆け足でダンジョンの一階層へと走っていく。

　新しい力を得てワクワクが止まらない。

「あった、ゲートだ」

　一階層への青いゲートを見つける。

　階層間は、階段ではなくこのゲートを使ってまるで転移のように移動する。

　青いゲートが、一階層戻るゲート、赤いゲートが次の階層へ行くゲートだ。

　そして僕ははやる気持ちを押し殺せず、早く妹に朗報を届けたくて、急いで青いゲートをくぐり、一階層へと向かった。

「おかえり！　剣也君！」

　そこには、綺麗で巨乳の眼め鏡がねお姉さんが待っていた。

「愛あいさん！」

　僕が挨拶したそのお姉さんは、このダンジョンの受付係、探索者の支援を行うナビゲーターと呼ばれる女性だった。

　この塔の一階層は、外の世界と直接つながっており人の出入りも物の出し入れも自由な空間だ。

　魔物の出現もなく、だだっ広い空間が広がる。

　その空間を利用して、ダンジョンへの受付を行っており、どこかの会社のオフィスかと思うような空間が広がっている。

　かと思ったら、食堂や、武器屋なども立ち並ぶ。




　この塔は、半径一〇キロで、一階層はそれがすべて自由に使えるため、まるで地下都市のようになっていた。

　そしてその中心部分が、このダンジョンへの入り口がある中央広場。

　多くのナビゲーターと呼ばれる職員達が、担当するダンジョン探索者のお世話をしたり、持ち帰ったものを換金したりしている。

「もう、予定より遅いから心配したよ？　もう少しで救難依頼を出すとこだったんだからね！」

　プンプンと、巨大な胸を揺らしながらお姉さんは、腰に手を当てて怒りをあらわにする。

「すみません、愛さん……」

　僕は謝りながらその胸を見る。

　今日も一段と揺れている。

　この人は、中なか野の愛さん。

　年齢は二十三歳だそうだ。

　去年大学を卒業し、ここに就職したらしい。

　新人さんだが、このダンジョンのナビゲーターとしてとても優秀な人だ。

　僕の担当でもある。

　髪はショートのボブで、丸い眼鏡にでかい胸。

　失礼な言い方だが、でかいという表現が一番適切だろう。

　なぜあんなに細身なのに、そこだけでかいのか。

　すべての栄養が胸に行ってしまっているかのようなプロポーションだった。







[image: ]







　自然と胸もとに視線が落ちてしまうのは、僕が悪いわけではない、普通の生理現象だ。

　愛さんは、なんというかとても色気がすごいお姉さんである。

　もちろんいい匂いもする、嗅いだわけじゃないぞ？　漂ってきただけなんだ。

「次は、ちゃんと予定通りの時間に帰ってくること！　それからＥランク装備でソロなんだから絶対二階層よりも上には行かないこと！」

　ソロでは、Ｃランク以上の装備がなければ推奨されていない。

　パーティーでもＤランク以上でなければ命の危険がある。

「はい……できる限り頑張ります」

　行けたら行くわ、まるでそんなニュアンスで答える。

　なぜなら僕の心はチャンスがあったら行きたいと思っているから。

　すると、愛さんが僕を冷たい目線で、睨にらむ。

　ゾクゾクした。

　愛さんは、女王様の資質を持っていそうだ。

　本当に魅力的な女性だと思う、決して僕にそういう素質があるわけではないぞ。

　とはいえ、愛さんは本気で怒ってそうなので言いなおす。

「いえ！　絶対守ります！」

「よろしい！　じゃあ、今日の収穫品は換金していく？」

「いえ！　今日は大丈夫です！　また明日来ます！」

「うん、じゃあまた明日も申請してから入るように！」

「了解です！」

　今日は土曜日だ、学生の僕は、土日しか長時間ダンジョンに潜れない。

　だから明日も申請してダンジョンに潜るつもりである。

　僕は愛さんにお辞儀をしてはやる気持ちを抑えながら、その場を後にして走り出した。

　今日は、大事な用がある。

　僕は戦場に行かなくてはならない、もう一つの生き残るための戦場へ……。




「タイムセール始まります!!　卵一パック五十円！　牛肉一〇〇グラム百円！」

　僕は戦場にいた。

　戦う相手は、魔物達じゃない。

　いや、主婦という名のモンスター達だった。

　僕はごった返しているワゴンへと手を伸ばす。

　くっ！　なんて力だ。

　押しのけられる。

　まるでオークだ、戦ったことはないが……。

「はぁぁぁ！！！」

　いつもの僕ならここで負けていただろう。

　でも今日の僕は違う。

　今日の僕は、騎士だ。

　騎士シリーズを装備した、肉と卵を守る騎士だ。

「取ったぁぁ!!」

　激しい攻防の末、僕は主婦達に勝利した。

　卵と肉、そしていつものモヤシを買うことに成功した。

　妹の喜ぶ顔が目に浮かぶ。




　僕は上機嫌で戦利品をかかえて帰宅すると、手早く夕食の準備に取りかかった。

「わぁぁ！　お兄ちゃん今日は卵ついてるの!?　え？　これってもしかして……」

「あぁ、肉だ。しかも牛のな」

「は、半月ぶりだよ！　お肉と卵の両方がついてるなんて、なんかいいことでもあったの!?」

　妹が小さなテーブルの上の皿に盛られたモヤシと肉と卵を炒めた料理を見て、歓喜の声をあげる。

　我が家の一日の食費は、実に五百円。

　育ち盛りの高校生二人を食わせようとすると、だいたいメインはモヤシになってしまう。

　いつも大量のモヤシを焼肉のたれで炒めたもので腹を満たす生活が続いていた。

　なので、肉が出た日には、まるでお祭り騒ぎだった。

「あぁ、いいことがあったんだ。食べた後に話すよ。冷めないうちに食べよう！」

「うん！」

　そして久しぶりのたんぱく質の摂取に心躍らせ夢中で食べる僕と妹の奈々。

「あーおいしかった！　でお兄ちゃん、何があったの？」

「まずは、お前に言わないといけないことがある」

「えー？　何？　怖いんだけど」

　妹は、水道水を飲みながらくつろいでいた。

　僕は、言い淀みながらも意を決して声を絞り出す。

　真っすぐと妹の目を見て、意を決して告げた。

「パパ活はやめてくれ……」

　ブーッ!!

　奈々は、盛大に水道水を噴出した。

「な、なんでそれを!!」

「すまん、お前のスマホにメッセージが映っているのを見てしまった」

（実は指紋を押し当てて開いてしまったのだが、それは黙っておこう。幸い既読にしてしまったのには気づいていないようだし）

「そ、そうなんだ。で、でもしてないから心配しないで？」

　これは事実だろう。

　なぜなら昨日見たメッセージでは、まだ話は進んでいなさそうだった。

「お前が家族のために犠牲になる必要はない……」

「で、でもだからってお兄ちゃんが犠牲になる必要もないよね！　キャ、キャバクラとか！　そういうのだったらあり？」

「高校生が、そんなとこで働けるわけないだろう。お前は勉強しろ、それが仕事なんだから」

「でも、お金ないじゃん！　大学だって行けないんだから勉強する意味ないよ！」

　奈々が、机に身を乗り出して、自分の意見を通そうと両手で机をドンッと叩く。

　そこで、僕は装備していた小手を取り出し、机に置いた。

「これを見ろ」

「こ、これってもしかして騎士シリーズ!?　うちのどこにそんなお金が……。そ、それよりお兄ちゃんまた探索者になったの？」

　当然奈々も、僕が高校入学と同時に探索者になり、その後すぐ所属したギルドから半年で追放されたことは知っている。

　そしてそれを機に探索者を諦めたことも。

　だから僕がまた探索者になったことに驚きが隠せない。

「そうだ、兄はこの騎士シリーズを手に入れられるほどになったんだ」

「嘘……。しかもこの装備品って、家賃二か月分ぐらいだよね……一か月毎日牛丼が食べられる、しかもつゆだくだくで……」

　奈々は、涎よだれを垂らしながら小手を見る。

　やめろ、それは小手だ、牛丼じゃない。

　それと、つゆだくだくは無料だぞ。

　さすがは僕の妹だと、確かな血のつながりを感じながら話を進める。

「つまりだな、お金に余裕ができる……と思う。だから身を犠牲にするなよ、特にパパ活……」

「わかった！　わかった！　パパ活はしないから！　お兄ちゃんからそういうこと言われるとすごい嫌だ……」

　肉親に性的な話をされるのは、誰だって嫌だろう。

　僕だって嫌だ。

「わかってくれたならいい。大変だけど兄ちゃん頑張るから」

「うん……私もバイト頑張る！」

「お前は勉強しろ」

「うーー」

　結局バイトの許可を得られなかった妹は唸うなり声をあげるが、僕としては妹にはいい大学に行ってほしいのでこれでいい。

　とにかく、妹のパパ活を阻止できてよかった。おかげで就寝時間になると珍しく満たされた気持ちで二人仲よく布団を敷いて明日に備えた。

　隣で寝るスペースしかないこの狭い部屋で。




　そして翌朝。

　僕は、またダンジョンへ発つ。

　そして巨乳の……いや、愛さんのもとに行く。

「おはよう、剣也君！　今日も二階層までね？」

「はい！　しばらくは兵士シリーズを集めようと思います！　もし鉄の剣も拾えたらラッキーぐらいの気持ちで！」

「じゃあ頑張ってね。戻り予定は……昨日と同じ十七時でいい？　その時間までに戻ってこない場合は救難要請出すからね？」

「はい！」

　僕は、いつも通り中央の赤いゲートに入る。

　その周辺には他にもゲートはあるが、それらのゲートは使えない。

　十階層、二十階層に直接行けるゲートだ。

　それらのゲートは下の階層から自力でその階層まで到達した者しか使用できず、例えば僕が使おうとしても何も起きない。

　だから僕は今日も、二階層へとつながっている中央の赤いゲートに足を踏み入れた。

　二～九階層までは、武骨な石に囲まれた迷宮となっている。

　しかしすべて踏破されているため地図が出回っており、それを見れば迷うことはない。

　ところどころに、有志達が立ててくれた道案内用の立て札もあるのでなおさらだ。

「よし！　頑張ろう！」

　いつも通りダンジョンを回る。

　そしてゴブリンを倒す。

「ギャア！」

　すごい、これが騎士シリーズの力……。

　僕は、今まで苦戦していたゴブリン達相手に、今日は余裕の戦いをしていた。

　ゴブリンは通常一体ならば、装備品をつけていなくても簡単に勝てる相手だ。だが数が多くなると厳しくなってくる。

　兵士の小手程度では太刀打ちできない。

　しかし騎士シリーズの小手をつけた今の僕の相手ではなかった。

　そして倒したゴブリンからドロップした兵士の小手を拾う。

　装備品は魔物を倒してドロップする、もしくは宝箱に入っている。

　夕方まで駆けずり回り、二十個の小手を集めた。

「さぁ、お待ちかね。錬金タイムだ」

『レベルアップ♪　兵士の小手Ｌｖ２』

『レベルアップ♪　兵士の小手Ｌｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　兵士の小手Ｌｖ９』

『進化♪　　　　　騎士の小手Ｌｖ１』

「今日できるのは、ここまでだな。一日十回しかできないのがネックだ」

　錬金で作り出した騎士の小手一個と残りの兵士の小手十個を持って、今日はダンジョンの二階層を後にした。

「おかえり！　今日は時間を守ったね、偉い偉い」

　一階層へと戻った僕は、今日の成果を報告するため愛さんのもとへと向かった。

　用意されているナビゲーターと探索者用のカウンターに座り、愛さんも同時に座った。

　直後愛さんに頭をなでられて僕は、気持ちよさそうに目をつぶる。

　あぁ、バブみを感じる。




◇




　そのなでられる少年を見て中野愛は思っていた。

（やだ、何この生き物かわいい♥）

　中野愛は年下好きだった。

　なすがままなでられるこのかわいい顔の高校生が結構タイプであり、気に入っている。




◇




「あ！　愛さん！」

「ひゃい!?」

「ひゃい？　まぁいいや。今日は換金したいと思ってます」

「か、換金ね？　ＯＫＯＫ！　問題なし！　兵士の小手？　見せてみて！」

　そして、僕は少し迷いながらも、心を決めて勢いよく騎士の小手を出す。

　本当はもっと強くなるためこの装備は残して置くべきだ。

　それでも今日だけだ。

　今日だけ、おいしいものを妹に食べさせてやりたい。

　しばらく外食もしていなかった妹と焼肉でも食べに行きたいし、服も買ってあげたい。

　だから……。

「これを……」

　僕は騎士の小手を机に置いた。

「はい、兵士のこ……ええええぇぇ！！？？」

　愛さんは、素っ頓狂な声をあげて周りの注目を集める。

　視線を集めた愛さんは周囲に『すみません』と謝って席に座る。

　そしてなぜか小声で話しだす。

「ちょ、ちょっと、剣也君何これ？　もしかして盗んだり……」

「し、してませんよ！」

「でもこれ騎士シリーズでしょ？　十一階層以降でしか取れないはずなのに………。もしかして……行った？」

　愛さんが、凍えるような声で睨む。

「いやいや！　違いますよ！　それに僕じゃボスを倒せませんし……」

　僕は、大げさな仕草で手を前にして勘違いを解こうとした。

　そして愛さんに真実を伝える。

「実は僕のジョブ、『錬金術師』の力なんです……」

　僕は愛さんに錬金術師の能力をステータスを見せながら伝えた。

「すごい……。そんなことができるジョブ聞いたことがない」

　すると愛さんは考え込むようにして目を閉じる。




◇




（これは、とんでもない優良物件かもしれない……本格的につばつけとこうかしら。よし！　ライバルは少ないほうがいいしね）

　剣也は知らなかった。

　ダンジョン探索者とナビゲーターの結婚率は、パイロットとＣＡの結婚率を超えていることを。

　アナウンサーと野球選手並みであることを。

　なので、ナビゲーターはいい探索者を見つけて玉の輿こしに乗ることを目標としているともいえる。中野愛もその一人であった。




◇




「剣也君！　このことは秘密にね？　私とあなたの二人だけの♥」

　愛さんは、僕にウィンクした。

　思わず目をそらし、ドキドキしてしまうのは仕方のないことだろう。

「秘密……ですか？」

「えぇ、あまり目立つと嫉妬した探索者達の逆恨みを買うかもしれない……。だからそれを振り払えるぐらいの強さを得てからね」

　これは、事実だろう。

　強力なジョブを持った新人などが、妬まれて叩かれるなんてよくある話だ。

　その事例は僕も知っているし、愛さんは、その点で僕に注意してくれているんだろう。

　せめて、それを振り払えるほど強くなるまでは公言してはいけない。

「わかりました！　で？　査定額っていくらなんですか？」

「えーっと」

　そう言うと愛さんは、タブレットを開いて現在の換金レートを調べる。

　この換金レートは、需要と供給で成り立っているため日々変化する。

　まるで株価のように。

「四万五千円ね！　大儲けよ！」

　末端価格では十万円近いが、買い取り価格はやはりその半分ぐらいになる。

　それでも……。

「や、やった!!」

　うれしかった。

　いつもギリギリの生活をしていた我が家に少し余裕ができたかもしれない。

「ふふ、おめでとう。じゃあはい、五万円！」

「え？」

「私からのちょっとしたお祝い！　これからも頑張ってね♥」

「い、いいんですか!?　ありがとうございます！　いつか何かで返させてください！」

「気にしないで、出世払いね。いつかちゃんと返してもらうから！　ジュルッ。あごめん、涎が」

　猟奇的な表情をしながら舌舐なめずりし、手を振る愛さん。

　不思議に思いながら僕はダンジョンを後にする。

　そして妹に連絡する。

『今日は臨時収入があったから久しぶりに焼肉に行こう！』

　ピロン。スマホがメッセージの着信を告げる。

『まじ!?　やった!!　半年ぶり？　お兄ちゃん最高！』

　そしてぼろアパートに帰り奈々と僕は合流する。

「ほらほら、諭吉様だぞ？　ほれほれ！」

　僕は五枚の諭吉で、奈々のほっぺを往復ビンタする。

　久しぶりに見た大金に、僕は変なテンションになってた。

「あぁ、気持ちいい!!　もっと！　もっと叩いて!!」

　奈々も焼肉を食べに行けるということで、変なテンションになる。

　こらこら、女の子がそんなこと言っちゃいけません。

　そんな馬鹿なやり取りをしながら、テンション高くスキップしてお店に向かう。

　ちょっといい焼肉食べ放題で二人で一万円。

　実に二十日分の食費だった。

　ジューッ。

　肉が焼ける音と香ばしい匂いが食欲をそそる。

　そして、真っ白な日本人の心、銀シャリ。

　その久しぶりの白米が、焼肉のたれを絡めながら、艶やかに輝く。

　さぁ、食べろと挑発しているかのようだった。

「お、おいしい！　こんなに分厚い肉久しぶりだよ!!　こ、米！　米ってこんなにおいしかった？」

「食え！　二十日分食え！　胃袋の限界を超えろ！」

　まるで、フードファイターのように僕達は焼肉をむさぼる。

　美しい兄妹の食事の光景などそこにはなかった。

　ただひたすら網の上に隙間なく肉を並べて焼いていく、しかし二人の表情は幸せそのものだった。




　しばらく二人で楽しんでいると五人ほどのグループに話しかけられる。

「おいおい、貧乏人が焼肉なんか食べれるのか？」

　彼らは僕がかつて所属していた勇者パーティーだった。










【第二章】　追放された勇者パーティー




「無能な、貧乏人が俺達と同じところで飯を食うんじゃねーよ」

　勇者パーティーの一人が僕にそういった。

　彼は、佐さ藤とうとしお。

　僕はこいつが嫌いだ。

　理由はいろいろある……だから僕は怒りを込めて心の中で砂糖と塩というニュアンスで呼んだ。

「別にいいだろ、楽しんでるんだ。ほっといてくれ」

　その一言が、彼のスイッチを入れてしまった。

「なんだと？　てめぇ、誰に向かって……」

「もういいでしょう。行きますよ」

　怒る佐藤の間に割って入ったのは、勇者の職業を得た少女。

　テレビで見ない日はないほどの有名人。

　そして僕の憧れの人……。

　美しい髪をなびかせ、無表情で感情が一切読めない、まるで氷のような少女。

　どこかミステリアスなクールビューティーが、まったくこちらを見ずに佐藤と僕の間に手を入れ制した。

　一応は、知り合いのはずなのだけれど、彼女の中に僕は残っていないのだろう。

　僕の憧れたあの少女は、僕なんか視界にも入れてくれなかった。

「ちっ！」

　彼女に促されて舌打ちをしながら佐藤は行ってしまった。

　なぜか奈々を見つめていたように思える。

「お兄ちゃん大丈夫？」

「ん？　あぁ、大丈夫だ」

　さっきの佐藤の目が気になる、奈々は美人だし、佐藤の性格を知っている僕は少し心配だ。

　それに佐藤は僕と奈々とも同じ学校なのでなおさらだった。

　そもそも佐藤経由で、僕は勇者パーティーに入ったのだから。

　あれは、僕が高校に入学してすぐのことだった。




＊＊＊




「よぉ！　俺は佐藤ってんだ。お前は？」

「僕は御剣剣也！　よろしく！」




　高校の入学式で、僕と佐藤は出会った。

　同じクラスでたまたま席が隣同士だった。

　そして佐藤は、僕の首にかかっている銅の色の探索者タグを見る。

「お前、探索者登録してんだな。職業は？　なんかもらえたか？」

「うん、『錬金術師』ってのをもらったんだ。あまりよくわかってないけど……」

「錬金術師、知らねぇなレアか？……なら俺のギルドに来いよ！　勇者もいるんだぜ！」

　佐藤の父親は、装備武器を卸す会社をいち早く立ち上げた。

　その会社は急成長をとげ、このまま日本一の巨大企業へと成り上がる。

　そして佐藤は、父親のお金に物を言わせて、中学生にしてギルドをつくった。

　もちろんほとんど父親の力を借りたのだが、新進気鋭の勢いのあるギルドだ。

　その名もシュガー＆ソルト、自虐ネタか？

　父親の金を湯水のごとく使い、佐藤は身の丈に合わない高額なＣランク装備で固めていた。

　総額二千万円はするだろう。

　その装備に伴う力も持たないはずなのに。

　彼の職業は聖騎士、スキルレベルを上げると全能力が一・五倍の補正がかかるという、とても使いやすいジョブだ。

　その職業と金とステータスの暴力で二十階層まで到達している。

「い、いいの!?」

「あぁ、今日とりあえず来いよ」

　そんな佐藤からの誘いを僕は素直に喜んだ。

　まだこのジョブのことをよく知らなかったので、一緒に戦ってくれる仲間はとてもありがたいと思ったからだ。

　しかし……。

　ギルドに入団して半年。

「お前クビ！」

「え？」

　シュガー＆ソルトのギルド本部の広場で、所属している冒険者や探索者達全員が見ている中、僕はクビを宣告された。

「え？じゃねーんだよ、無能がよ！　なんだよそのジョブ。Ｅランク武器しか強化できないなんてカスでしかないだろう」

　ぐうの音も出なかった。

　スキルレベルを上げても錬金回数が増えるだけ……。

　これでは、無能と言われても仕方ない。

　それでも、僕にはお金が必要だった。

「で、でも僕にはお金が必要なんだ！　なんとか置いてくれないか！」

　僕は膝をついて嘆願する。

　ここで捨てられるわけにはいかない。

「はぁ？　知らねぇよ！　無能がいられるギルドじゃねーんだよ。それと装備は全部置いてけよ？」

「そ、そんなっ！　これは僕がここで半年かけて集めたも……うっ！」

　殴られた？

　頬に感じる痛みと、揺れる脳。

　地面に突っ伏した状態から、僕は殴られたと理解した。

「それも全部俺が貸してやった装備のおかげだろうがよ！　図々しいんだよ、貧乏人が！　金が欲しいからって卑しいんだよ！」

　悪態をつきながら佐藤は、僕の荷物をすべて奪う。

　それでも俺の時間を使って揃えた装備だ、と反論したいがうまく声が出なかった。

　それでも絞り出すように声をあげる。

「か、返せ……うっ！」

　今度は腹を殴られた。

　聖騎士のジョブで、装備もＣランク。

　Ｅランク装備の僕が、彼に勝てる道理はない。

　うめき声をあげながら、雨が降る中、僕は身一つで外に放り出された。

　何度もギルドのドアを叩きながら僕は返してくれと言って涙を流す。

　確かに彼に借りた装備もあるが、半年かけて集めた装備品達も含まれる。

「いい機会だろ！　探索者なんかやめちまえ！　無能職業がよ！」

　ドア越しで怒鳴られたその声に僕は、膝をつく。

　本当は気づいていた、僕には探索者は向いていないって。

　職業によるステータスへの恩恵が得られない僕では、ダンジョンを踏破することは正直難しい。

　Ｅランク装備のレベルアップだけしかできない僕では。

　いつもおんぶに抱っこで、仲間の足を引っ張ってきた僕にはいい薬なのかもしれない。

　それでも、悔しくて涙が止まらない。

　母は倒れ、毎日バイト尽くし、疲れた体に鞭打って探索者としても頑張ってきた。

　いつか稼げるようにと、探索者を必死で頑張ってきた。

　しかし結果はこれだ。

　寝る間も惜しんで勉強も、家事も、冒険もなんとか食らいついてきたが、もう限界だった。

　心が限界だった、だから諦めよう。

　探索者としての道を諦めよう。

　命を懸けてなんとかアルバイトより少し稼げる程度だった探索者という仕事を諦めよう。

　僕にとっては探索者として生きていくことは、夢でもあったがその夢を諦めよう。

　冒険には胸を躍らせた。

　ボス戦はいつもワクワクした。

　次はどんな敵が現れるんだろう。

　次はどんなダンジョンが待っているんだろう。

　そんなワクワクする冒険の夢をここで捨てよう。

　そして憧れたあの少女も……。

　僕は諦めた。

　諦め、理解した。

　そのはずなのに、なぜか足に力が入らない。

　なんで立ち上がれないんだ。

　なんで涙が止まらないんだ。

　心が張り裂けそうだ。

　悔しくて、情けなくて、でもどうすることもできなくて。

　雨がやむまで、僕はその場で泣いていた。

　それが、僕がギルドをクビになり探索者を一度は諦めた経緯だった。




＊＊＊




　翌日、月曜日、冬休み明け。

　世界一嫌われている曜日が始まった。

　かくいう僕もその一人。

　今は、学校よりもダンジョンに行きたい。

　それに昨日の佐藤の表情が気になるし、昨日の今日であいつの顔なんて見たくもない。

　嫌な予感がして、足取りを重くしながらも僕は登校する。

「よお、御剣」

　登校した僕を、佐藤は教室のドアにもたれかかり待ち構えていた。

「あぁ」

　僕は、ぶっきらぼうに挨拶をして自分の席に向かう。

　しかし机の上に、何やら落書きがしてあった。

　それに気づいた僕を見て佐藤は、笑う。

　周りにいた彼の取り巻き達もクスクスと笑いだす。

　なんて幼稚ないじめなんだ。

　僕は、すぐに雑巾を取ってきて拭こうとする。

　しかしその机に書かれた内容を見て、動きが止まる。

　そこには信じられないことが書かれていた。

【お前の妹　援交してんだろ？　俺にもやらせろよ】

【御剣奈々ちゃんは、おやじが大好き】

【金で誰にでも股を開くビッチ】

　どこから漏れたのか。

　それはわからない、きっと妹がパパ活の件でやり取りしていた不良からとか、そういうのだろう。

　佐藤が昨日妹を見ていたのは、そういうことだったのか。

　奈々は、同じ高校の一年生だ。

　学年でも美人と評判で、人気者。

　だから佐藤も知っていたのだろう。

　そしていろいろ調べた。その結果がこれか……。

　僕は怒りで震えた。

　自分のことは別にいい、でも妹のことは許せない。

「おい！　佐藤!!」

　僕は自分でも信じられないぐらい低い声で、佐藤を呼ぶ。

　握った拳が震える。

　力を込めるあまり爪が食い込み、手のひらから血が滲にじみそうになる。

「お？　なんだ？　怒ったのか？　やっぱり本当だったか？　ははは！」

「違う！　奈々はそんなことやってない！」

「いいって、別に隠さなくても。お前んち貧乏なんだろ？　モヤシばっかり食ってんだろ？　なんなら俺がお前の妹買ってやるよ！　千円でいいか？　ぎゃはは！」

　下品に声を出して笑う佐藤は、僕を笑った。

　なぜこんな奴が聖騎士なんだ、職業『ゲス』とかでいいだろ。

　僕は怒りに任せて佐藤に殴りかかる。

　しかし、よけられ、簡単に殴り返される。

「無能がよ！　雑魚が、歯向かってんじゃねーよ！」

　案の定僕は地面に倒れる。

　力の差がありすぎる、僕には妹の汚名をそそいでやることもできない。

「おーい！　皆さん！　この御剣剣也君の妹はパパ活してまーす！」

「まじ？」

「結構かわいい子じゃなかった？」

　佐藤が、さらに僕を煽った。

　佐藤の取り巻き達も合わせて笑う。

「ビッチ！　ビッチ！　ビッチ！」

　取り巻き達が、コールをする。

　手拍子に合わせて大きな声で何度も煽り、僕を、奈々を、笑いものにする。

「取り消せぇぇ!!」

　取り消せと何度も立ち上がるが、そのたびに殴られて地面に倒れ込む。

　痛くて、悔しくて涙が出る。

　僕が弱いばかりに妹までもが理不尽な目にあう。

「こいつ泣いてるぜ？　ちょっとかわいそうになってきたな、ほら」

　佐藤は僕に小銭を投げつける。

「拾えよ、貧乏人。施しだ」

　教室には僕の嗚お咽えつと投げつけられた小銭の金属音だけが鳴り響く。

　目の前に転がる二束三文の小銭達に無意識に一瞬手が出そうになった。

　そんな自分をより一層惨めに思った。

　ガラガラガラ。

「おーい座れよ～」

　先生が教室に入ってきたところで、騒動は一旦終わる。

　何があったかと聞かれるが、何もないと言うしかなかった。

　もし追及されれば、奈々のもとにまでこの話がいってしまうかもしれない。

　だから僕は黙って落書きを拭く、濡れた机にさらに僕の涙がこぼれる。

　それを見て佐藤は笑う、取り巻きの不良達もゲラゲラと笑う。

　惨めな思いのまま、僕は下校した。

　今日は帰ったらダンジョンに向かうんだ。

　悔しさを、惨めさを、怒りに変えて。




　いつだったか、どこかで読んだ漫画のセリフを思い出す。

『怒れ。許せないという強く純粋な怒りは、手足を動かすための、揺るぎない原動力になる』

　僕はその名言通りに怒りをため込んだ。

　不安だったため、その日は奈々と一緒に帰り、僕はすぐにダンジョンへと向かった。

　あの時発散できなかった佐藤への怒りをためにため、僕はダンジョンに潜る。

　明日は学校を休むと伝えてあるし、愛さんにはしばらくダンジョンで攻略に集中するつもりだと伝えている。

　だから今日は、全力でダンジョンに挑む。

　目指すは、騎士シリーズのコンプリート。

　そして、騎士シリーズを進化させ、その上も。

　そして……。

「佐藤をぶん殴ってやるんだ!!」

　その一心から僕は、兵士シリーズの小手をかき集め、錬金を繰り返す。

　自分のため、お金のため、そして何より世界一大切な家族のために。

　僕は佐藤を超えることを心に誓った。










【第三章】　ダンジョン攻略




　僕が佐藤を倒すと心に決めてからダンジョンに潜った初日。

　兵士の胸当てを十個集め、騎士の胸当てを手に入れた。

『レベルアップ♪　兵士の胸当てＬｖ２』

『レベルアップ♪　兵士の胸当てＬｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　兵士の胸当てＬｖ９』

『進化♪　　　　　騎士の胸当てＬｖ１』




　二日目。

　兵士の具足を十個集め、騎士の具足を手に入れた。

『レベルアップ♪　兵士の具足Ｌｖ２』

『レベルアップ♪　兵士の具足Ｌｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　兵士の具足Ｌｖ９』

『進化♪　　　　　騎士の具足Ｌｖ１』

　二～四階層では、兵士シリーズしか出てこない上、頻度も高くない。

　しかし東西南北でそれぞれ、違う種類の装備が現れるのが救いだ。




　三日目。

　兵士の兜を十個集め、騎士の兜を手に入れた。

『レベルアップ♪　兵士の兜Ｌｖ２』

『レベルアップ♪　兵士の兜Ｌｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　兵士の兜Ｌｖ９』

『進化♪　　　　　騎士の兜Ｌｖ１』

「よし！　これで騎士シリーズコンプリートだ！　ステータス！」




―――――――――――――

名前：御剣剣也

ＤＰ：１２３ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ10：次のレベルまで１０００ｐｔ

（Ｄランクの装備品を日に十回錬金できる）




◆装備品

武器：【鉄の剣Ｌｖ２】

頭　：【騎士の兜Ｌｖ１】

胴　：【騎士の胸当てＬｖ１】

手　：【騎士の小手Ｌｖ１】

足　：【騎士の具足Ｌｖ１】




◆ステータス

攻撃力：０（＋24）

防御力：０（＋20）

素早さ：０（＋20）

知　力：０（＋20）

―――――――――――――




　これが今のステータス。

　知力に関しては、それ単体ではほとんど効果がないステータスと言われている。

　別に頭がよくなるわけでもないし、頭の回転が速くなるわけでもない。

　噂では、職業ごとに覚えるスキルに関係しているらしい。

　例えば最も有名な職業の剣士が、レベルアップを重ねた末に到達する世界最高峰の破壊力を持つ技に、『覇は邪じゃ一いっ閃せん』というものがある、これなんかは知力によって効果が変わると言われている。

　正直実感したことがないからわからないが、とりあえずコンプリートしておこう。

　頭だけ兵士の兜というのは、少し気持ち悪かったというのが本音だが、すべて揃えてコレクションしたくなるのは男の子のサガだろう。

「でもなんか、前が見えにくい……」

　兵士の兜を脱ぎ騎士の兜をかぶったが、兵士の兜に比べしっかりしているため視界が悪かった。

「幻想形態にするか……前が見えないほうが危ないし」

　僕は装備品を幻想形態にする。

　幻想形態とは装備している装備品にのみ適応できる形態であり、念じるだけで変化する。

　幻想形態にした装備品は、見えなくなって触れなくなり、まるでこの世界に存在していないかのような、文字通り幻想の存在になる。

　しかしステータスには影響を与えたままのため、ほとんどの探索者が武器以外この幻想形態にして探索している。

　ステータスさえ上がってしまえば正直兜とか見えづらいだけなので、ダンジョンの外では、基本みんなこれだしダンジョン内でも幻想形態の人は多い。

　街中で甲冑を着ている人なんて見たくないだろう。




　四日目。

　ダンジョン一階　中央広場ロビー。

「愛さん！　今日僕は六階層まで挑戦しようと思ってます」

「え？　早くない？　確かに騎士シリーズを揃えた状態なら許可するのが普通だけど……五階層の中ボス倒せるの？」

「挑戦してみようと思ってます。ホブゴブリンですよね。たぶん勝てると」

　五階層に中ボス、九階層に大ボス、十階層はセーフゾーン。

　それがこのダンジョンの常識だ。

　五階層の中ボスであるホブゴブリンは力が少し強い程度のゴブリンなので、人間の大人と同じぐらいの強さの相手だ。

　ならば騎士シリーズを揃えた僕ならたぶん勝てるはずだと思う。

「六階層でもっと効率的に兵士シリーズを集めたいんです！」

　六階層以降のほうが兵士シリーズのドロップ率は高い。

　土日は学校がなく集中できるため、土日で集めきって平日は錬金したいと考えている。

「うーん……」

「お願いします！」

　愛さんは、悩んでいるが僕の気持ちを汲んでくれたのか許可してくれた。

「よし！　じゃあ許可します！　でも一つ条件があります」

「え？　なんですか？」

　すると愛さんは、僕の手を取り立ち上がる。

「買い物！　付き合って！」

「え？」

　そう言って愛さんの指が、僕の胸をなでる。

　綺麗で細い指先が僕の胸をグッと突く。

　その感触に僕は思わずドキドキしてしまうが、必死に感情を抑え込む。

　すると愛さんが僕の目を真っすぐ見て言った。

「そんな武器じゃ、許可できません！」




　そのまま愛さんに連れられてやって来たのは、中央広場から少し外れた場所にある武器屋さん。

　そこには、上はＢランク、下はＥランクまでの武器が立ち並ぶ。

　僕は立てかけられた一つの剣を見る。

　禍まが々まがしいまでの大剣が厳重に管理されている。

　その札には、Ｂランク装備【ドラゴンキラー】と書かれていた。

（えーっと？　０が一つ、二つ、三つ……げぇ!?　三千万超え!?）

　自分では一生かかっても手が届かないような、馬鹿げた値段だった。

　家が一軒建つぞ。

　Ｂランク装備は、ユニーク装備と呼ばれているランクだ。

　何かしら特殊な能力があり、この剣は、龍種に対して大きなダメージを与えることができるらしい。

（龍種か……、いつか相まみえる時がくるのか……。いや、ゴブリンで苦戦しているようじゃ遠い話だ）

「愛さん、僕お金ないですよ？」

　たぶん何か武器を買いに来たんだろうけど、僕の家は金欠。

　常に家計は火の車だ。

「いいの、いいの、出世払いで返してくれたら！」

「そ、そんな……も、申し訳ないです……な、何か僕にできることはありませんか？」

　すると愛さんは僕を見て、舌なめずりをしながら頬を赤らめる。

　直後首をぶんぶんと振り回した。

　まるで、何か邪な考えを振り払うように。

　そして申し訳なさそうにしている僕の頭をなでながら愛さんは言った。

「五階層の中ボスドロップの鋼の剣。それを買ってあげる」

「え!?　あれ五万ぐらいしますよ？」

　鋼の剣。

　これを持つ者は中ボスを倒した探索者として、三流としてだが認められる。

　三流というのは微妙だが、それでも危険な中ボスを倒した探索者として一応は認められることになるのだ。

　それ以前の僕は、ただの素人に毛が生えた程度だ。

　そして鋼の剣は、中ボスを倒すと必ずドロップするため希少価値は高くなく値段も手頃だ。

　それでも中ボスを周回するような人は少なく、多くの探索者は九階層の大ボスを倒した後さらにその階層を探索するためあまり流通しない。

「その代わり……」

　愛さんは、鋼の剣をカウンターに持っていきお会計を済ます。

「絶対生きて帰ってくること！」

　僕は愛さんからその剣を受け取った。

　とても重たい、鉄の剣よりもずっと……。

「わかりました！　絶対に無事に帰ってきます！」

　僕は決意を胸に、ゲートを通りダンジョンへ向かう。

　愛さんからもらった鋼の剣を装備して。

　鋼の剣のステータスは以下の通り。




―――――――――――――

装備説明

・鋼の剣Ｌｖ１　Ｄランク

　攻撃力を＋20する。（Ｌｖに応じて＋１）

―――――――――――――




　これで僕の攻撃力は40を超えた。

　正直八階層までは、命の危険はあるもののソロ攻略可能なレベルだ。

　三流と二流の分かれ道である九階層の大ボスはこの装備でもソロだと危険だ。

　しかし、中ボスなら問題なく倒せるだろう。

　サクサクと二から四階層を攻略する。

　三、四階層は二階層とほぼ同じレベルなので何も困らなかった。

「久しぶりに来たよ。中ボスの部屋……」

　赤いゲートを通って転移したのは五階層。

　昔所属していたギルドのパーティと来たことがある。

　ここは石に囲まれた学校の教室ほどの部屋だ。

　後ろには引き返す用の青いゲートがあり、目の前にはボスが待つ部屋へと続く巨大な扉がある。

　禍々しい文様が描かれた、鈍く光るその扉を前にして、鼓動が速まる。

（よし！）

　僕は決心して、勢いよく扉を開き踏み込んだ。

　中は大きく丸い空間が広がっている。

　奥行は一〇〇メートルほどはあるだろうか。

　そしてその中央には、ホブゴブリンが立っている。

「いた、ホブゴブリン……」

　僕と目が合ったそのゴブリンは、こん棒を手に叫び声をあげる。

　大きさは僕と同じ程度。

　小鬼というには、大きくて。

　鬼というには小さくて。

　それでも立派であることを意味するホブがついたゴブリンだった。

　そして僕はホブゴブリンと切り結ぶ。

　しかし……。

「なんだ？　これ」

　全然重くない。

　これが中ボス？　いや、十分強いのだろう。

　でもこれが攻撃力40超えの力なのか。

　僕は切り結んだはずのこん棒をはじき、そして一刀のもとホブゴブリンを切断する。

「想像よりも弱かったな……」

　五階層を踏破した僕には、ＤＰが10も入っていた。

　それほどの相手には感じなかったのだが、それでもこの中ボスに無策で挑んで死んだ探索者は多い。

　騎士シリーズ、そして愛さんに買ってもらった鋼の剣が僕を強くしてくれた。

（ありがとう、愛さん……）

　ホブゴブリンの死体が消滅し、そして現れる鉄の宝箱。

　この宝箱の色で、どんなランクの装備品が入っているかわかる。

　鉄の色なのでＤランク以下の装備品だ。

　昔勇者パーティーにいた頃、銅までなら見たことはある。

　銅でＣランク、銀ならＢランクのものだ。

　稀に違う色も出るという噂はあるが、そんなのは僕は見たことはない。

　そしてこの宝箱の色は、探索者の等級にも関係してくる。

　探索者の等級とは、その探索者がどこまで攻略しているかを単純に表し、強さを周知させるためのものだ。

　九階層の大ボスを攻略できていない探索者は、アイアン級の探索者と呼ばれる。

　それ以降は、銅、銀、金、プラチナ……と続いていく。

　なので僕はアイアン級の探索者で、支給された鉄の色の探索者タグを首からぶら下げている。

　僕は宝箱の前で膝をつき、ゆっくりと蓋を開ける。

　中には、もちろん『鋼の剣』が入っていた。

「Ｄランク装備の錬金ってしたことないな、やってみるか？」

『レベルアップ♪　鋼の剣Ｌｖ２』

　試しに、愛さんに買ってもらった鋼の剣と今手に入れた鋼の剣を錬金してみると、普通にできた。

　次のスキルレベルアップに必要なｐｔは１０００ポイント。

　ならば中ボスを百回周回すれば、レベルアップできるだろう。

（そうすればＣランク装備にも手が届くか？）

「しばらくは、五階層の中ボスで鋼の剣とＤＰを稼ぎつつ、六階層で騎士シリーズを集めて次のレベルを目指すか……」

　そして始まるダンジョン周回。

　いまだ三流探索者の剣也の実力を知る者は少ない。

　しかし確実に一歩ずつ最強への道を歩み始めていた。




　僕が周回を志してからひと月ほどがたった。

　いまだ佐藤は、学校で会うと僕をからかう。

　歯向かうと殴られるので、僕は耐えるしかなかった。

　貧乏生活もましになったとはいえ、相変わらず米を食えない生活が続いている。

　僕が強くなることを優先して装備を売らずに、錬金を繰り返しているためなのだが、いまだ余裕はできていない。




　そんな中母さんの容態は悪化していて医療費も増額、そのため貯金も底をつきそうだった。

　毎日のように、奈々がお見舞いに行ってくれているが、日に日に元気もなくなっている。

　だからもっと稼がなくては。

　それに一つ目標もある。

　それはＡランク装備『治癒の腕輪』を借りることだ。

　治癒の腕輪とは、世界で数える程度しか存在しない伝説級のＡランク装備。

　その腕輪は装備するだけで装備者のありとあらゆるケガを治療する。

　この腕輪は世界中で求められていて、多くの重傷者を救っている。

　しかしまともに待っていたら順番待ちで、僕達のような貧乏人には一生回ってこない。

　いつだって資本主義の世界は、金を持っている奴がずっと勝ち続ける。

　だから母さんを治療させるために、治癒の腕輪を借りるために、もっと上の階層でより多く稼ぐ必要があった。

　僕は土日で、兵士シリーズを集めに集め、毎日錬金する。

　日に十回なので、一日で騎士シリーズが最低一つはできるように集めた。

　つまり十日で、騎士シリーズが十個でき、四十日あれば騎士シリーズの兜、胸当て、小手、具足がそれぞれ十個、つまり全部で四十個できる。

　ひと月ほどの周回を続けてきたかいあって、その四十個の騎士シリーズは集まっていた。

　そしてダンジョンの五階層で、何度目かもわからないホブゴブリンを討伐し、ついにＤＰも１０００に達した。

「よし、いよいよだ」

　僕はそのダンジョンの中ボスの部屋でステータスを開き、ＤＰをすべて錬金スキルに割り振る。




『スキルレベルアップ♪　錬金可能ランクがＣランクになりました。また、知力が日に行える錬金回数に反映されます（10につき＋１回）』

「よし！　錬金可能ランクが上がった！　期待通りだ、それに知力？　何に使うんだと思っていたけど、錬金回数が増えるのか！　これはありがたい！」

　このレベルアップで、Ｃランクの装備品同士を錬金できるだけでなく、ＤからＣへの進化もできるようになったようだ。

　Ｃランクの装備は一つもないため、今本当に可能かを試すことはできないが。

　それに知力10につき、錬金回数が一回増えるみたいだ。

　現状20あるので、錬金回数は二回追加で増えるようで、日の錬金回数十回がネックだった僕にとってはとてもありがたい追加効果だ。

　ダンジョンの五階層、中ボスの部屋。

　そこで、レベルアップを果たした僕はこの一か月待ちに待った進化の時間へと移る。

　僕は、このひと月で事前に錬金し装備していたＬｖ９の騎士シリーズとＬｖ９鋼の剣の装備を外しその場に広げる、そして同じ騎士シリーズと鋼の剣のＬｖ１も。

「騎士シリーズの上は、もしかしたらあれだよな、たぶんあれだよな？」

　二百万円近くの値段で売られているあのシリーズ。

　その装備は、確実に装備者を人ならざる者に変える。

　兵士や騎士シリーズのように、筋トレしたら追いつけるような力ではない、間違いなく人の枠を外れた力を得ることができるそのシリーズ。

　僕は高鳴る鼓動と、はやる気持ちを抑え込み、右手にＬｖ９の騎士の兜、そして左手にＬｖ１の騎士の兜を持ち、スキルの発動を宣言した。

「錬金！」

　力と願いを込めて唱えると、その両手の兜が淡い光に包まれて、一つの光へと収束する。ほどなくして、それらの光が完全に一つとなり、僕の手には一つの新しい兜が生まれた。

　その装備品は、王の力。

　装備したものを、人の枠を超え強化する。

　その肉体はもはや銃弾ですら貫けない。

　圧倒的な力を与えるＣランク装備品、その名も。

『王の兜』

　だった。

「よっしゃぁぁぁぁ!!」

　予想通りとはいえ、実物を目にしたら興奮せずにはいられない。

　なぜならこの装備品は俗に王シリーズと呼ばれ、海外のセレブ達にも絶大な人気を誇る、流通している装備品の中では最高レベルのものだった。

　末端価格は三百万円を超える場合もある。

　全身揃えようと思うと一千万は軽く超える王シリーズ、確実に金持ちか、銀級探索者達しか装備できない装備品だ。

　あの佐藤もすべて揃えていたその王シリーズを僕は手にすることができた。

　そして王の兜を装備し、錬金回数を上げる。

　そして残りの騎士シリーズも同様に進化させる。

『進化♪　王の小手Ｌｖ１』

『進化♪　王の具足Ｌｖ１』

『進化♪　王の胸当てＬｖ１』

　まだ錬金回数は残っている。

　なので、最後に鋼の剣を進化させる。

「Ｃランクの武器、鋼の剣。これは何になるんだろう……」

　二本の剣を両手に持ち、僕は唱える。

「錬金！」

　淡い光に包まれて、二つの剣が混ざり合う。

　現れたのは、刀、鈍く光る日本刀。

　先ほどの武骨な鋼の剣とは打って変わって美しく綺麗な刀身は、芸術品を思わせる。

「鋼の剣の上は、日本刀なのか？」

　ちなみに自分の所有している装備を見つめると能力が表示される。




―――――――――――――

装備説明

・日本刀Ｌｖ１　Ｃランク　レア度★

　攻撃力を＋２００する。（Ｌｖに応じて＋10）




・王シリーズ　Ｃランク　レア度★

　能力を＋１００する。（Ｌｖに応じて＋10）

―――――――――――――




「Ｃランクからは装備品にレア度がつくんだよな、★一つか。これが何を表すかよくわかっていないらしいが」

　そして僕は、すべてを装備する。

　そして唱えたのは、もちろん。

「ステータス！」




―――――――――――――

名前：御剣剣也

ＤＰ：０ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ11：次のレベルまで１００００ｐｔ

（Ｃランクの装備品を日に十回錬金できる：知力10につき＋１回）

◆装備品

武器：【日本刀Ｌｖ１】

頭　：【王の兜Ｌｖ１】

胴　：【王の胸当てＬｖ１】

手　：【王の小手Ｌｖ１】

足　：【王の具足Ｌｖ１】

アクセサリー：【なし】




◆ステータス

攻撃力：０（＋３００）

防御力：０（＋１００）

素早さ：０（＋１００）

知　力：０（＋１００）

―――――――――――――




「すげぇ……」

　僕は、体の中からみなぎるその力が、今までのものとは格段に違うことを実感していた。

　すでにその力は、人の枠を超えている。

　世界一のマッチョでも僕にはかなわないかもしれない。

　それほどの力がこの装備品達にはある。

　それはまさしく、王の力だった。




「このステータスなら、九階層の大ボスにも勝てそうだ」

　僕は気が大きくなってしまっていたが、実際のところ九階層の大ボスにＣランク装備はすぎたもの。

　この装備は本来二十一階層以降でドロップする可能性のあるもの。

　銀級の探索者達でないと攻略できないような階層に現れるものだからだ。

　大ボスはソロ討伐するような相手ではないのだが、それでも今の僕なら可能だろう。

　だから僕は、大ボスに挑戦することにした、愛さんには内緒で。

（愛さん怒るかな？　でもここで行かなきゃ探索者じゃないよね）

　僕は予定にはない行動をとろうとする。

　それはとても危険なのはわかっている。

　でもワクワクする気持ちを抑えきれない。

　だってここはダンジョン、夢を追い求める場所なのだから。

　七、八、九階層には、ホブゴブリンや、ゴブリンナイトといったゴブリンの上位種が入り交じる。

　しかし……。

「フンッ！」

「ギャアァァ！」

　一刀のもと切り伏せる。

「この武器すごい使いやすい、さすがは日本人のための武器」

　日本刀を見ながら僕はつぶやく。

　別に日本人のための武器ではないのだが、それでも日本という名がついた武器は、驚くほど使いやすかった。

　まるで何度も使ってきたようなフィット感。

　王の力と相まって、上位種のゴブリン達を一閃のもと両断する。

　さすがは二十階層以上にも対応できる装備。

　この階層ではチート級だ。

　次々とダンジョンを攻略していった僕はついに到着する。

　一階層一時間ぐらいのペースで進み、九階層への赤いゲートに到着した。

　赤いゲートを通るとここは九階層。

　大ボスの部屋だ。

　中ボスの時と同じような石に囲まれた部屋、そして目の前には巨大な扉と禍々しい文様、中ボスの部屋よりも大きく荘厳なその扉は、ここが大ボスの部屋であることを示している。

　そしてその扉の隣には。

　一人の少女がうずくまるように座っていた。

「あ、やっと人来た……」

　その少女は、顔を上げ、僕を見てそう言った。

　まるで助けを求めるように……。

　その少女は、少し茶色がかかったセミロングのサラサラの髪でツインテール、特徴的な色のカラーコンタクト？　それでいて少女漫画のような大きな目をして、真っ白な肌と赤い唇。

　そしていわゆる病みメイクと呼ばれるヤンデレ風の涙袋だった。

　耳には何個あるかひと目で数えられないほどのピアスをつけている。

　一言でいえば、彼女はこれぞメンヘラのような見た目をしていた。

　このダンジョンで、なぜそこまで軽装なのかというような黒のＴシャツと短パン？　シャツが長くて見えない。

　見えるのは細くて病的なまでに白く細い足。
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　かわいい。

　間違いなくかわいいのだが……たぶん彼女には関わらないほうがいいだろう。

　これが噂に聞く地雷系女子だ。

　僕の直感が警報を鳴らす。破滅を誘うその色気に騙されないように頭をぶんぶんと振る。

　そして、軽く会釈してさっさと扉を開こうとする。

「あの、助けてほしいんですけど……」

　すると少女が立ち上がり僕のそばまで来る。

「た、助ける？」

　少し後ずさりしながら僕は、反復する。

「ここまで一緒に来た人に置いていかれたんです……」

「そ、それはひどい話だね」

　下手すると殺人になりかねない所業だぞと、僕は驚きながらもこの少女を気の毒に思ったし、かわいそうに思った。

　ここはダンジョン、命の危険のある場所だ。

　この法治国家の日本にあって法ではなく力が支配する場所。だから信頼できない仲間に裏切られるなどよくあることではあった、しかしそれは間違いなく規則違反であり、探索者資格を剥はく奪だつされ、日本の法に照らして相応の罰を与えられる。

　だが大抵それは露見しない。

　ダンジョンの悪意が死体ごとすべてを隠してしまうから。

　だからあんなところで一人座って待っていたのか。

（なんだろう、なんかほっとけないな……）

　その庇ひ護ご欲よくを駆り立てられる少女、捨てられてしまった少女をかつて同じようにギルドを追放され捨てられた自分に少しだけ重ねて見てしまう。

「じゃあ、僕が一緒に十階層、セーフゾーンまで連れてくよ」

「ほ、ほんとです……か？　でもお兄さんソロ？　大丈夫ですか？　私戦えませんけど……」

「たぶん大丈夫だと思う、とりあえず端っこで待っててね」

「は、はい……」

　その少女は心配そうにこちらを見る。

　僕は安心させようと笑いかけると、彼女は作り笑いをした。

　その笑顔は、とても儚げで悲しそうで、何度も作ってきたような他人の顔色をうかがう笑顔だった。

　僕の心が、ぎゅっとなる。

　この顔を、この笑顔を僕は知っている。

　これは、弱い自分を我慢して、それでも相手に媚びるように、怒らせないようにその場を乗りきるためだけの笑顔だ。

（事情は、後で聞くとしてとりあえず十階層に向かおう）

　そして僕は、大ボスの部屋へと続く扉を開く。

　そしてその中心には、ゴブリン達の将軍。

　丸いエリアの中央でゴブリンジェネラルが座っている。

　僕がそのエリアに足を踏み入れると同時に、部屋を囲むように置かれた松たい明まつに火が灯る。

　青白い光が部屋を照らしたかと思うと扉が閉まった。

　その音と同時にゴブリンジェネラルが立ち上がり咆哮をあげる。

　そして始まる将軍と王の戦い。

　結論から言おう、まったく相手になりませんでした。




　初めの一刀で勝負は決まった。

　ゴブリンジェネラルの武骨な剣の一太刀を受けた僕が感じたものは、ホブゴブリンの時と一緒。

（かっる！　なんだこれ）

　そのまま力任せに僕は鍔つば迫ぜり合いしながら押しきろうとする。

「ギギギィィ！」

　苦しそうな声を漏らすゴブリン。

　僕はそのまま思いっきり力を込める。

　その一刀は、武骨な剣ごとゴブリンジェネラルを両断した。

　ゴブリンはそのまま灰になって消えていく。

　その様子を端っこで見ていたメンヘラさんが黄色い声をあげた。

　そういえばまだ名前も聞いてなかったな。

「お、お兄さんすっごーい！　強いんですね」

　メンヘラさんが、駆け寄ってきて僕の腕を掴つかみ、自分の腕を絡めてすり寄せる。

　やわらかい感触が僕の腕を包むかと思ったら、ほとんど胸はなかった。

　残念だ。

　しかしそれでもかすかに感じる感触に動揺しながら、僕はしどろもどろになりながらも答える。

　童貞にこの刺激は厳しい。

「い、いや！　装備がね、装備が強かっただけだから！」

「ってことは、お金持ち？」

「いや、貧乏かな……」

「ふーん、よくわかんないですね」

「と、とりあえず次の階層に行こうか、地上へのゲートがあるはずだから」

　すると、ゴブリンジェネラルから宝箱がドロップされる。

　銅の色の宝箱だ。

　僕は、思い出したかのようにその宝箱に視線を戻し、ゆっくりと近づき開いた。

　中には、アクセサリーが入っていた。

「これは、アクセサリーか……。えっとゴブリンの首飾りかな？」

　そこにはゴブリンの耳で作った首飾りが落ちていた。

　悪趣味なので装備したくはないが、アクセサリーはまだ何も持っていないので仕方なしに装備する。

（うへぇ、気持ちわる、幻想形態にしとこ）

　アクセサリーの能力は獲得できるＤＰが上昇？

　とりあえず装備してみる。

　すると、アクセサリーの効果は、ＤＰが一・一倍多く取得できるとのこと。

「これは結構いいものだな。進化すると何になるんだろう」

　アイテムとしては知っていた。

　そしてこのアイテムは、あまり高く売れない。

　なぜなら探索者にしか効果がなく、しかも一・一倍なのでそれほど強いアクセサリーでもないからだ。

　そんな思考にふけっているとメンヘラさんが話しかけてくる。

　名前を知らないので勝手にあだ名をつけたが、失礼なので当然声には出さない。

「あの、お兄さん？　そういえば名前まだでしたよね？　私は鈴すず木き美み鈴れいです、ＪジェイＫケイ一年目ですよ！」

　なぜかＪＫの部分を強調して上目遣いで言ってくるメンヘラさん、失礼鈴木さん。

「僕は御剣剣也、高校二年生だ」

「あ、じゃあ先輩ですね！　先輩と剣也さんどっちで呼んでほしいですか？」

「どっちでもいいよ」

「わかりました、じゃあ……先輩。なら私は美鈴って呼んでほしいです。鈴木ってどこにでもいるし」

　ぐっと体を近づけて、僕にもたれかかるように下から僕の顔を覗のぞく美鈴。

　全国の鈴木さんに失礼だろと思いながらも、そんなことよりいい匂いが……。

「わ、わかった……美鈴。とりあえずゲートに進もうか」

　二人でゲートに入る。

　そして転移した先は、十階層。

　そこには寝転がると気持ちよさそうな一面の芝生。

　加えてなんのためなのか、家のような建物もちらほらと立っている。

　ここに住む人がいるとは思えないが、なんで家なんか……。

　一応この家達は、ダンジョン協会と呼ばれるダンジョンを管轄している組織が管理している。

　愛さんのナビゲーターという職もダンジョン協会という組織の一つだ。

　僕があたりを不思議そうに見渡していると中央に光る白いゲートから人が現れた。

　あの白いゲートは、第一階層から直接つながっており、一度こちらから一階層へと転移することで解放され、一階層からこの階層まで直接来れるようになる。

　そしてその白いゲートの左には一階層へとつながる青いゲート、そしてその右には十一階層へと向かうための赤いゲートがある。

　この白いゲートは一階層にいくつかあり、すべて十階層ごとにあるセーフゾーンへとつながっている。

「じゃあ、一階層に戻ろっか」

　すると、美鈴が誰かを見ている、いや睨んでいるのか？

　その視線の先を見てみると二人の男が笑いながら大声で話していた。

「やーっとあのめんどくさい女を捨てられたぜ」

「サポーターの職業だからパーティーに入れてみたけど、ほんとに後ろにいるだけで使えなかったしな」

「あぁ、あれで一週間分の稼ぎを三分割はさすがにありえねぇ、置いてきて正解だったな」

　その二人の不愉快な会話は、たぶん美鈴のことを言っているのだろう。

　美鈴とは一週間ほどパーティーを組んでいたようだ。

　稼ぎを三分割する約束が嫌だったのか、美鈴をダンジョンではぐれたことにして、置き去りにしてしまったようだ。

「でもちょっともったいないことしたかな……」

「やめとけ、確かにかわいいけど絶対あれはメンヘラだぞ、地雷だ。刺されるぞ」

「ちげぇねぇ！　それにビッチそうだしな！」

「「ははは！」」

　なんて不快な会話なんだ。

　だからって、ダンジョンに置き去りにしていいわけないだろう。

　僕がたまたま来たからいいものの、もし誰も来なかったらあそこで飢えて死んでいたかもしれないんだぞ。

　美鈴の力では八階層から下ることも、九階層のボスを倒すこともできないだろう。

　そう思うと無性に腹が立った。

　まるで佐藤だ、佐藤二号と三号だ。

　僕の怒りを感じたのか、美鈴は、僕の袖を持ちなだめるように言った。

「いいんです！　私なんか別に捨てられて当然ですから……」

　その美鈴の悲しそうな声を聞いて、作った笑顔を見て僕の怒りが頂点に達した。

　捨てられていい人間なんているわけがない。

　少なくとも僕は、不要だ、無能だ、そんな理由で仲間を捨てたりは絶対にしない。

　自分と美鈴を重ねてしまった原因を理解した僕は、美鈴の静止も無視してその男達のほうへ歩いていく。

　怒りで拳を強く握る。

「おい！」

　肩を叩き、振り向きざまに死なない程度に顔面を殴った。

　軽く殴ったつもりだったのだが、力加減を間違えたようだ。

　さすがは王の力。

　面白いように男の一人は飛んでいく。

　まるで、漫画みたいに。

「お、おい！　たけし！」

　もう一人の男が、飛ばされた男に駆け寄る。

　頬をさすりながら、揺れる脳を抑え男は立ち上がる。

　二人は、こちらを睨みながら振り向いて怒声をあげる。

「な、何しやがるんだ！」

「いきなり殴りやがって！　殺される覚悟できてんだろうな！」

　二人の男が立ち上がり僕に殴りかかり、切りかかる。

　一人は剣士、もう一人は修モ道ン士クのようだ。

　さすがに殺す気はないようだが、それでもこのままだと相当に痛い思いをすることになるだろう。

　僕は、右手一本で日本刀を振りきる。

　その一閃は、その男の鋼の剣をはじいて遠くへと吹き飛ばす。

　男は何が起きたと唖然とする。

　もう一人の殴りかかってきた拳は左手で握る。

「何しやがる？　それはこっちのセリフだが？」

　信じられないぐらい低い声が出た。

　まるで佐藤への怒りを吐き出したような重さがあった。

　そしてその握った拳に思いっきり力を込める。

「痛たたたた!!　タイム！　タイム！」

　男は拳を握られたまま膝をつき、許してくれと懇願する。

　剣をはじかれた男も自分との実力差を感じたのか、突如謝った。

　たぶんこの男達の装備は騎士シリーズ。

　王シリーズの僕には、相手にならない隔絶した装備の力。

「す、すまねぇ、何かしたなら謝るから許してくれ」

　即効で手のひらを返した男達は、とりあえず悪かったと謝りだした。

　これ以上やっても叶う相手ではなさそうだ、その程度の判断はできる探索者のようだ。

「あの子に謝れ、そして自首しろ」

「な、なんの？　お、お前！」

　僕が指さす先には美鈴がいた。

　男達は美鈴を見た瞬間意味を理解した。

「あの子に見覚えがないとは言わせないぞ」

「あ、あ、そういうこと……あんたあの女にたぶらかされた、痛い！　痛い！」

　僕はそいつらの下卑た顔が何を想像しているのかを理解して、さらに怒りで拳を強く握った。

「謝るのかどっちなんだ？」

「す、すみません、ごめんなさい、謝りますから手を離して!!」

　僕は強く握っていた男の手をぐいっと一度締め上げてから突き離す。

　男達は、両手をついて地面に額をこすりながら美鈴に謝った。

「す、すみませんでした!!」

　謝り慣れているかのような見事な土下座だった。

　少し感心してしまう。

　ここまでプライドを捨てて手のひら返しできるものも少ないだろう。

「い、いいんです、私が悪いんですから」

　美鈴は、手を前に出し首を振る。

　自分も悪いんですからと後ずさる。

「美鈴！」

「ひゃい！」

　いきなり僕に大きな声で呼ばれた美鈴は、驚き変な声をあげる。

「君は何も悪くない、いじめられたほうも悪いなんてことは絶対にないんだ。いつだっていじめた奴が悪い。被害者は被害者で、加害者は加害者だ」

　まるで自分に言い聞かせるように、僕は美鈴に言う。

　美鈴はいじめられたわけではないのに、思わずいじめという言葉が出てしまった。

　きっとこの言葉は僕が誰かに言ってほしかった言葉なんだ。

「そして、こいつらは加害者、君は被害者だ。謝る必要なんか君にはない」

　その僕の言葉に美鈴は、素直に謝罪を受け入れることにしたようだ。

「はい……じゃあ謝罪を受け取ります。今後こういうことはないように」

「へ、へぇ！」

「ありがてぇ！」

「じゃあ、俺達はこれで……」

　そそくさと帰ろうとする二人の肩を僕は叩く。

　そして笑顔でこう言った。

「自首しろ、相応の罰を受け取れ」

「やっぱりだめ？」

「だめだ」

　僕は彼らを連れてゲートをくぐり一階層へと戻った。

　これでゲートが開放され次からは一階層から直接十階層へと挑戦できる。

　そしてダンジョン協会に彼らを突き出し自首させた。

　協会は警察や軍人とは違うが、結局は国が運営している組織である。

　ダンジョン内での法整備が進まない中発足された特殊な組織だ。

　今回のことは、ダンジョン協会の規定に照らされる。

　日本の法律上も何かしらの罰が下るだろう。

　結果として二人は探索者資格を永久に剥奪された。

　彼らは二度とダンジョンへ潜れないのだ。

　とはいえ正直殺人未遂として刑を執行されてもおかしくないのだが、そこは美鈴が刑事訴訟まではしたくないと収めた。

　そこまでのことではないと。

「いいのか？」

「いいんですよ！　どっちかっていうと先輩のほうが怒ってますし」

「いや、はは、すまない」

　確かに、僕は美鈴を自分に、あいつらを佐藤に重ねてしまっていた。

　置き去り問題については、後はダンジョン協会に一任し一件落着した。

　僕は美鈴にそれじゃ！と言って別れ、愛さんのところに行こうとする。

　すると美鈴が僕の袖を掴んだ。

「それで先輩、連絡先教えてほしいです。探索者になったけど頼れる人がいなくって……」

「ん？　それはかまわないよ」

　僕と美鈴は連絡先を交換する。

　ピロン♪　という音と共に美鈴の連絡先がスマホに入る。

「あと高校どこですか？」

「高校？　……希き望ぼうが丘おか高校だよ」

「あ、中学の時の友達が行ってます！　あと、住所も教えてください」

「じゅ、住所!?　な、なんで？」

「一応です、念のためです」

「なんの念かわからないけど……埼玉県××××～～だよ？」

　美鈴はスマホに、僕の住所を早打ちする。

　その長い爪でよくもそんなスピードで打てるな。

「あと家族構成も教えてください、念のため」

「なんの!?　い、今は妹と二人暮らしだけど」

　すると美鈴が何か小さな声でぶつぶつと考えるように言っている。

「妹さんか……親がいないならワンチャンあるかな」

「どうしたの？」

　そして作り笑いではない満面の笑みで顔を上げた。

「じゃあ、今度お礼させてくださいね！　また会いましょ！　セ～ンパイ♥」

　かわいい声とウィンクを残し、美鈴は行ってしまった。

　最後の笑顔が、とても印象的に頭に残る。










【第四章】　特Ａ級待遇




「剣也君？　どういうことかな？」

「す、すみません、つい……」

「ついじゃありません!!」

　その怒鳴り声と机を叩く音が騒がしい受付ロビーに響く。

　その声で、あたりは静寂に包まれるが、一瞬で喧騒を取り戻す。

「なんで一人でボス部屋なんかに挑戦したの！」

「いや、だって挑戦してみたくて……」

「だって？」

　いつもの通りの凍える声と、笑っていない笑顔で愛さんが僕に微笑む。

「す、すみません！　もう二度としませんから！」

　僕はその場で立ち上がり、全力で謝る。

　これは全面的に僕が悪い。

　成功したからいいものの、担当のナビゲーターに報告もせずにボス部屋に挑戦したのだから。

「もう！　中ボスは許可したけど、大ボスはまだ早いよ……騎士シリーズじゃほんとに危ないんだよ？」

「そ、それが……」

　僕は、王シリーズの小手を装備から外して目の前に置く。

「何？　騎士の小手なんか出し……え？　これ……えぇぇぇ！！！？？」

「王シリーズできちゃいました……」

「で、できたって、それって剣也君のスキルでってこと!?」

「はい……」

　なぜか怒られている気持ちになる。

　愛さんは常に驚きっぱなしで、僕はずっと申し訳なさそうに話し続ける。

　愛さんは事の重大さに気づいたのか、小声で話しだす。

「王シリーズって一つで、二、三百万円はするのよ？　それこそ二十階層以上のドロップ品で銀級の上位探索者達でしか手に入れられないような装備品よ？」

　十階層に到達した探索者が鉄、十～二十階層が銅。

　それから十階層ごとに、銀、金、プラチナと続いていく。

　ちなみに、『天道龍之介』率いる宵の明星が、六十階層に到達したので、ダイヤ級として新たに探索者タグがつくられたそうだ。

「はい、なんかできちゃいました……。ほら！　これつけたらボス戦にも挑みたくなるってもんで……すみません調子乗りました」

　愛さんの笑顔が冷たい笑顔に変わったので、つい言い訳してしまった僕は謝った。

「でも、これって一大事よ？　日に二、三納品されるぐらいの王シリーズ。それを安定して作り出せるなんて……」




（これは確実に優良物件、いや超掘り出しものじゃないの。私の目利きは間違ってなかったみたいね）




「それで、愛さん？」

「え、ええ。何？」

「ちょっと相談があって……騎士シリーズの装備品って大量に卸してもらうこととかってできるんですか？」

「卸す？」

　王シリーズができてから僕が考えていたこと、もしこれが叶うなら僕の世界は文字通り一変するかもしれない。

「はい、日に二十個ほど定期的に購入したいと思ってます。それと王シリーズも専門業者に買い取ってもらいたいと思っていてその納品先も」

　そう、騎士シリーズから王シリーズを量産し納品してお金を稼ぐ。

　そのための相談だ。

　ダンジョン協会に買い取ってもらうのでもいいのだが、安定して大量に供給できるなら業者に頼むほうがいい。

「うーん、それは業者に頼まないとわからないわね、ちょっと王シリーズ借りるね、ここで待ってて。聞いてくる！」

　すると愛さんは、王シリーズを持ち僕を残して奥に行ってしまった。

（大事にならなければいいけど……）

　僕は、少し心配になるがそれは現実となる。

　しばらくすると愛さんが、申し訳ないという顔で戻ってくる。

　手を合わせて、謝る仕草をしていた。

「ご、ごめん。いい言い訳が思いつかなくて……ほんとごめんね？」

　愛さんに立たされて、奥の部屋に連れていかれる。

　あれよあれよと、連れていかれた部屋にはお爺さんと、おじさんがいた。

　お爺さんは、老人というには目つきが鋭く、それなのにどこか優しそうな人だった。

　蓄えたひげをさすりながら座ってこちらを見る。

　その正面に机をはさんで座っているおじさんは、四十代ぐらいだろうか。

　スーツを着て、やり手の社長といった雰囲気を醸し出す、眼鏡で仕事ができそうでエリートという言葉が似合いそうなおじさんだ。

　僕と目が合うとにっこりと笑顔を向けて眼鏡を光らせる。そしてその怪しげな光の奥には油断ならない眼光が僕を射る。

「ふぉふぉ、愛ちゃんよ、彼が鉄級なのに、王シリーズを納品できると言っている子かね？」

「はい！　御剣剣也君です」

　するとお爺さんの問いかけに、愛さんは返事して、僕を紹介した。

「剣也君、こちらはダンジョン協会の会長の林はやしさん。納品の話を上司にしたら、王シリーズを持っているのを見られちゃって……剣也君が鉄級って教えたら面白そうだからとこの場をつくってくれたの……それと」

　愛さんは、再びごめんというポーズと共に僕に謝る。

「スキルのこと……会長に話したの。一応登録してる探索者のスキルは協会が把握する決まりだから……ごめんね？」

「はは、いいですよ。探索者のステータスは協会が把握することになってるのは知ってますし」

「ごめんね？　でも特殊な力だし、会長と相談したら他の職員には秘密にしていていいってことだから。それとこちらは……」

「君の話が本当だとしたら、装備品の納品先になるかもしれない株式会社ウェポンの代表の田た中なか一いっ世せいだ」

　そう言うとスーツの男の人は、名刺を渡してくれる。

　斧と剣のロゴが入った白い名刺、そこには田中さんの名前と代表取締役という文字。

「代表取締役……ご、ご丁寧にありがとうございます。御剣剣也です」

　たまたま今日別の用事で来ていたそうで、もののついでということで会長がこの場を用意してくれたらしい。

「では、さっそく仕事の話をしようか……」

　僕達四人は机を囲むように座り、商談が始まる。

（僕、未成年なんだけどいいのかな……）

「まず商談の前に、力を見せてもらうことはできるかな？　にわかには信じられなくてね」

　田中さんは、手を前で組み僕を見つめる。

　具体的な話をする前に、まずは力を見せてみろと言っている。

　王の兜で上昇した知力により一日の錬金回数が上昇し、使用限度までまだ余裕があるため問題ない。

「わかりました、でも騎士シリーズがないと……」

「ふむ、よし、愛ちゃん。十個ほど買ってきてくれるかね？　経費で落としてかまわん。もし本当なら田中君が買い取ってくれるしの」
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「わ、わかりました！」

　愛さんは、騎士シリーズを近くの武器屋まで買いに行く。

　店頭には十個程度なら在庫があるだろう。

「では、今のうちに我が社のことを少し話してもいいかな？」

「は、はい。お願いします」

　田中さんが、会社の説明を始める。

　まるでプレゼンのような資料をタブレットで次々と説明しだした。

「まず今日本で一番大きい武器の卸会社はうちではない。株式会社シュガーというところだ」

　これは知っている。

　佐藤の親の会社だと。

　至るところでＣＭや、看板、広告を見かける。

　そのたびにあいつの顔を思い出しムカつくが。

「だが、我が社はここ数年で急速な成長を遂げ、去年の売り上げは業界で二位。それは我が社が契約している探索者達の活躍のおかげでもあるのだがね」

　タブレットに表示される名だたるギルドたちの名前。

　その中には……。

「宵の明星!?　あのトップギルドとも契約しているんですか!?」

「あぁ、団長の龍之介は実はプライベートで知り合いでね、その伝手もあってだ。正直このギルドの力はとても大きい。納品数は断トツだ」

　個人の探索者は、ダンジョン協会に納品することで換金する。

　当然それが今までの僕のやり方だ。

　ダンジョン協会は、買い取ったものをそのまま業者に卸すので、結局間に入っているだけなんだが。

　しかし大きなギルドともなると大量の納品があるため会社と直接契約し直接装備品を卸している。

　そのほうが利益も大きくなるからだ。

「ギルドとも契約しているが、他にも鍛冶師などの職業を持つ個人とも契約させてもらっている」

　鍛冶師は、上位の階層で落ちるドロップ品を組み合わせて武器を作ることができる職業だ。

　スキルレベルを上げるほど、品質がよく――つまりはＬｖだが――上位の武器を作ることができる。

「だからもし君が、本当にその力があるのなら我が社とぜひ契約してほしい。それ相応の対応はさせてもらうつもりだよ」

　田中さんは、ニコッと笑う。

　これぞ営業スマイルだと思ったが、先ほどまでの厳しいやり手社長の表情からのギャップでぐっときた。

　たぶんこの人モテるだろうな……。

　しばらく会社の資料を読ませてもらっている間に時間は過ぎ、ノックの音が聞こえる。

「買ってきました。騎士の小手十個です」

　愛さんが机の上に小手を広げる。

「ふぉふぉ、楽しみじゃな、では剣也君？」

「はい！」

　僕は、一つずつ錬金を繰り返す。

「これが錬金か……」




（Ｌｖを上げるだけでも十分専属契約したい内容だが……）

　田中はその光を見ながら思案する。




　一つまた一つと光に包まれＬｖが上がっていく装備。

　そして最後の二つを錬金する。

　一際大きな光と共にそれは現れた。

『進化♪　王の小手Ｌｖ１』

「なんと……」

「すごい……」

「……」

　初めて錬金を見る愛さんも会長も声を漏らす。

　田中さんだけは、何も言わず王の小手を見つめている。

　そして口を開く。

「剣也君、これは日にどれだけ行える？」

「えーっと今は二十回錬金できます、なので二個ですね。知力とスキルレベルによって回数は増えますが……まだまだ僕のレベルは低くって」

「まさか王シリーズの上もできるのか？」

「今はＣランクまでしか錬金できませんが、Ｅランクから始めて一ランクずつ、Ｄ、Ｃと上がってきたので、もしかしたらいつかＢもいけるようになるかもしれません」

「ふむ……」




（将来性も抜群、王シリーズを確実に二個、年七百個以上納品できる、知力によってさらに増える可能性もあり、その上ももしかしたら……か、これは……）




　田中さんは、質問したまま黙ってしまう。

　それを会長は、楽しそうに眺め、笑う。

「剣也君！」

　いきなり田中さんが立ち上がり、机に手をのせ身を乗り出す。

「我が社と専属契約を結んではくれないか！　最高の待遇で、特Ａ級として扱う！　つまりは、宵の明星と同じ待遇をさせてもらいたい!!」

「特Ａ級!?」

　その田中さんの勢いに押されて、僕は声が上ずる。

　なんだ？　特Ａ級って。特別ってこと？

「あぁ、数ある契約ギルドでも片手で数える程度しか出していない。個人ともなれば初めてだろう。しかし……」

　王の小手を持ち上げて田中さんは、装備した。

「うむ、間違いなく王の小手だ。やはり君にはそれだけの価値があると考えている。どうだろうか？」

　小手を装備し手をグーパーする。

　確かに王の小手の能力上昇を感じているようだ。

「っと、さすがに君だけでは決められないか？　剣也君は高校生だったね。親御さんにもご挨拶して相談しようか？　なんなら今日でも」

　未成年なので、契約の話は親がいないと話せない。

　しかし僕の母は……。

「いえ、母は今ガンで闘病中なので入院していまして……」

「そうなのか、それはいけない。大変な思いをされているんだね……どうかお大事に」

「それに父はいません、幼い頃に事故で亡くなりましたから」

　僕は、少しだけ身の上話をする。

　貧乏なこと、妹がいること、ボロアパートに住んでいること。

　簡単にだが淡々と話す、すると。

「えらい！　その若さでたいしたもんじゃ！」

　会長が声をあげる。

　心なしかちょっと目が潤んでいる。

　愛さんも、僕のプライベートについては知らなかったので、励ますようによしよしと頭をなでてくれた。

　そして田中さんも……。

「私も学生の頃両親を亡くしてね……君の気持ちは痛いほどわかる、だからこそ負けるかという気持ちでここまで頑張れたのだが……」

　田中さんは、僕の手を両手で強く包み込む。

　そして潤んだ瞳で、真っすぐ僕を見て言った。

「個人的にも、会社的にも私は君を気に入った。協力できることはぜひなんでも相談してくれ、君のためならすぐにでも時間をつくろう」

　契約は後日行うこととなった。

　契約内容は、学生の僕にはよくわからないものも多かったが、田中さんが『信頼してほしい。君が損することはないはずだ』と熱く語っていたので信頼することにした。

　もし詐欺師だったら完全に騙されているが、会長さんも愛さんも内容については問題ないと言っていたのでたぶん大丈夫だろう。

　今日初めて会った人を全面的に信頼してしまっていいのだろうか。

　でもこの人は悪い人じゃない気がする、たぶん詐欺師は全員そう思わせるんだろうけど……。

「では、明日お昼ごろに本社に向かわせてもらいます、この名刺の住所でいいんですよね？」

「あぁ、親御さんの委任状、通帳など必要なものはその資料に記載している。もし委任状は難しそうなら……なんとかするからなしでもいいからね。受付には言っておくから」

「お気遣いありがとうございます、でも日によっては元気なので大丈夫だと思います！」

　一応は、未成年なため親の委任状が必要のようだ。

　今日母さんのお見舞いに行ってもらってこよう。

　そして僕は、ダンジョンを後にした。




◇




「思わぬ掘り出しものじゃったな……」

「えぇ、とてもいい人財を紹介してもらいました。ありがとうございます」

「はは、人は宝じゃからな。それじゃあ本題に入ろうかの」

「はい、六十階層に置いてあったあの光り輝く壊れた装備についてですね」




◇




「母さん具合はどぉ？」

　小さな声で僕は母に尋ねながら病室の扉を開ける。

　そこには母がベッドで横たわっている。

　点滴を受けながら、髪は抜け落ち肌も荒れている。

　それでも……。

「そうなのよ！　うちの息子ったら探索者になって稼ぐんだぁ！って頑張っててね」

「でも危険な仕事なんでしょ？」

「いいのよ、男の子は夢を追わなくっちゃ、夢を追って死ぬなら本人も本望よ、あ、でも死亡保険かけとかなくっちゃ」

「「ははは！」」

　元気に患者仲間と談笑する光景がそこにはあった。

　体調は悪いはずなのに、相変わらず元気な母さんがそこにはいた。

「息子が死ぬなんて縁起でもないこと言わないでよ」

「あら、剣也来てたの！　これうちの息子！　まだ高校生なの！」

「あら、かわいい子じゃない、あめちゃんあげよう」

「あ、どうも」

　なぜおばちゃんは常にあめ玉を持っているんだろう。

　うん、おいしいミカン味。

「母さんちょっと話があるんだけど」

「あ、じゃあおばさんは自分の部屋に戻るわね、じゃあね御剣さん」

「はーい！」

　元気なおばさんが部屋を出ていった。

　あの人も病人だよな？　めちゃくちゃ元気そうだけど。

　まぁそれはうちの親も同じか、ガン患者には見えないし。

「で？　話って？」

「うん、今度探索者として企業と契約することになってさ。親の委任状がいるんだって」

「ふーん、別にあんたの人生だから勝手にしたらいいんだけど未成年は大変ねぇ……」

　うちの親は放任主義者だ。

　門限もなければ、勉強しろとも言わない。

　探索者だって、普通の親なら反対するのに二つ返事で了解してくれた。

　口癖は、あんたの人生なんだから好きに生きなさい。

　でもそんな放任主義でも、愛情はたっぷりともらった。

　だから僕も奈々もグレなかったんだろう。

　そして母は、委任状をすらすらと書き僕に手渡す。

「奈々のこと頼んだよ、もしお金なかったら私の治療なんかやめていいんだからね」

「奈々のことは、任せて。それにやめるわけないだろ、きっと僕が稼ぐから安心して」

「なんか、あんた父さんに似てきたね、責任感が強いところとか」

　いつものように、こう言った。

「あんたの人生なんだから好きに生きなさい」

「うん！　好きに生きさせてもらってるよ！」

　好きに生きるよ、高校も探索者も、奈々も母さんも全部まとめて手に入れる。

　そんな強欲で、でも普通なはずな人生を好きに生きることにする。

　だから僕は、稼ぐんだ。

　あの巨大な天高く聳える塔で。

　夢と絶望と、死と金のにおいが充満するあの塔で。

　そして病院を後にした僕は、買い物（モヤシ）をして家に帰る。

　もう暗くなってきた、ダンジョンを出てから五時間ほどがたっていた。

（今日はなんかイベントが多くて疲れたな、やっと家に着い……!?）

　そんな僕がボロアパートの前で見たもの、それは。

「おかえりなさい、剣也先輩♥」

　メンヘラさんだった。

　僕のボロアパートの前で、美鈴がトランクケースに座って待っていた。

　服装は変わらず、短パンが見えないほどの長くぶかぶかの黒いシャツと病的なメイク。

　長いつけ爪に、長いまつ毛、セミロングの茶色い髪。綺麗に揃った前髪が少しだけ顔を隠す。

　そして、痛々しいまでのピアス達が、太陽が落ち始めた夕暮れの明かりで怪しく輝く。

「み、美鈴！　どうしてここに？」

「また会いましょって言ったじゃないですか」

「いや、そうだけど今日別れたばっかじゃないか」

「そうですけど……。ほんとは明日にしようと思ったんです。でも先輩のこと思うともう止まらなくて」

　美鈴が、僕に駆け寄ってきて、その長い爪で僕の胸をなでる。

　おっふ♥　思わず変な声がでそうになった。

　そして上目遣いでこう言った。

「先輩の家に、泊・め・て？」

「と、泊める？　僕の家は貧乏で狭いぞ!?」

「いいですよ、先輩にくっついて寝ればいいんですから」

　その積極的なアプローチに、心揺れる僕。

　しどろもどろしているところにアパートから妹の奈々が出てくる。

「美鈴？　お兄ちゃん帰ってきた？」

「な、奈々！　助けてくれ」

　その様子を見て奈々がむくれる。

「むう！　美鈴！　お兄ちゃん誘惑するの禁止！」

「えー？　それはちょっと難しいかもー」
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「と、とりあえず離れなさい！」

　奈々が二人の間に割って入り、離れることができた。

　しかしなんて吸引力だ、王シリーズをつけていたのに動くことができなかった。

　決して僕の力が弱いわけではない、誘惑には弱かったかもしれないが。

「二人は知り合い？」

「うん、とりあえず中に入って話そ！」

　僕達は、家に入る。

　ただでさえ狭い十畳の部屋がますます狭くなる。

　美鈴は、なぜか僕の隣にちょこんと座る。

　近いな、いい匂いがする。

　しかしなんだこの構図は。思わず正座してしまう。

　奈々が腕を組んで怖い顔をしている。厳格な父に見えてきた。

　これではまるで娘さんを僕にくださいと初めて家に言いに来た彼氏の気分だ。

「で、二人の関係は？」

　奈々が座るや否や、ドスの利いた声で聞いてくる。

　お父さん、怒らないで。

　きっと幸せにしてみせますから！

「ダンジョンで知り合っただけで……」

「命の恩人なの！　それに私のために本気で怒ってくれた人！」

　美鈴が僕の声に食い気味でかぶせてくる。

　うっとりした目で僕を見る。

　まぁ合っているけど、その言い方は大げさだぞ。

「ふーん、まぁお兄ちゃんお人よしだしね。なんとなく想像できるわ」

　奈々が手を組みながら納得する。

　僕も奈々に質問する。

「それより、二人は？　知り合いみたいだけど」

「美鈴とは、中学の時の同級生で友達、高校は違うけどね……」

「あーあ、それで」

　そういえば友達が希望が丘高校に通っているって言ってたな。

　まさか奈々のことだとは思わなかったが……。

「それで泊めてくれってのは？」

「あ、じゃあ私の悲しい身の上話していいですか？」

　自分で悲しいと言うなよ、と思いながらも僕は黙ってその話を聞くことにする。

「私親いないんです」

　美鈴は、施設暮らしだったらしい。

　幼い頃に両親に捨てられ、施設に預けられた。

　児童養護施設で育った美鈴は、昨年施設から逃げ出した。

　よくある人間関係のトラブルだそうだ。

　美鈴はその理由を話さなかったが。

　そしてダンジョンで生計を立てられないか挑戦してみたところ、例の二人に出会い、置き去りにされた今回の事件が起きたとのこと。

「そうか……」

　美鈴を自分に重ねた理由を僕は理解した。

　捨てられてた美鈴を自分に重ね、不幸な生い立ちの美鈴を自分に重ね。

　そしてあの時美鈴を助けることで、昔助けてもらえなかった過去の自分を助けていたんだ。

『――いじめられたほうも悪いなんてことは絶対にないんだ。いつだっていじめた奴が悪い。被害者は被害者で、加害者は加害者だ』

　あの言葉はまさしく自分への言葉。

　いじめられるほうにも問題がある？　それはいじめられたことのない人間の言葉だ。

　いつだって、被害者は悪くなくて、ただ理由なき悪意にさらされただけ。

　それでも守ってくれる人なんかほとんどいないこの冷たい世界で、せめて僕だけは誰かを守れるようになりたい。

　同じ痛みを知っているからこそ、同じ痛みに苦しむ人を救ってあげたい。

　だから……。

「わかった、泊まっていい」

「お兄ちゃん？　いいの？」

「奈々がいいならいい。しばらく泊めてやる、ずっとというわけにはいかないぞ？」

「やったー!!」

　この二人でも狭い十畳の部屋。

　三人も住めばそれはもうたこ部屋だろう。

　でも喜ぶ美鈴を見ていると……。

（なんかほっとけないんだよな）

　美鈴の宿泊を許可した僕はてきぱきと夕飯を作る、といってもモヤシだが。

　モヤシ炒め（モヤシのみ）を食べてお腹なかを膨らませる三人。

　美鈴は見た目通り小食だったので、助かった。

　これ以上家計を圧迫させるわけにはいかない、ってかこいつただ飯食らうつもりか？

　うちは友達間でもそういうの、厳しいぞ。家計がほんとに厳しいからな。

　とはいえ、今日はお腹いっぱいなので、あとはお風呂に入って寝るだけ。

「先にシャワー浴びてこいよ」

「え♥　はい……」

「そういう意味じゃないからな、顔を赤らめるな。僕は後でいい」

　変な冗談はやめろと手を振りながら美鈴をお風呂に向かわせる。

　彼女も今日ダンジョンに潜ったんだ、汚れが気になるだろう。

　先に入れてあげるのは、僕なりの優しさだった。

　でも……。

　これはラッキースケベのチャンスか？

　なんだろう、すごくドキドキする。

　シャワーの音を聞きながら、僕はなぜか正座していた。

　別にこんな音いつも奈々が入っている時に聞こえてくるのに。

「なんでお兄ちゃん、正座してんの？」

　奈々が、僕を怪け訝げんな顔で見る。

　そりゃそうだ、なんで我が家で正座する必要があるんだろう。

「はは、なんでだろうな」

　僕は膝を崩す。

「そういえば、奈々最近学校で嫌なこととかなかったか？」

「ん？　別にないけど？」

　よかった、パパ活の件とかで佐藤がちょっかい出してないかと心配してたが、問題ないみたいだな。

　あいつは、僕が嫌いなだけだろうし。

　あれから佐藤は毎日学校でからかってくる。

　僕は耐える毎日で、憂ゆう鬱うつな毎日を過ごす。

　それでも妹に危害がないなら本当によかった。

「お兄ちゃんは、どう？　探索者」

「それが聞いて驚け、なんと企業と契約することになった！」

「え！　すっご……いの？　それ」

「わからん、兄も初めてのことなのでよくわからん」

「騙されてんじゃないの？」

「たぶん大丈夫なはず……たぶん」

「なんで自信なくすのよ……、もうしっかりしてよ！　お兄ちゃんの肩には今二人のかわいい女の子の生活が懸かっているんだからね！」

「あ、ああ！」

　自分でかわいいと言う妹、まぁ兄目線から見てもかわいいとは思うが。

　それに美鈴もメンヘラ系だが、かわいい。

　そんな話をしていたら美鈴がお風呂から出てきた。

「いいお湯でした！」

　相変わらず大きなＴシャツだ。

　また短パンが見えない、その綺麗な足がＴシャツから伸びる。

（まるでＴシャツしか着ていな……！！？？）

　風呂上がりで、濡れた髪をタオルで乾かす美鈴。

　その美鈴を見ていると僕の視線に気づいたようで美鈴が笑う。

　そしてゆっくりとＴシャツを少し持ち上げて、小指を噛みながらこちらを艶なまめかしい目で見る。

　綺麗で細く真っ白な生足が見え、その上には……。

（はいてな……いだ……と）

　黒の下着の端っこが見えた。

　そんな……。シャツ一枚だと!?　馬鹿な。そんなことがあっていいのか。

　そんなエッチな服があっていいのか!?

　ただのＴシャツがこんなエッチな感じになるなんて……。

　短パンをはいていない美鈴。

　その長く薄い一枚ぺらの向こうには、ダンジョンにも負けない男のロマンが詰まっていた。

「ちょっと！　美鈴！」

　唖然として固まる僕の横で奈々が立ち上がり腰に手を当て怒る。

「はは！　泊めてくれたサービスだよ！　怒んないで！」

「もう……」

「剣也先輩、いいお湯でした！　次どうぞ！」

　僕の耳もとまで顔を近づける美鈴。

　シャンプーの匂いを漂わせながら奈々に聞こえないように小さく、ささやく。

「いっぱい匂い残しておきましたから……」

　え？　匂い？　匂いってなんですか？

　エッチな感じのやつですか？

　なぜか少し前かがみになりながら僕は、無言でお風呂へ向かう。

　気のせいか、足が軽い。先ほどまでの疲労が嘘のようだ。

　早く行けと鼓動が脈打つ。一瞬で服を脱ぎ捨てて、扉を開く。

　そこは一畳にも満たないエデンの園。

　ワクテカが止まらない！

　勢いよく開いた扉から、鼻孔を刺激するこの匂い！

　こ、この匂いは！　……っていつものシャンプーの匂いしかしませんが？

「ふふ、先輩面白い、何期待してたんですか？」

　いいえ、何も期待してません。

　僕は疲れた体を早く癒やしてあげたかっただけです。

「って美鈴！　何してんだ！」

「お世話になるからお背中ぐらいながしてあげようかと……」

「い、いいから！　大丈夫だから！」

　勝手に入ってきた美鈴を押し出しシャワーを浴びる。

（ちょっと刺激が強すぎるぞあの子）

　童貞の僕には、つらい共同生活がまっていた。

　ほんとにつらいのか、幸せなのかは、それは僕のみが知ることだが。




◇




（剣也先輩優しいし、なんかかわいい。あんなに強くてかっこよかったのに）

　お風呂から出た私は、にこにこしてスマホをいじりながら髪を乾かす。

（今までの男達とは違うけど……）

　施設を抜けた私。

　原因は、施設の男達からの性的な暴力。

　いつしか体も女として成長した私を、男達は性的な目で見るようになった。

　そしてある日襲われる。

　そんなありきたりで、巷ちまたにあふれるよくある理由。

　それでも行くところがなかった私はなすがまま、されるがまま蹂じゅう躙りんされる。

　しばらく続いたそんな日々に嫌気がさして施設を飛び出した。

　でも行くあてもないので駅の近くでうずくまっていたら、親切そうなおじさんが泊めてくれるという。

　でもその男も私の体目当てだった。

　泊めてくれたし、お金ももらえたから仕方なかった。

　我慢しながら私は、またされるがままだった。

　また次の男も、また次の男も。

　私を泊める男達は、みんな私を犯した。

　いつしか抵抗感もなくなり、私の中で何かが壊れた。

　あんなに嫌だったのに、いつしか体を求められているのが幸せになった。

　誰かに求められる、必要とされる。

　その時だけは、その時間だけは、どうしようもなく幸せで満たされた。

　誰にも必要とされなかった私。

　実の親にすらも……。

　でも男の人はみんな私を求めてくれる、必要としてくれる。

（剣也先輩も求めてくれるかな？　だとうれしいな）

　屈折してしまった彼女、愛を知る前に性を知った少女。

　原因は？　誰が悪い？

　世間が悪いのか、彼女が悪いのか、男達が悪いのか、運が悪いのか。

　それは誰にもわからない。

　一つだけ言えることは、彼女は被害者であるということ。

　そして、この依存する生活の果てにあるのは、破滅だけ。

　でも今は……。




◇




「お風呂出たよー、奈々！」

「はーい！」

「せんぱーい、髪乾かしてあげる!!」

「べ、別にいいよ！」

「ほらほらーじっとして！　先輩の髪わんこみたい!!」

「や、やめろ!!」

「美鈴！　お兄ちゃんを誘惑するな！」

「あはは！」

　この狭くて、ボロくて、汚くて。

　それでもとても温かい。

　たった十畳一間の空間が、心の底から居心地がいい。










【第五章】　大企業のＣＥＯ




　翌日。僕は田中さんの会社へと向かった。

「これが田中さんの会社のあるビルか……」

　東京の一等地。

　聞いたことのある大手企業の本社ばかりが立ち並ぶそのオフィス街。

　僕は天高く聳える塔ではなく、天高く聳えるビルを真下から見上げる。

　ここからではてっぺんが見えないほどの高さ。

　このビルの中に会社があるらしい。

　名刺には三十階～三十五階と書かれている。

「僕とは完全に住む世界が違うって感じだな」

　十畳一部屋に三人暮らし。

　あたりを見渡すと底辺貧乏高校生の僕とは、明らかに住む世界が違う大人達が、スーツを着こなしそこらを忙しそうに行き交っている。

（制服でよかった、私服だったら間違いなく浮いてたな）

　私服なんて、久しくユニ〇ロ以外買ったことないし、なんなら最近は、買ってすらいない。

　そんなおしゃれに気を使うぐらいなら、僕は栄養に気を使う。

　モヤシでは摂取できる栄養は限られている。というよりほとんどない。たぶん。

　そして僕は田中さんの会社が入っているビルの前に立っている。

　僕は足を踏み出してエントランスの大きな扉を開く、自動だが。

　ボス部屋の禍々しい文様などはなく、透明でそこにあると気づかないくらい磨き抜かれたガラスの自動ドア。

「あのー、株式会社ウェポンの田中さんと予定があるんですが……」

　僕はおどおどしながらもこのビルの受付の女性に話しかける。

「失礼ですが、お名前頂戴してもよろしいでしょうか？」

「あ、すみません。御剣剣也です」

「少々お待ちください……はい、ご予定されておりますね。ではこのカードキーをお持ちになって横のエレベーターから三十階までお上りください」

「ありがとうございます！」

　入館証を持って、エレベーターに入る。

　あれ？　このエレベーター、我が家より広くない？

　車でも乗せるのかというほどの大きなエレベーターで三十階まで昇っていく。

　地上が一気に小さくなり、気圧差で耳が少しキーンとなる。

　そして着いた三十階。

　目の前には、名刺と同じ斧と剣をモチーフにしたロゴが大きく書かれた受付があり、そこに綺麗なお姉さんが座っている。

「ようこそいらっしゃいました、ウェポンへ」

「すみません、御剣剣也ですが、田中さんと約束してる……」

「はい、伺っております。ご案内しますのでこちらへどうぞ」

　高校生相手にもとても丁寧に笑顔で接してくれるお姉さん。

　彼女は僕の先を行き、オフィスの奥へと案内してくれる。

　途中通路からガラス越しに見える他の部屋にいるのは探索者だろう、探索者タグを首からぶら下げている人もいた。

　そしてたぶん社長室？

　一際重厚な木製の扉の前に連れていかれると、ドアが独りでに開く。

　見た目普通のドアなのに、自動なのかすごいと思ったら、中から人が出てきただけだった。

「じゃあ、一世さん俺はこれで失礼しますよ」

　煙草をくわえながら中から出てきたのは、ナイスミドルのナイスガイ。

　オフィス街にはまったく似合わない無精ひげを生やし、まるで傭兵のようなムキムキの三十代半ばのおっさん。

　彼は。

「て、天道龍之介!?」

「あぁ？」

　その鋭い眼光が、僕を射貫く。

　一瞬で身震いし、冷や汗が止まらない。

　世界最強の探索者。

　その強さは個人でありながら、近代兵器を携えた軍隊でも止められないと聞く。

　僕なんか一秒かからずに殺されるだろう。

「龍さん、煙草は部屋まで。廊下は禁煙ですよ？」

　ちょっと、受付のお姉さん！　殺されますよ！

　廊下は禁煙であることを猛獣のような、それでいてむき身のナイフのような男に注意するお姉さん、怖いもの知らずとはあんたのことだよ。

　ん？　龍さん？　なんか親しげだな。

「ちっ！　めんどくせぇ女に見られたな」

　天道さんは、自分の手のひらで煙草を火ごと握りつぶす。

　うわ熱そう、熱くないのか？　でもなんて厚い手のひらだ。

　これが戦士の手、二十年前から最前線で戦ってきた探索者の手か。

　そして天道さんは行ってしまった。

「彼が、まだ駆け出しの頃から私知ってるんです、その頃はまだ私子供でしたけど」

「あ、そうなんですか」

　天道さんに、駆け出しの頃があったのか。

　当然といえば当然だけど、男が惚れる男、ＴＨＥ・アニキって感じからは想像ができない。

「やぁ！　剣也君！　来てくれたんだね！」

　中から田中さんが声をかけてきた。

　すごい部屋だ、さすがは社長室。

　中に入ると、すごく強そうな鎧や、剣がいくつか飾ってある。

　さすがは装備品に関する日本トップクラスの会社だ。

　自分の装備なら目を凝らせば説明が現れるのだが、所有者不明の装備だと現れない。

　一度でも装備すれば見られるようになるのだが。

　僕は、田中さんに誘導されるまま席に座る。

「じゃあ、剣也君。お金の話をしようか」

　始まる商談。

　相手は飛ぶ鳥を落とす勢いのやり手の社長、こちらはただの高校生。

　相手になるはずもないのだが……。

「あ！　その前に！　剣也君！」

「はい？」

「お腹すいてる？」

　お腹？　モヤシしか入ってませんが、その状態を減っているというなら減ってます。

「モヤシ炒め、モヤシのみを食べてきました、でもまだまだいけます」

「ははは！　モヤシ炒め、モヤシのみね！　ははは！」

　そんなに笑わなくてもいいだろう。

　貧乏を笑うな、モヤシは偉大だ。

　僕がブスっとした顔をしているのに気づいた田中さんは、謝りだす。

「いやーごめん、ごめん。つい懐かしくてね。僕も昔はよく食べたもんだ。モヤシと焼肉のたれのみでね」

　なんと、田中さんはモヤシっ子だったのか、ならば同盟を結ぼう。

　モヤシ好きに悪い奴はいない、悪いのはいつだって僕らを貧乏にした世間だ。

「私もね、昔は貧乏でね。親を早くに亡くしたもんだから高校も途中でやめてしまった……。懐かしいなモヤシ炒め、毎日食べたよ……」

　懐かしむような目で田中さんは空を見る。

　過去を振り返っているのだろう、こんな大企業の社長なのにそんなこともあるのか。

「全然見えませんね、こんな大企業の社長さんが」

「まぁそのハングリー精神とでもいうのかな、それが功を奏したよ。今では毎日高級料理ばかりだがね」

　さすがは成功者。

　モヤシ同盟は、破棄させてもらおう、残念でならないが。

「それで剣也君。回らない寿司と、鉄板で焼かれる肉、どちらがいい？」

　え？　もしかしておごってくれるんですか？

　餌えづけしようなんて、僕はそんなものに屈しないぞ!!

　僕は田中さんに言われるがまま、高そうな店に連れていかれた。

「な、なんじゃこりゃぁぁ!!」

　僕は、まるで肉のような赤身の魚、つまりはマグロと、酢が適度にきいた米、つまりはシャリの合体した料理を食っていた。

　寿司という食べ物らしい、寿司ぐらい食べたことあるだろうって？　そりゃありますよ。回転するやつとスーパーの特売ね。

　あれを寿司というなら、これは寿司じゃない。

　これを寿司というのなら、あれは寿司じゃない。

　今まで食べてきたものの中で一番おいしいかもしれない。

　食費計算ミスって二日断食した後の牛丼並みにうまい、あれはつらかった。

　口の中でとろけて消えるその大トロは、一口で我が家の食費十日分はあるらしい。

　これが、ザギンでシースーというやつか。ここ銀座じゃないけどね。

「はは、そこまでおいしそうに食べられると私もうれしいよ」

「めちゃくちゃうまいですね！　あ、もう一つこれください」

「あいよ！　田中さん、この子も探索者？　まだ若いのに立派だねぇ」

　目の前で、頭にタオルを巻いたいぶし銀なおじさんが寿司を握ってくれている。

　まるで、魚とシャリが一つなぎのような一体感。

　宝石のように輝くこの寿司。

　テレビの中だけだと思っていたが、一つなぎの大秘宝は実在する！

　適度な温かさで口当たりがいい、何個でもいけそうだ。

　ここが最果ての地か。

「あぁ、うちのエース級になる予定の子だからね、この店を紹介がてら連れてきた」

「なります！　精いっぱい頑張らせてもらいます。自力でここに来れるくらいに！」

「はは、うれしいねぇ、ほらサービスだ。たくさん食いね、どうせ田中さんのおごりだ」

　僕は、簡単に餌づけされていた。

　だってこんなにおいしいんだもん、人生で感じる幸せの三割ぐらいはうまいものを食べることだろう。

　いつか奈々や、母さんも連れてきてあげたいものだ。

　田中さんが食べたいだけ食べなさい、これでも超がつく金持ちだし、君には盛大に恩を売っておきたいからねと冗談のように笑う。

　だから僕は食えるだけ食うことにする。

「おいしかったです～」

　寿司をたらふく食った僕達は、社長室に戻る。

　そして受付のお姉さんが、温かいお茶を持ってきてくれた。

　染みわたる緑茶が上品な魚の脂を溶かして流す、至福って感じ。

「それじゃ、お腹も膨れたことだし、そろそろ契約の話をしようか」

「はい！　あ、これ母の委任状です。僕の人生なので、好きにしなさいと言われてきてますので！」

「理解のあるお母さんで助かったよ」

　僕が委任状を田中さんに渡す。

　そして田中さんも契約書を広げる。

「まぁ、こういう書類だ、難しい言葉を使って書いてあるからね、要約しよう」

　田中さんが契約の内容を要約してくれた。

　まず一つめ、僕は、特別な事情でもない限り他の企業へ装備品を卸さないこと。

　これは、田中さんが買い取ってくれるなら何も問題はない。

　二つめに、王シリーズは、月に最低五十個納品すること、ただし田中さんが騎士シリーズを用意できなかった場合はその限りではない。

　これは、田中さんが配慮してくれた。

　錬金を使って強くなっていくこともあるだろうし、とりあえず限界の一日二個ではなく、無理のないように月で五十個でと。

　正直この提案は、とても助かる。

　三つめは、ギルドを設立すること。

　これは、田中さんからのお願いだ。

　個人でもできなくはないが、ギルドをつくったほうがいい。

　ギルドといっても実際は、法人。

　つまり会社だ、それを探索者が集まる会社なのでわかりやすくギルドと呼んでいるだけ。

　実際契約するには、個人より会社のほうがもろもろ都合がいいらしい、おんぶに抱っこで設立を手伝ってもらうため正直よくわからん。

　以上が契約の内容だった。

　ギルドをつくること以外は、特に問題はない。

　確定申告とかよくわからんけどね。

「で、これが月の取引予定金額と君の収入だ。まぁ税金などの差し引き前だがね」

　見せられた資料。

「う、嘘……」

　僕は騙された。

「０が一つ、二つ、……？　数え間違いか？　一つ、二つ」

　僕は何度も数字を数える。

　そんなわけはない、だってこんなのおかしいよ。

　冷や汗が止まらないし、顔が真っ青になっていく。

　きっとそうだ、僕は騙されたんだ、田中さんいい人だと思っていたのに。

　残念ですよ、やっぱりうまい話には、裏があったんですね！

「剣也君、何回数えても変わらないよ……五千万だ」

「う、嘘だ！　ご、ご、五千万!?」

「細かい計算は、ここに書いてある通りだ」

　計算方法は、こうなっている。

　王の小手の末端価格は、一つ二百五十万円だ。

　それを、本来半分で買い取るところを特別待遇で百五十万円で買い取ってくれるそうだ。

　そこから、騎士の小手を仕入れと同じ値段、つまり五万円で僕に卸してくれるそうなので、十個で五十万円。

　つまりは、百五十万から五十万を引いた額の百万円が、僕が王の小手を一つ納品した時の利益となるそうだ。

　それを月に五十個納品する、つまり、百万円×五十個で五千万円。

　これが僕の月の収入。

　ありえないよね？　僕もありえないと思う。

　たぶんこれは詐欺だよ、だって牛丼換算できないもん、何杯？　何日分？　つゆだくだく？

「実際は、税金やらで半分近く持っていかれるがね、とはいえ十分な収入じゃないか？」

「十分も何も、信じられません。こんな金額……我が家の家賃百年分です」

「例えがいまいちピンとこないが、とりあえずこれで病気のお母さんも、剣也君の妹さんの大学も問題なくなったんじゃないか？」

「はい、もしこれが本当なら感謝してもしきれないほどです……」

　いまだ信じられない僕を見かねて、田中さんが用意していた箱から何か装備を取り出した。

「そして、これもあげちゃおう、先行投資というやつだ」

「こ、これは！　……なんですか？」

　僕の大げさなリアクションの後の発言にずっこけそうになる田中さん。

　その箱から出されたのは、金色の王冠に見える。

「これは、精霊の冠。三十階層以降でドロップする頭の装備だ」

「これをくれるんですか？　とても高そうだ……」

「いや、それほどでもない。レアはレアなんだけどね、知力が上がるだけなので探索者ぐらいしか求めない。五百万程度だよ、つけてみてくれ」

（五百万をたいしたことないって、金銭感覚がマヒしてくる）

　そして田中さんは、その王冠を僕に手渡す。

　僕は一度王冠を装着して外すと、それに目を凝らす。




―――――――――――――

装備説明

・精霊の冠Ｌｖ１　Ｂランク　レア度★★

　知力を＋５００する。（Ｌｖに応じて＋20）

―――――――――――――




「知力５００!?　それにＢランク装備ですか!?」

「あぁ、君が前に言っていた通りなら知力によって錬金回数が五十増えるはずだ。王シリーズの納品のための錬金回数が君の成長の阻害にならないだろう？」

　田中さんは、そこまで考えてこの装備を用意してくれたようだ。

　詐欺師なんて呼んですみません、あなたは本当にモヤシっ子です、モヤシ同盟は永遠に不滅です、破棄するなんて言ってすみません。

　涙が出そうだ。ビジネスなのだろうが、それでもこの王冠から田中さんの温かさを感じる。

　別にそこまで気を使ってもらう必要もないはずなのに……。

「はい！　これなら納品しながらもっと強くなれそうです！　本当にありがとうございます！」

「はは！　気にしないでくれ、ビジネスだ。それに特Ａ級といっただろう、大抵のわがままは聞くさ」

　それから細かい納品の日や、振り込み日などが決まった。

「それで、騎士シリーズだけど五百個だ、持って帰れる量じゃない、これからどうする？　郵送しようか？」

　五百個……ただでさえ狭いあの家にそんな量がきたら床が抜けるし、寝る場所もなくなってしまう。

「ちょっと、今家が十畳しかなくて……」

「はは、そうだったね。これを期に引っ越したらどうだい？　そうだギルド本部として新しい住処を探すといい。知り合いの不動産屋を紹介しよう」

　さすがに手狭になってしまったので、いい機会だと僕もその考えに賛成した。

　そしてその場で決めることは、特になくなったので契約を完了させ退散することになった。

　来月からお金は振り込まれ、納品が開始される。

「あ、そうだ、剣也君！」

「はい？」

　帰ろうと立ち上がり、部屋を出ようとした時だった。

　田中さんに止められ、僕は振り返る。

「僕はね、契約している探索者には全員聞いていることがあるんだ」

「なんですか？」

　田中さんは、ひと呼吸間をおいて、先ほどまでのおちゃらけた雰囲気から一変する。

　真剣な目で真っすぐと僕に問う。

「君は何のために、あの塔を目指す」

　シンプルな問い。

　なぜ、あの危険な塔を目指すのか、安全な仕事など他にいくらでもあるのに。

　なぜ、あの天高く聳える死の塔を目指すのかと。

　僕は考えた。

　妹のため、母のため、自分のため。

　いろいろな感情と目的が入り交じる。

　憧れの少女に近づきたいから？

　お金を稼いで家族に楽をさせてあげたいから？

　ワクワクするあの世界が好きだから？

　答えは一つじゃない。

　だって……。

　だって僕は強欲だから。

　少し考えて、僕はこう答えた、素直な感情をそのまま言葉に変えて真っすぐ答える。

「すべてを手に入れるため……ですかね」

「すべて……」




　それを聞いて真剣な顔だった田中は豆鉄砲を食らったように驚く。

　自分の予想を超えたセリフだったから。

　家族のためとか、ワクワクするからとか、お金のためとか、そんなありきたりの答えを言いそうな模範的な学生の剣也。




「はは！　なんて？　すべてを手に入れる？　ははは！」

　笑いだす田中さん。

　むすっと僕は頬を膨らます。

「いや、失敬失敬、しかし、いいね。初めてだよ、そんな答えは。なんて夢があって、なんて……」

　田中さんは、それでも笑いながら僕を見てつぶやくように言葉を漏らした。

「……強欲なんだ」

　欲望のままの言葉なのだから。

「あ！　でも……」

「ん？」

「今一番やりたいことは、ぶん殴ってやりたい奴がいることですね！」

「殴りたい!?　それは穏やかじゃないね……」

「はは、そうですね。穏やかじゃないですね……でも」

　このまま泣き寝入りするのか？

　そんな馬鹿なことがあるか。

　きっと佐藤は、このまま成功していくんだろう。

　多くの屍を踏み台にして、自分が踏んだ踏み台達すら忘れて。

　いつの間にか結婚して、いつの間にか子供が生まれて、親の会社を継いで、幸せな家庭を築く。

　そんな普通な幸せを、享受するんだろう。

　気まぐれの悪意を振りまいて周りの幸せを壊してきたのに。

　多くの人を不幸にしたことも忘れて。

　だから……。

「正義は勝たないと！」

　僕の中の僕だけの正義。

　誰にでもあるその正義を貫くこと。

　殴るという暴力で。

　暴力は悪いこと？　そんなもんは知らん。

　やはり暴力、暴力はすべてを解決する。

　ってのは冗談で、力なき正義の無力さを僕は知っている。

　では、無意味なのか？　力がないと無意味なのか？　それは違う。

　力及ばなくても否と言えることこそが強さであり勇気であり、僕の正義。

　でもその思いを貫く難しさを僕は知っている。

　力及ばず、挫くじける者の多さも、泣き寝入りしてしまう人が大半だということも。

　だから僕はあいつを殴る。そうでないと僕の正義は折れてしまうから。

「ふふ、正義ときたか！　その意味を知らんわけではないだろうに、なんと青くさくて……素晴らしい理由だろうな。貫きたまえよ、その想い！　僕は応援するよ、共にモヤシで育った……モヤシ同盟としてね！」

　僕は田中さんの言葉に笑う。僕が思っていた通り田中さんも同じ思いだった。

　同じ境遇で生きている僕とモヤシの同盟を結ぶ。

「はい！」

　にっこりと笑いサムズアップする田中さんに、僕も笑顔でサムズアップをする。

　そして僕はその場を後にする。




◇




「……しかし、少し危ういな」

　田中は、その背中を見て危ういと思った。

　向こう見ずなその性格を好ましいとは思いつつ、まだまだ詰めが甘そうな同盟相手を危ういと。

（少し調べさせてもらうよ、剣也君。僕は君を本当に気に入ってしまったからね）

　真っすぐで向こう見ず、それでも優しく温かい。

　どうしようもなくお人よしで、どこにでもいる普通の学生。なのにその目指すところは誰よりも高く、すべてを手に入れて、正義をなすときた。

　田中はそんな剣也が好きになった。

　自分に重なるところが多い剣也が好きになった。

（君ならばいずれはあの塔の頂へ行けるかもしれないね……）




◇




「よし！　明日からダンジョンに潜ろう！」

　納品は来月から、ならばあとひと月自由にする時間がある。

　だから僕は、このひと月で佐藤を超える。

　そして……。

「謝らせてやるよ、佐藤」

　お前の大好きな……『暴力』でな。

　そして、僕は死に物狂いでダンジョンに潜った。

　半月の時間がたち、僕の目的はついに達成される。

「やっと、揃った。それにスキルも上げることができたし。これで……」

『進化♪　進化♪　進化♪　進化♪』










【第六章】　お前だけは絶対に許さねぇ




　ダンジョンの十三階層。

　一人の少年が、騎士シリーズを集め、錬金する。目的は王シリーズを集めに集めること。

　そしてその上の装備品にする。

　ただ一人、この世界で彼だけが許された錬金という力によって。

　王の力を持った少年は、さらにその上の力を手に入れる。

　しかしそれを知る者はまだ本人だけ。

　剣也がダンジョンで装備を進化させた翌日。

　――学校への登校時間。

　柄の悪い高校生三名ほどが、満員電車でありながら座席を大股を広げて占領する。

　まるで我が家にいるかのように、大きな声で談笑しながら我が物顔で独占する。

　しかし誰も注意できなかった。

「佐藤さん！　最近あいつ全然こたえてないみたいっすよ！」

　佐藤の取り巻きＡは、耐えるだけでなんの反応も見せないいじめ相手の話をする。

「あぁ、ちょっと手を変えないとな、あの目が気に食わねぇ。また泣かせてやるか！」

　佐藤は、剣也が嫌いだった。

　自分よりも弱いくせに、貧乏なくせに、底辺のくせに、それでも真っすぐ見てくるあの目が。

　他の弱者達のように媚びへつらって、目を合わせないように下を向くことをしない目が。

「本当に気にくわねぇ！」

　公共の場所で、大声をあげて怒りを露あらわにする佐藤。

「君達、ここは公共の場所だぞ！　もう少し考えなさい！」

　そしてそれを注意した正義の会社員。

　全員が頑張れと心で応援する。

　しかし結果は――。

「ぐはっ！」

　後をつけられ、路地裏へ連れていかれる。

　腹を殴られ嘔おう吐とするまで蹴られ、血ち反へ吐どを吐かされる。

　人すら殴り殺せるその暴力を、ただの一般人にも振るうその悪童。

　それを横目に見る通行人達は、佐藤達の怒声に急いでその場を後にする。

　力のない正義は、力のある悪には何もできないのだから。

　だから見過ごすしかないのだ、それが正解なんだ。

　でもその正解のはずの回答に疑問を投げる少年がいることを佐藤はまだ知らない。

（あーなんかめっちゃイライラする……あの無能でもボコるか、本気でボコボコにする方法はねぇかな）

　そこで佐藤は閃く。

　最高のストレス発散方法を。

　剣也が前に言っていたことを思い出す佐藤。

『自分のことは別にいい、でも妹のことは許せない』

　何度いじめても耐えていた剣也、でも妹のことを馬鹿にした時だけは心を揺さぶられ、本気で怒っていたことを思い出す。

「あいつ妹のことになるとすげー怒ったな、そうだ！」

　佐藤は思いつく。

「ふひっ！」

　変な笑い声をあげながらゲスの聖騎士はゲスな発想を思いつく。

　公然と、堂々と、合法で、全力で、あの無能をそれこそ死にかねないほどにボコボコにする方法を。

　あの真っすぐな目をぐちゃぐちゃにする方法を。

「やっぱり俺って天才だわ」

　そしてその毒牙にかかる哀れな少女が一人。

　剣也の大事な、大事な少女が一人、邪気にまみれた悪意にさらされる。

　それをまだ剣也は知らない。

　ダンジョンで、必死に装備を集め錬金する剣也はまだ何も知らない。

　自分の最も大切なものが傷つけられることを……。




「奈々？」

　剣也が佐藤に呼び出された場所に行く。

　そこには、ぼろぼろの制服の少女がいた。

　震える体を抱きしめて、冷たい地面の上に力なく座る少女が。

　兄に気づいた妹は、それでも大好きな兄に心配かけないように、なんとか笑顔を作ってみせた。

　泣き腫らした真っ赤な目で……。




◇




『今日の十九時ごろに、××公園のベンチに来い』

　僕のスマホに佐藤からいつぶりかのメッセージが届いた。

　一応同じギルドだし、同じクラスだったので、連絡先ぐらいは交換している。

　何度消そうかと思ったことか、消したところであっちからは連絡できてしまうが。

『行かない』

　僕は拒否する。

　ろくなことにならないだろうから。

『別にいいけど、後悔するぜ』

（なんだってんだよ）

　それでもその一文に、妙な胸騒ぎを感じて向かうことにした。

　今の僕ならたぶん大丈夫。

　いい機会だ、今日何かされたら僕は佐藤を殴ってやろう。

　そう決意して、僕はメッセージに従うことにした。




◇




「こんにちは～奈々ちゃーん」

　佐藤は、仮かり初そめの笑顔を浮かべて奈々に近づく。

　今は放課後、下校時間。

「どちら様ですか？」

　奈々は、いきなり話しかけられ自分に向けられた悪意に気づかない。

　ただかわいくて、何も知らない少女には、ただ笑顔を浮かべて近づいてきた同じ高校の先輩にしか見えなかった。

　実は焼肉の時会っていたのだが、同じ人物とは思えないほどの笑顔で気づかない。

　笑顔でなくても、一瞬見ただけだったので気づかなかったのだが。

　佐藤は、奈々のその反応から自分のことを知らないのだと察する。

　剣也はギルドをやめた理由や、佐藤にいじめを受けていることを奈々には言っていない。

　誰が好き好んでつらく恥ずかしい思い出を妹に語るだろうか。

　剣也は佐藤のことを隠していた、だから奈々はこの人物を知らない。

　そして佐藤は、剣也のそんな性格を知っていた。

「ほら、俺探索者なんだ！　君のお兄さんと一緒に活動しててね！」

　銀色の探索者タグをちらつかせ、身分を証明する。

「あ！　そうなんですか！　お兄ちゃんの知り合いなんですね！」

「うん、そうそう！　それでね、ちょっと奈々ちゃんに協力してほしいことがあって！　サプライズで剣也君を驚かせてあげたくてね！」

　平然と嘘をつく佐藤。

　ただしサプライズは本当だ。

　うれしいサプライズではないことだけは確かだが。

「え!?　サプライズ!?　お兄ちゃん喜びます！　協力します！」

　純粋なその少女は、簡単に騙されて無邪気な笑顔で喜び飛び跳ねる。

　純粋で、綺麗な奈々は、簡単に悪意にのみ込まれ邪気にまみれた偽りの笑顔に騙される。

　そしてしばらくして、奈々が佐藤に連れてこられたのは、夜の公園。

　そこには誰もおらず人の気配はない。

「ここで、何するんですか？　いきなり驚かせてプレゼント渡したり？」

　ふふっと奈々は笑う。

　お兄ちゃんどんな顔するだろう、喜んでくれるかな。

「そうだよー驚いてくれるとうれしいねぇ、本当に」

　佐藤がそう言うと待機していたのか、物陰から三人の男達が突如奈々を囲む。

「な、なんですか？　どうしたんですか？」

「ふひっ！　ふひひ！　ひゃははは！」

　いきなり高笑いする佐藤。

　そしていきなり奈々に抱きつく。

「兄が無能なら、妹は馬鹿じゃねーか。まぁ顔と体だけはそこそこだな」

「い、嫌！　なんですか？　やめてください！」

「俺達も鬼じゃないからね。抵抗しなかったら、そこまでひどいことはしないであげるからさぁ!!」

　そして脱がされる上半身の制服、それを佐藤にスマホで写真を撮られる。

　奈々は必死で抵抗するが、銀級探索者の佐藤に抗えるはずもない。

　写真を撮った佐藤はそれだけで満足げな顔をして奈々をそこに放置した。

「楽しかったよ！　奈々ちゃーん！　写真あるから誰にも話さないようにねぇ！　ひゃははは！」

　ぼろぼろの服で、冷たい地面に置き去りにされる奈々。

「あ！　これパパ活代ね！　俺達パパじゃないけど、ひひひ」

　一万円札を置いて高笑いしながら佐藤達は帰っていく。

　奈々一人をその場に残して。

　奈々は動けなかった。

　怖かった、脱がされただけで触られたりはしていない。

　それでも恐怖で奈々は動けない。

　まだ何が起きたかもよくわからなかった。

　それでも怖くて、怖くて、震える。

　まだ腕には男達の武骨な手の感触が残っている。

　いくら体を振り払っても感触が消えない。

　いつの間にかぽろぽろと、涙が地面にこぼれだす。

　しばらくその場で動けない時間が過ぎる。

　思考がまとまらない、ただ震える体を抱きしめることしか奈々にはできなかった。

「お兄ちゃん、助けて……」

「奈々？」

「お、兄ちゃん？」

　しばらくして、そこに現れた御剣剣也。

　乱れた服の奈々を見る。

「奈々！」

　剣也はそばに走り寄り、上着を奈々にかぶせる。

　兄に気づいた奈々は、必死に笑顔を作っていた。

　何があったかを悟られないように。

　もしこれで本当のことを話したら、剣也はきっと佐藤達に向かっていってしまう――奈々はそう思ったのだ。

　そして剣也は殴られて蹴られて、痛い思いをしてしまうと。

　だから嘘をつかないと。

　兄に嘘をつかないと。

　その想いで奈々は必死に気持ちを押し殺して笑顔を作る。

「こ、これね、心配しないで！　ほら、これお金！　ごめん、ちょっとだけ援交？　みたいなことしちゃった。激しくてさぁ！」

　奈々は必死に嘘をつく、この状況でもなんとか不自然に思われないように。

「ほら、これ一万円！　今日は美鈴と三人で焼肉に行こ！　私久しぶりに焼肉食べたいな！」

　必死に笑顔を作って、下手な嘘をつく。

「ほ、ほら！　あ、あれ？　ごめんちょっと目にゴミが……」

　震える手で一万円札を見て、と剣也の前に出す。

　それでも隠しきれずに奈々の頬に涙が流れる。

　強がる言葉とは裏腹に心が限界を迎えていた。

　必死にゴミが目にと言い訳をするが、あふれる涙が止まらない。

「あ、あれ？　取れないな～なんでだろう、ははは。ちょっと、ちょっと待っ……て……ね、ちょっと……うっうっ」

　剣也は、何も言わずに奈々を抱きしめる、嗚咽を漏らす妹を。

　それでも自分のことを考えて必死に取り繕おうとする妹を。

　剣也には、わかっていた、これが誰の仕業なのかが。

　こんな偶然があるわけがない、佐藤が僕をここに呼び出した理由は、これを見せるためだったんだろう。

　震える奈々を上着で包んで黙って抱き上げる。

　冷たくて、軽くて、そして震えているこの大事なものを優しく壊れないように抱きかかえて、帰路に就く。

　剣也のステータスなら奈々を持ち上げるなんで何も問題はない。

　大丈夫大丈夫と、優しく声をかけ続ける。

「おかえ……り？　どうしたの？」

　我が家に帰ると美鈴が部屋で待っていた。

「美鈴、奈々を頼む」

「う、うん！　剣也先輩は？」

「僕はやることがある、やらなきゃいけないことがある」

　僕は強く奈々を抱きしめる。

「兄ちゃんが全部終わらせてくるから、少しだけ待っててくれ」

「だ、だめ！　私はいいから！　大丈夫だから」

「心配するな、兄ちゃんは強いから大丈夫だ」

　その優しい笑顔と、確固たる自信、そして燃えるような怒りが宿るその目を見て奈々は頷うなずいてしまった。

　ずっと自分のヒーローだった〝お兄ちゃん〟を信じてしまった。

　奈々はこくりと頷き、剣也を見送る。

　そして剣也が外に出た。




◇




　僕は震える体を落ち着けようと、大きく息を吸い込んだ。

　新鮮な空気が体にいき渡る。

　クリアになった思考が、より鮮明に今の状況を理解させる。

（なぁ、奈々が何をしたんだ）

　無能だと追放された自分ならまだわかる。

　それでも納得はできないが、まだ理解できる。

　でも妹は何も関係ない。

　なぜ、奈々を狙った？　僕を怒らせるためか？

　深呼吸したはずなのに、すぐに体が震えだす。

　握った拳から血が滲む。

　怒りで頭がどうにかなってしまいそうだ。

　歯が砕けるかと思うほどにかみしめる。

　何もできなかった自分を恥じて。

　悠長に、今度、今度と先延ばしにしていた自分を……。

　今度嫌なことをしてきたらなんて考えてた自分を恥じて。

　耐えるように、体を震わせていたが、限界がきた。

　僕は吠ほえた、怒りを吐き出すように。

「佐藤!!」

　怒りをぶつけるように地面を思いっきり力任せに踏みしめる。

　衝撃で、コンクリートの地面にヒビが入る。

「お前だけは、お前だけは！」

　噛みしめた唇から血が垂れる。

　震える体の中で、ぶちぶちと血管が切れる音がする。

「絶対に許さねぇ！！！！」

　その怒りの咆哮は、静かな夜に響き渡る。

　そして少年は、佐藤のギルド本部に駆け出した。




◇




「佐藤さん、あいつ来ますかね？」

　ここは、シュガー＆ソルトのギルド本部。

　一軒家を改造してつくられた佐藤の根城。

　中は広く、吹き抜けになった大広間で、仲間達と酒を飲みながら佐藤は高笑いする。

「ははは！　あの無能、プライドだけは高いからな。真っ赤な顔して来ると思うぜ？」

　缶チューハイを片手に馬鹿笑いする佐藤達。

　今日は、佐藤とその取り巻き達五名ほどがそこでたむろっていた。

「佐藤さん、そろそろ計画のこと教えてくださいよ！　なんのためにこんなことしたんすか？」

「ばっか、お前まだわかんねぇのか？」

　佐藤は計画の全貌を声高に話す。

　そのゲスの極みのような計画を。

　今日本では、装備品を身につけての犯行が多発している。

　もちろん装備をつけた者が、理由もなく暴行を加えた場合、大問題となる。

　高校生の佐藤達では、ケンカの一つで済まされる場合も多いが。

　なので、佐藤もばれないように、気を使いながらいじめや暴行を繰り返していた。

　ばれない程度に、証拠も残さないように暴力を。

　しかしストレスはたまっていく。

　そこで佐藤に稲妻が走る！　閃く悪魔的発想。

　合法的に死ぬほど殴る方法が一つあるじゃないか。

　その方法とは、正当防衛。

　装備品をつけた探索者にギルドが襲われた。

　いきなり殴りかかってきた。

　どんな武器を持っているかわからないため全力で抵抗するしかなかったと……。

　正当防衛なら、いくら殴っても問題ない。

　佐藤は、御剣がこのギルドに殴り込んできて、自分を殴るように仕向ける。

　それが佐藤の策略だった。




◇




　胸ポケットのスマホで撮影の用意もしているため、証拠は問題ない。

　一発殴らせなきゃいけないのは、腹立たしい。

　だが、その後死ぬまで殴れると思うとそれぐらい我慢しよう、と佐藤は思った。

　そしてその後は法のもと、裁いてもらう。

　死ぬほどボコボコにされて、司法という絶対的正義にも裁かれて、探索者の資格を剥奪され、少年院送り。

　その後は、あいつの妹をあの写真を処分するからとか兄の刑を軽くするから……なんてうまく口車に乗せれば奈々も佐藤のものになる予定だった。

　佐藤は考えていた。

　泣いて喜ぶように仕込んでやろう。

　あんなに嫌がっていた女を俺好みにつくり変えてやろう。

　そしてあいつの前で、犯してやろう。

　自分のせいで、妹が俺の奴隷になるのを独房から見ることしかできない。

　その事実を知った時、あいつはどんな顔をするんだろうな。

　あの目が絶望に染まるのが、待ち遠しい――っと。

　光悦の表情を浮かべながら、佐藤は待ちきれないといった様子で酒を飲む。

　その時だった。

　ドーンッ。

　ドアを蹴破る音がする。

　そこには、一人の少年が立っていた。

　少年は怒りに任せて扉を蹴り飛ばす。

　それを見て佐藤はにやけが止まらない。

「うぇるか～む～」

　この瞬間、計画の成功を確信した。

「お前らは絶対手を出すんじゃねーぞ？　計画が台無しだからな」

　多対一では正当防衛にならないから。

　そして佐藤は、剣也を見る。

　ゲスの極みのような表情を向けて、剣也に言う。

「サプライズはどうだった？　お兄ちゃん」

　まるで殴れと言わんばかりに、佐藤は頬を突き出す。

　兵士シリーズしか持っていないような探索者のパンチなど蚊に刺されるようなものだから。

　佐藤は剣也を、煽るように挑発する態度を取る。

　剣也は何も言わずに拳を握る。

　言葉なんか出てこない、怒りで我を忘れてしまったから。

　そして剣也は駆け出した。

　その怒りの拳で、佐藤に殴りかかる。

　佐藤は、笑みを浮かべそうになる。

（だ……だめだ。まだ笑うな……こらえるんだ……し……しかし）

　佐藤は計画通りという顔で必死に笑い声をあげそうになるのを耐える。

（はい、お前の人生終了――!?）

　剣也に殴られるのを待つ佐藤。

　佐藤の想定通りだった、計画通りだった。

　しかし、ただ一つだけ誤算があった。

　それは……。

「ぶべぇらぁ!!」

　それは剣也がありえないほど強くなっていることだった。

　パンチが佐藤の顔面にめり込み、まるで漫画のように吹き飛ぶ。

　奥の壁に何かが激突した音と共に、鈍い音があたりに響く。

「さ、佐藤さん!?」

　ほこりを巻き上げながら吹き飛んだものを皆が見る。

　殴ったのは剣也、ならば吹き飛んだのは誰だ？

　そこには顎が外れて、血を流し、何が起きたと目を丸くする佐藤がいた。

　剣也は佐藤目がけて駆け出す。

　周りは唖然として動けない。

　そして胸ぐらを掴み無理やり佐藤を立たせて、もう一度拳で。

「ぢ、ぢょっど[image: ]で」

　殴る。

「ぶへっ!!　[image: ]、[image: ][image: ]がげんに！」

　反撃した佐藤の拳が剣也に当たる。

　しかし剣也は、動じない。

　まるで効いてないというような顔で、冷たい目で佐藤を見る。

　そして何もなかったかのようにまた殴る。

　歯が一本、一本と血と共にあたりに飛び散る。

　何度殴られたんだろう、痛みで、涙を流す佐藤。

「[image: ]、[image: ][image: ]じでっ」

　この痛みから一旦逃げたくて、謝る佐藤。

　謝ったって許すわけないだろう。

　奈々がやめてと言った時、お前はやめたのか？

「[image: ]、[image: ][image: ][image: ][image: ]が[image: ]！　俺が[image: ][image: ]がっだが[image: ]！　もうなぐらにゃいで」

　いらねぇよ、僕への謝罪なんか。

「ぼ、ぼらス[image: ]ボ。写真はこごだから！　ごれしかないから！」

　お前写真まで撮ってたのか。

　佐藤が胸ポケットから取り出したスマホを握りつぶし、剣也はさらに怒りを強くする。

「し、じぬ。ごめんなさい、ごめんなさい」

　もうすべての歯が抜け落ちただろうか、鼻はひしゃげてまぶたは腫れで目も見えない。

　そして剣也は、最後に佐藤の腹を強く殴る。

　殺してやりたいが、さすがにそこまでは剣也も覚悟がない。

　それでも……。

「おぼぇぇ!!」

　内臓ごと吐き出したかと思うほど、酒と、飯と、血を吐き散らかす佐藤。

「謝れ」

「ご、ご[image: ][image: ][image: ]ざ[image: ]」

　額を床につけて精いっぱい謝る佐藤。

「僕じゃない、奈々にだ」

「[image: ]、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ず。[image: ]ががわていだだぎ[image: ]ず」

　涙と血を流しながら佐藤は、剣也に謝り続ける。

　それを見た剣也は、少しは怒りも収まり、冷静さを取り戻す。

　佐藤が奈々に謝るという約束と、今後奈々に近づかせないようにできたのならば、もうここには用はない。

　今は一刻も早く奈々のそばにいてあげたいという思いでその場を後にした。

　嵐が過ぎ去った後のように、静寂がギルドを包む。

　血を吐きながらも佐藤は、意識を失った。




　その後しばらくして、夜遅くに佐藤が目を覚ます。

「さ、佐藤さん!?　大丈夫っすか？」

　激痛と共に起き上がり、自分に起きたことを思い出す。

「く、くそがぁぁぁ!!」

　腫れた顔で、起き上がった佐藤は、拳をベッドに強く打ちつける。

　歯が抜けて何を言っているかはよく聞こえない。

　なんであいつがあんな力を……。

　どうせ卑ひ怯きょうな手を使ったに違いない。

　でも今はどうでもいい、そんなことよりはらわたが煮えくり返りそうだ。

「おい！　兵隊集めろ！　あの糞やろうぶっ殺すぞ！」

「へ、へい！」

　佐藤の呼びかけによりギルドから三十名以上が集まった。

　金級タグの探索者すらも金にものを言わせて集めた一線級のギルドメンバー。

　この戦力ならあいつがどんな力を持っていても殺せるはずだ。

（少年院？　行ってやるよ！　お前を殺してな！）

　そして装備品を携えて剣也の家に向かおうとギルドを出る佐藤達。

　人ひと気けのない深夜、静まり返っている。

　進む探索者の集団は、都会に似合わない殺意をまき散らし、たった一人の少年のもとへと向かっていた。

　しかし、ふと彼らの足が止まる。

　なぜならそこには一人の男が、まるで彼らの行く手を阻むように立っていたから。

「やぁ、佐藤君、ここから先は行き止まりだよ」

　怪しく光る眼鏡と、作ったような営業スマイル。

　高級なスーツをビシッと着こなして、綺麗な姿勢で一人の男が立っていた。

　その男は笑顔で、佐藤に言い放つ。

「ここが君の終着点だ」

　眼鏡を直して真っすぐ佐藤を見つめるのは、田中一世だった。

「あ!?」

「剣也君のところに行かせるわけにはいかないね、そんな怖そうな人達を」

「あいつの仲間か！　なんだてめぇは！」

「なんだ？……か。確かになんだろうね」

　田中は佐藤の質問に考える。

「彼と私の関係は、なんだろう。ビジネスパートナー？　うーん、ちょっと違うな、そんな損得だけの関係ではない」

「だからなんだってんだよ！」

「うーん」

　田中は思考を巡らせ、うーんと唸る。

　もっといい表現がありそうだと。

「あ、そうだ！　いい言葉があるじゃないか！」

　田中は、手のひらをポンと叩いて閃いたという仕草をする。

　そしておちゃらけた雰囲気を吹き飛ばし、真っすぐ佐藤を見据すえて答える。

「同盟相手」

　低い声で言い放つその言葉と同時に感じる田中のえも言われぬ圧に佐藤は一瞬ひるむ。

　しかしその恐れを吹き飛ばすように大きな声で命令する。

「ふ、ふざけんな！　やっちまえ!!」




　男達が田中に殴りかかる。

　ただの社長でビジネスマンだ。

　この数の探索者相手では何もできずに、ボコボコにされるだろう。

「佐藤君、武力で勝てなかったから、より強い武力を持つのは正しい」

　危機的状況のはずなのに、田中は一切手を出さない。

　まるで殴られるのを待っているように。

「まぁ少し詰めが甘いがね、正しくは、目には目を、歯には歯を、武力には」

　殴られる寸前でこう答える。

「より圧倒的で、最強の武力を、だよ」

　田中に殴りかかった探索者達が吹き飛ばされて空を舞う。

　何が起きた？　銀級、金級探索者だっているんだぞ!?

　吹き飛ばされた探索者、そこから現れた一人の男。

「一世さん、俺も暇じゃないんすけどねぇ」

　煙草をくわえて、だるそうに。

　身の丈ほどの大剣を肩に担ぐナイスミドルのナイスガイ。

　無精ひげを生やしながら、それでもムキムキな筋肉質のＴＨＥ・アニキ。

　その正体は……。

「て、天道……りゅ、龍之介!?」

　その探索者を見て佐藤は震えて声を荒らげる。

　探索者なら誰でも知ってるその人物。

　上には上がいるという言葉が、ただ一人この世界で通用しない存在。

　トップギルド【宵の明星】団長、ダンジョン最高階層到達者。

　彼の伝説は多く、肩書も多い。

　その中でも一番よく知られている肩書が、シンプルに彼を表すだろう。

　世界中でただ一人、彼だけが名乗ることが許される肩書。

【世界最強】

　笑ってしまうほどのわかりやすい看板を引っ提げたその男が、田中を守るように佐藤達の前に立っていた。

「まぁ、そう言うな龍之介。いずれ一緒に戦うことになる仲間のためだ」

「へいへい」

　天道龍之介は一歩を踏み出した。

　気だるそうに、まるでゴミを掃除するように。

「正当防衛だが、龍之介。気絶程度にな」

　そのために田中達は佐藤達をぎりぎりまで引きつけて、先に襲われたという証拠も押さえたのだから。

　今夜ここで起きることは、すべて田中の部下により撮影されている。

　とはいえ、この映像の証拠の目的は正当防衛を証明するためではないが。

「ひっ！」

　佐藤達は後ずさる。

　銀級？　金級？　そんなものが相手になるわけがない。

　この傭兵のような世界最強の男は、世界初のダイヤ級探索者なのだから。

　そして天道龍之介による蹂躙が始まった。

「ば、化けも……の……」

　三十人からなる佐藤の軍勢がものの数分で、全員が地面に倒れる。

　圧倒的なステータスを持つ天道の前では、佐藤の軍勢は象の前の蟻に等しい。

　それを見ていた佐藤は、何が起きているかいまだ理解できないという顔で口をパクパクさせる。

　唯一理解できるのは、あの化け物があの無能の味方をしているということ。

　佐藤にはわからなかった、なぜ剣也の味方をするのか。

　なぜあんな無能の味方をするのか。

　もはや自分がその無能にボコボコにされた事実など忘れている佐藤。

「なんだよ、なんなんだよ！」

　最後の一人、すでにボロボロの悪童の前に、立つのは天道。

「いったい何が起きてんだよぉ!!」

　相手になるはずもなく天の裁きを受けるがごとき一撃で意識を失う。

　その一撃を見て田中が頷く。

「さてと、すべて片づいたな。じゃあ最後の仕上げに向かおうか」

　偶然田中がここに居合わせた？　天道を連れて？　そんなはずがない。

　あの契約の日、特Ａ級待遇の剣也に危うさを覚え、心配した田中はすぐに彼の身辺を調査した。そこで佐藤の存在に気づいたのだ。

　しかもこの佐藤という粗暴な男は、あのライバル会社の社長の息子だというから驚きだ。

　ある目的のために、あのライバル会社の弱みを何か握れないかと苦心していたところに、舞い降りたチャンス。

　そして剣也を見張らせていた部下からの報告により、田中はこの作戦を立て決行した。

（まったく詰めが甘いな、剣也君も。まぁそのおかげで計画もうまくいきそうだが……）

　倒れる探索者達を見ながら田中は思った。

　もしこの探索者が全員剣也のもとへ向かっていたら、ただでは済まなかったはずだ。

　それこそ死の可能性すらも。

　向こう見ずで真っすぐな少年は、自分の気持ちの赴くままに行動したのだろう。

（まぁいいさ、こういう裏工作や、謀はかりごとは私の役目だ）

　田中も綺麗事だけでここまで成り上がったわけではない。

　汚いこともたくさんしてきた。

　そういったことも必要な場合はある、それでも……。

（探索者は、それでいい）

　汚い役は自分が請け負う。

　だから君は望むがままに、行動するといい。

　望むがままに、欲望が赴くままに、夢を追いかけるといい。

（それがきっと）

　田中は、天高く聳える塔を見る。

　そしてその見えない雲の先を見据えた。

（あの塔の頂へと君を導くはずだ）

　血、骨、涙、絶望そして夢。

　欲望渦巻くあの塔へ、そしてその頂へ。

（でも今は少しの間だが、僕が導いてあげよう）

　空を見ながら田中は笑ってつぶやく。

「同じくモヤシで成長した先輩としてね」

　田中は、最後の詰めに取りかかるため目的地へと一人で向かった。




　世界に名だたる大企業、日本を代表する企業の本社が並び立つオフィス街。

　その中でも一際大きなビル。

『Ｓｕｇａｒシュガー』の大きなロゴと看板が主張するそのビルは、株式会社シュガーの本社だ。

　今では、自動車を超える産業となった装備品の売買。

　その日本最大、つまり世界最大の卸売企業がシュガーだ。

　そしてその最上階の一室に二人の男が向かい合う。

　天高く聳えるその摩天楼は、まるで聳え立つダンジョンのよう。

　そこでは、ダンジョンとはまた違う戦いが始まった。

「飛ぶ鳥を落とす勢いの新進気鋭の若手社長が何の用ですかな？」

「いえいえ、いつも必死でなんとか食らいついているだけですよ。今日はビジネスの話をしに来ました」

「ほう、それは興味深い」

　二人は笑い合い、一見すると和やかな雰囲気に見える。

　しかしその目は笑ってはいなかった。

　なぜならここは彼らの戦場、キツネとタヌキの化かし合い。

　彼らの武器は、剣や鎧ではなく、その口のみ。

　だからこそ、言葉選びには慎重になるというものだ。

「まずはこれを見ていただきたい」

　田中は、タブレットを見せて動画を流す。

「ふむ」

　佐藤代表は、その動画に視線を移す。

　そして驚愕する。

　なぜならそこには、自分の息子がしがないサラリーマンを路地裏でボコボコにしている姿が映し出されたからだ。

「息子さんは、探索者でしたよね。まさか一般人に暴力を振るうなんて」

　このサラリーマンは、田中の会社、ウェポンの社員。

　偶然？　そんなわけがないことは佐藤代表もわかっている。

「私をゆする気かね？」

「あとこれも見ていただきたい。私の契約している大事な探索者、御剣剣也君にご子息が襲撃をかけたので私が止めに入った動画です」

　次に映し出されるのは、田中自身が佐藤の命令によってギルドの探索者に襲われそうになる動画。

　佐藤達の装備品は完全に具現化しており、さすがに言い逃れができない。

　しかもその動画で襲われている田中本人がここにいるのだから。

　佐藤代表は、ため息をついて、諦めたような表情で椅子にもたれる。

　どうやら今日の勝者は決まったようだ。

　いや、最初から勝負にすらなっていない、手札が違いすぎた。

　自分の実の息子の、それも会社の装備を使っての不祥事とあっては、会社が揺れる。

　下手をすれば責任を取って辞任の可能性もある、なぜならこの息子のギルドに装備品を貸し出したのは他でもない佐藤代表なのだから。

「望みは？　私のクビか？」

「いいえ、そんなものじゃありませんよ。では始めましょうか」

　田中は足を組み、敗北者を真っすぐ見て言い放つ。

「ビジネスの話を、ね」




◇




　天道によって気絶させられた佐藤の意識が戻る――病院の一室。

　あたりを見渡す佐藤は、病院に運ばれたことに気づく。

　あの天道龍之介に気絶させられたのだろうと。

「くそが！　なんだってあんなところにあんな化け物がいやがったんだ」

　偶然ではないのに、まだそれを認めようとしない佐藤。

　まだあの無能と最強を結びつけることができない。

「起きたか」

「親父！」

　息子の声を聞いた父親が病室に入ってくる。

「なぁ！　金をくれ！　Ｂランク装備を買う！　Ｃじゃもう俺には合わねぇ！」

　Ｂランク装備を揃えるならば億は優に超えるのだが、日本一の会社の息子ならば可能だろう。だが佐藤の父親からの言葉は期待していたものではなかった。

「お前はやりすぎた。もう御剣剣也に関わるのはやめろ」

「は、はぁ!?　何言ってんだよ！　なんであんな無能を！」

　バシッ！

「お前のその先見の明のなさが！　この事態を引き起こしたことになぜ気づかん！」

　突如父親に殴られ怒鳴られる息子。

　なぜ俺は殴られた？

「いい加減彼を無能と呼ぶのはやめろ、もう気づいているだろう！　彼が特別だと」

（特別？　あの無能が？）

　認めない、認めたくない！

　俺が追い出した、無能と決めつけたあいつが特別だと！

　父親は、息子の様子をあきれたように見る。

「あの田中社長が、あそこまで守ろうとする存在が無能のわけがないだろう」

「あ、ありえねぇ！」

「放置していた私も悪いのだが、お前みたいな出来損ないのせいでどれだけの損害が出たかわかっているのか！」

「そんなの知らねぇよ！」

「はぁ……だから私は決めたよ、私には、お前よりも大事な会社と守るべき社員達がいるからな」

　佐藤の父親は、一枚の書類を取り出した。

「お、おい！　親父なんだよそれ！」

「もう、お前はいらん！　私はお前を勘当する！」

　佐藤としおを勘当するという文言と、押印がされた念書が本人の前に突き出された。

　かつて仲間の少年を追放した者は、自らが家族から追放される。

　これが因果応報というもの。彼は装備品含めすべてを没収された。

　もう高校生、義務教育は終わっている、ならば援助もなし。

　たった一人で生きていくことになった佐藤としお。

　性格は粗暴、成績は悪い、金でつながった友人しかいない。

　金の切れ目は縁の切れ目。

　ギルドは解散し、佐藤のもとには何も残らない。

　そして追い出されるように家を出ることになった。




　◇少しだけ未来の話◇




「さ、寒い」

　高架下の段ボールの中で凍える佐藤が立ち上がる。

　無駄なプライドが邪魔をして、アルバイトも長続きせずその日暮らしの佐藤。

　それでもお腹は減るが、お金もないのでゴミをあさる毎日だった。

　かつての探索者は見る影もなく、髪は伸びきり体からは異臭を放つ。

　そしてそこから見上げるのは、はるか天高く聳える塔。

　すがるように、かつての栄光を取り戻すように。

　佐藤は、一歩ずつその塔へと歩き出す。

　ダンジョンへと装備品もなく向かった。




　ここはダンジョンの四階層。俺はどこで間違えたんだ。

　小鬼達に囲まれて、血だらけで地面に倒れる佐藤。

　小鬼達は、一体また一体と増えていく。

　ニタニタと下卑た笑い声をあげるそのゴブリン達に少しずつ少しずつ切り刻まれる。

　すでに声も枯れ、叫び声もあがらない。

　最弱のはずのゴブリンは、何も装備のない佐藤にとっては強敵だった。

　それでも勝てると思ったのは、無駄なプライドの弊害か。

　死の淵で佐藤が思うことは……。

　どこで間違えたんだろう。

　あの女を襲った時？

　あの男を、無能とあざ笑った時？

　戻りたい、あいつをクビにしてしまった時に。

　そして教えてやりたい、当時の馬鹿な俺に。

　そいつは特別だから仲間にしろ、仲よくしろ、クビにするなと。

　なけなしのプライドも完全に折れて、ついに佐藤は剣也が特別で、無能は自分だと認める。

　しかし今さら認めても、戻ってほしいと願っても、もう遅い。

　後悔しても、もう遅い。

　死の淵に涙と血を流しながら佐藤が思うのは、後悔と……。

「死にたくねぇよぉ……」

　死にたくないという思いだけ。

　ザシュッ！

　そしてまた一人ダンジョンの血肉になった。




　ここは、ダンジョン。

　多くの血と骨と涙が埋まる場所。

　そこで今日も無謀で無能な馬鹿な探索者が一人死ぬ。

　なんてありふれていて、ありきたりな話だろう。

　でもそれは仕方がないことだ、だって彼は。

　選択を間違えたのだから……。




◇




「奈々！」

　僕は佐藤をボコボコにした後、急いで我が家に帰った。

　きっと妹は泣いている。

　早く帰って抱きしめてあげたい。

　そう思っていたのに。

「おかえり、お兄ちゃん！」

　家の外で兄の帰りを待つ妹は、想像より元気だった。

「よかった、心配したんだからね！」

「あ、あれ？」

　なんか思ったより元気だぞ？

「な、奈々？　大丈夫なのか？」

「うん、お兄ちゃんが帰ってきたってことは悪党を成敗してくれたんでしょ？」

「あ、ああ。ボコボコにしてやった。今度謝りに来させるよ！」

「い、いいよ！　もう」

　奈々は僕に抱きつき、胸に顔をうずめる。

「無事に帰ってきてくれただけで十分……」

「奈々……」

　兄も優しく、抱き返す。




◇




　なぜ奈々が元気なのか。時は少しだけ戻る――。

「美鈴、奈々を頼む。やらなきゃいけないことがある」

　そう言って、剣也は奈々を美鈴に預けた。

　服がボロボロで、涙を流す奈々。

　美鈴はそれを見て理解した。

　想像はたやすい、きっと男に襲われたんだろう、と。

　そして剣也は、その悪漢を成敗しに行ったと。

「奈々……」

　美鈴は、ゆっくりと奈々に近づき抱きしめる。

　その胸でひとしきり泣いた奈々はなんとか落ち着きを取り戻した。

　奈々は泣きながら断片的に状況を話したが、美鈴がその内容を理解するにどうも体をまさぐられたが最後まではされなかったようだと理解した。

　だから美鈴は、奈々を勇気づけようと話すことにした。

　友達から同居人、そして親友になった奈々に話すことにした。

　せめて少しでも彼女の気持ちが明るくなればと。

「私、汚くなっちゃった……」

　そう言って奈々は自分の体を何度もこする。

　美鈴はこの気持ちを知っている。

「奈々は汚くなんかないよ」

　奈々は、その美鈴の言葉を否定し首を振る。

　自分は汚れてしまったと。

　それを見て美鈴は話しだす。

「ねぇ、奈々。私は汚い？」

「え？」

「私もね、襲われたことがあるの。私汚い？」

　衝撃の事実を話す美鈴。

　その驚きに、奈々の涙も引っ込む。

「う、ううん！　美鈴は汚くないよ！　綺麗だよ！」

　奈々は必死に否定する。

「じゃあ、奈々は汚いの？」

　奈々が言葉に詰まる。

　もしここで汚いと言えば、親友のことも汚いということになってしまうから。

　だから奈々は首を振る。

　そして美鈴は優しく微笑む。

「少し触られただけだよ！　犬にでも舐められたと思ってさ！　気にしない、気にしない！　ちょっと夢見させてやったって思ってさ！」

　軽い言葉で、気にすることじゃないと笑い飛ばそうとする。

　その意図を理解した奈々も少しだけ笑顔を見せた。

　そして美鈴は、奈々をもう一度抱きしめた。

「ほら、もう涙も引っ込んだ。それにきっと先輩が悪党共をボコボコにしてきてくれるからさ！　大丈夫！」

「で、でも、お兄ちゃんじゃ……」

「奈々、知らないの？」

「え？」

「先輩って、めちゃくちゃ強いよ！」

　それから美鈴の過去を奈々は聞いた。

　ダンジョンで剣也が美鈴を悪党どもから助けたことも。

　いつの間にか奈々の涙は収まる。

　奈々は美鈴の話を聞いてると、あんなにつらかったのに、たいしたことじゃないと思えてきた。

「ふふ、美鈴って強いね」

「あたぼうよ！　伊達に親に捨てられちゃいないぜ！」

　腕を組み、鼻息を荒くし男らしく振る舞う美鈴。

　その自虐的ギャグに、奈々も思わず声を出して笑ってしまう。

「なんか、ちょっと元気出ちゃった」

「よかった！　私も犯されたかいがあったってもんよ」

「もう。美玲その見た目でメンタル強すぎ」

　二人の少女は笑い合う。

　すでに過去を乗り越えた少女の力で、一人の少女も乗り越える。

　そして奈々は立ち上がった。

「私、お兄ちゃんを外で待つ！」

「うん！」




　――そして今。

「おかえり、お兄ちゃん」

「あぁ、ただいま」

　無事帰ってきた兄を妹は抱きしめる。

　そして二人で家に戻る。

「おかえり！　先輩！」

「あぁ、ただいま。ありがとな美鈴」

「ちゃんとやっつけた？」

「おう、ボコボコだ。歯なんか全部抜けたぞきっと」

「さすが、先輩！」

　よっしゃ！っと美鈴と剣也がハイタッチする。

　それを見て奈々も笑う。

　ぐぅぅぅ～。

　突如お腹の音が鳴る。

　誰だと、周りを見渡すと恥ずかしそうに手を上げる奈々。

　緊張が解け、安堵によってお腹が思い出す。

　もう夕飯時はだいぶ過ぎている。

　それを見た剣也は思い出したかのように、手を叩く。

「よし！　待ってろ！」

「え？　どこ行くの？」

「買い物！」

　剣也は外へ駆け出した。

　ものの十分ほどで帰ってきた剣也、装備のステータスを全力で使って走ってきたんだろう。

　そしてその両手には、ビニール袋。

　乱れる息を整えながら、剣也はビニール袋を掲げてこう言った。

　もちろんその中には……。

「今夜は焼肉だ！　めちゃくちゃいい肉だぞ！」

　奈々が食べたいと言っていた大好物の焼肉だった。

「まじ？　やった!!」

「お、お兄ちゃん……」

　美鈴は跳んで喜び、奈々も剣也の意図を理解して微笑む。

　そして始まる焼肉会。

　ジューっと肉が焼ける音と、煙が部屋いっぱいに充満する。
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「あ！　美鈴それ僕が育てた肉だぞ！」

「早いもん勝ちだよ！」

「ほう、僕に勝負を挑むか……フン！」

「あ！　肉が！　ず、ずるい！　先輩装備品つけてるでしょ！」

「もう！　まだたくさんあるから！」

　三人の笑い声が部屋いっぱいに充満する。

　狭くて古くてぼろいけど、とてもこの部屋は暖かい。

　肉を焼いてるから？　それも一つの理由だろう。

　でもそれだけじゃないはずだ。

　たった十畳の焼肉屋、今日はこの家の主人のおごりだからと、腹いっぱい食べる二人の少女。

　お腹いっぱいにして、胸をいっぱいにして、いっぱい笑う。

　今日はいろいろあったけど、たくさん悲しくて泣いたけど。

　それでも最後に笑顔になれたならきっとその日はいい日だから。










【第七章】　蒼い瞳の転校生




　週末を経て学校へ向かう奈々を僕は全力で警護しながら登校した。

「ちょっとお兄ちゃん恥ずかしいんだけど……」

　悪漢はいないかと、僕はあたりをきょろきょろし、警戒しまくる。その姿はまるで不審者。

　それを見て、奈々はやめてよと顔を赤くして下を向く。

　しかしやめるわけにはいかない。

「いつ、佐藤の一派が仕返しに来るかわからんからな」

　僕は、まるでボディーガードのように奈々にくっつき敵を探す。

　結局敵は現れず、学校へ。

　すると、ほらやっぱり佐藤の取り巻き達が走ってくるではないか。

（来たか、奈々には指一本触れさせないぞ！）

　しかし僕の警戒とは裏腹に、彼らは思いがけない行動をとる。

「す、すいませんでした！！！」

　目の前でこけたかと思ったら、全員でスライディング土下座をかましてきた。

　練習したの？　めちゃくちゃ揃ってるけど。

「さ、佐藤に命令されてただけなんです！　ほんとすいませんでした!!」

　額が地面にめり込むかと思うほど彼らは全力で謝った。

　中には、奈々に悪さした奴もいる。

　佐藤がボコボコにされたので、次は自分達だと戦々恐々と震えて待っていたそうで、全力で謝ろうということになったらしい。

「お前ら、何したかわかってんだろうな」

「ほんとに申し訳ありません、奈々さんほんとすみませんでした!!　思いっきり踏んでもらっていいんで、どうぞ!!」

　奈々の前に頭を突き出す男達。

　やめろ、奈々が変な性癖みたいだろ。

「こ、今回は許します！　二度と近づかないでください」

「奈々ねぇさん……」

　奈々はねぇさんじゃない。僕の妹だ。

　姉御みたいな言い方をするな。

「いいのか？　奈々」

「うん……。それに……あんまり大事には……ね？　したくないし」

　涙を流しながら何度も額を地面にこすりつけ土下座を繰り返す男達。

　奈々自身がもう心の傷は大丈夫だから大事にしないでくれと言っているので、僕はこれ以上は追及しないことにした。

「はぁ……まぁ奈々がいいならいいよ。で？　佐藤は？」

「それが――」

　佐藤は今までの悪行から親に勘当され、ギルドも解散になったという事実を僕は知った。

　高校もやめたらしい。

　確かにもうここにいられないだろう。

「そっか……謝らせたかったけど」

「もういいってば、お兄ちゃん！」

「そ、そうか？　ならいいか……」

　佐藤との関係がこんな感じに終わるなんて……。

　でもいいか、最後に思いっきり殴れたし。

　そして僕は教室に行く。

　佐藤のいない教室は、とても静かで落ち着いていた。

　ガラガラガラ。

「おーい、座れー！」

　いつものように先生が入ってきて、いつものように席に座らせる。

　今日もいつものように授業が始まる。

　違うことがあるとすれば、もうゴミを投げられないということぐらいか。

「今日はな！　転校生を紹介する！　有名人だぞ？　喜べ男子！」

　しかし、その転校生で僕の生活は一変する。

　その運命すらも……。

（この時期に転校生？　変なタイミングだな）

　そして先生に呼ばれた名前を聞いて僕は、耳を疑った。

　そして、その少女を見て自分の目を疑った。

　その腰まで伸びた美しいブロンドの髪と日本人離れした長い手足。

　それでも制服を着こなして、蒼い瞳を輝かせる。

　人形のように、美しく無表情なのにどこか日本人の面影を残すその少女の名は……。

「蒼あお井いレイナです、よろしくお願いします」

　僕が憧れた『勇者』だったから。

「うぉぉぉぉぉ！！！！」

「きゃあぁぁぁ！！！！」

　男子も女子も興奮で立ち上がる。

　超がつくほどの有名人。
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　だって彼女は、日本人が大好きな職業を得た少女『勇者』蒼井レイナ。

　加えて企業広告のモデルとしても人気で、街を見渡すと何かしらで彼女の顔が目に入る。ポスターだったり、ＣＭだったり。

　あの美しいプロポーションと、顔面偏差値が振りきった顔。

　騎士の小手や、王の小手、様々な装備のＣＭではいつも彼女が使われる。

　装備品のＣＭの六割ぐらいは彼女じゃないのか？　そう思わせるほどの有名人。

　しかし彼女の笑った顔を見た人はいない。

　いつも無表情で、氷のようなその蒼い瞳は、見ているだけで吸い込まれそうな錯覚に陥る。

「よかったな、お前達。先生も大ファンだ。あ！　あと佐藤は学校やめたからよろしく」

　めちゃくちゃ適当に、佐藤が学校をやめたことが言及される。

　先生も嫌いだったのか？　みんなの反応を見る限り誰からも好かれていなさそうだ。

　そしていなくなった佐藤の席に座る少女。

　教室はまだ興奮冷めやらぬ雰囲気で、ざわついている。

（佐藤のギルドがなくなったから転校してきた？　どういうことだ？）

　もともと佐藤のギルドに所属していた彼女。

　何か事情があるのだろうかと、僕はその少女を見つめる。

（後で、話しかけてみようかな……）

　しかしその日は、叶わなかった。

　なぜなら学校中の人間が、彼女と話そうと近づいてきていたからだ。

（ま、まぁこれからいつでもチャンスはあるか……）

　教室を埋め尽くさんばかりの人混みから抜け出して、僕はその日は、そのまま下校した。

　奈々も友達と帰るそうなので、護衛はいらないとのこと。

　まぁもうあいつらが奈々を襲うこともないし大丈夫か。

「よし！　今日も行くか！　あとちょっとでアクセサリーも進化できるしな！」

　僕はダンジョンへ向かった。

　新しい装備を携えて、佐藤を凌りょう駕がしたこの力を持って。

「じゃあ、愛さんいってきます！」

「はーい、いってらっしゃい！」




　申請を済ませ、今日もダンジョンに潜る。

　昨日は、佐藤のせいでばたばたしたが、実は僕の装備はレベルアップを繰り返して進化していた。

　そのおかげで佐藤の王シリーズの装備を上回れたのだが。

「ステータス！」




―――――――――――――

名前：御剣剣也

ＤＰ：３０３００ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ12：次のレベルまで１００万ｐｔ

（Ｂランクの装備品を日に十回錬金できる：知力10につき＋１回）




◆装備品

武器：【斬ざん破ば刀とうＬｖ１】

頭　：【精霊の冠Ｌｖ１】

胴　：【帝の胸当てＬｖ１】

手　：【帝の小手Ｌｖ１】

足　：【帝の具足Ｌｖ１】

アクセサリー：【ゴブリン将軍の首飾りＬｖ８】




◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）

防御力：０（＋４００）

素早さ：０（＋４００）

知　力：０（＋５００）

―――――――――――――




　これが今のステータス。

　大幅に装備は変更された。

　日本刀は、斬破刀に進化し攻撃力を＋１０００してくれる。

　王シリーズは、帝シリーズへと変貌を遂げ＋４００の能力補正。

　どちらもＢランクの装備となっている。

　うすうす感じてはいたけれど、やっぱりこのシリーズだった。

　王の上は、やっぱり帝だよね。

　このシリーズは、シリーズとして有名ではあるのだが、武器屋などでは売られているのを見たことがない。

　このレベルになると一般人ではなく、政府や一部の世界的セレブが買い占めることになるらしい。

　それこそ兵器として。

　三十階層の後半に出現する装備品。

　つまりは、金級探索者の中でもプラチナ級探索者に近い者しか見ることができない装備品だ。

　４００ものステータスアップは、佐藤の装備していた王シリーズを簡単に超え、もはや僕はソロで三十階層まで到達できる。

　でも僕は今、一～十階層を周回している。

　なぜか？　それは。

「ふぅ、これで十回、もう慣れたもんだな。にしても何度見ても気持ち悪いな」

　ゴブリンジェネラルを片手間で切り伏せて、銅の宝箱を開けた僕が手に取ったのはゴブリンの首飾り。

　ＤＰ獲得量を一・一倍してくれる装備品だ。

　実は前回スキルアップした僕の、次に必要なＤＰはなんと１００万ＤＰ。

　周回で稼ごうとしたら何年かかるんだ？　と思うほどの量。

　そこで閃いた僕は、この首飾りの進化を行ってみることにした。

　そしてその企みは成功し、ゴブリンの首飾りは見事ゴブリン将軍の首飾りへと進化した。

「よし、ここで錬金していくか」

『レベルアップ♪　ゴブリンの首飾りＬｖ２』

『レベルアップ♪　ゴブリンの首飾りＬｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　ゴブリンの首飾りＬｖ９』

『進化♪　　　　　ゴブリン将軍の首飾りＬｖ１』

「よし、できた！」

　できた首飾りを見ると説明が表示される。




―――――――――――――

装備説明

・ゴブリン将軍の首飾りＬｖ１　Ｃランク　レア度★

　ＤＰの獲得が三倍になる（Ｌｖによる変化なし）

―――――――――――――




「よし、あとは……」

　次にゴブリン将軍の首飾り同士を錬金する。




『レベルアップ♪　ゴブリン将軍の首飾りＬｖ９』

「今日は、ここまでにして帰るか」

　ゴブリン将軍の首飾りは、なんと三倍のＤＰ獲得量になる。

　破格の性能だと思うが、見たことも聞いたこともないので誰も持っていないんだろう。

　それに、まだ進化が可能のようだ。

　だから僕はこの気持ち悪い首飾りを百個集めて、ゴブリン将軍の首飾りをさらに進化させようと思っている。

　まだ進化が可能というのは、実は進化ができなくなった装備があるからだ。

　それが、帝シリーズ。

　錬金しようとすると、『この装備はこれ以上進化できません、注意してください』というアナウンスが流れた。

　レベルを上げることはできるようだが。

　そこで気づいたことがある。

　精霊の冠は、まだ進化が可能のようだ。

　二つの違い、それはレア度。

　帝シリーズは、Ｂランク装備だがレア度は★一つ。

　精霊の冠は、Ｂランク装備だがレア度は★二つ。

　このレア度が、その装備がどこまで進化できるかどうかを表しているんだろうか。

　サンプル数が少なくて推測だが、仮に僕の推測が正しければ★１は最高Ｂまで、★が増えるごとにその上に行けるはず。

（まぁただの憶測だけど……）

　そして僕は、ダンジョンを後にして、十畳一間の我が家に帰る。

（明日には、進化しそうだな。でもやらなきゃいけないことも多いし忙しい）

　ギルドの設立や、納品の準備、ダンジョン探索とやることはいっぱいある。

　今日もくたくたで家に帰った。

　騒がしい二人が待っている我が家に。




「ただいまー」

　ドアを開けて、家に入る。

　靴を脱ぎ、いつものおかえりの声を待つ。

　だいたいそろそろ奈々が「おかえり、お兄ちゃん」と走ってくる。

　もしくは、美鈴が「おかえり、ダーリン、お風呂にする？　私にする？　それともモ・ヤ・シ？」とかふざけてくる頃なのだが、今日はどうも聞こえない。

　その代わり聞こえてきたのは……。

「おかえりなさい、剣也君」

　抑揚がなく、感情もなく、聞き慣れてもいない声が、聞こえる。

　でも確かに聞いたことのある透き通った声だった。

　靴を脱いで、顔を上げる僕。

　その声の主と目が合った、僕は開いた口が塞がらない。

　だってその目は、吸い込まれるような美しい青色だったから。




◇




　時は田中が佐藤代表に勝負を仕掛けた日に戻る。

「ビジネスの話を、ね」

　勝者となった田中は、佐藤代表に商談の話を持ちかける。

「何が欲しい？　金か？　販売ルートか？」

　天高く聳える摩天楼の頂上階で、行われる装備品の卸売業界一位と二位のトップの対談。

　佐藤代表は、すでに勝負を諦めている、到底無茶な依頼でもこない限りは認めるしかないと。

「そうですね、二つほどいただきたいものがあります、まず一つは王シリーズの独占販売権」

「それは……」

　王シリーズは世界中で人気があり、供給が間に合わない状態だ。

　佐藤代表の会社ですら月に十から二十しか仕入れられない。

「しかしこれは、温情ですよ。私は安定して月五十以上確保できるルートを得た。そして今の仕入れ数と合わせて月に百はさばけるでしょう」

　人気があるが、佐藤の会社では仕入れ数が少ないため売り上げにはそこまで貢献できていない。

　他にも主力製品は多くあるためそこまで痛手ではないのだが、独占されると企業としてのブランド力が落ちる。

　しかし……。

「わかった……今後王シリーズの仕入れはしない」

「話が早くて助かります」

　販売量が十倍ならいつかどうせシェアを奪われるだろう。

　どこからそんなルートを見つけてきたかは知らないが。

　しょせん月一億ほどの売り上げだ、惜しくはない。

「そしてもう一つ、これが本命なんですが」

　田中は足を組むのをやめて、前のめりになる。

　絶対に譲らないという意思を込めて。

「勇者をいただきたい」

「なぁ!?　勇者だと!?」

　勇者またの名を、蒼井レイナ。

　日本、いや世界を代表する超人気モデル。

　この少女と契約をしているのが、佐藤の会社。

　今は、自分の息子のギルドに在籍させており探索者活動はほとんどさせていない。

　彼女は金のなる木だ。

　誰が好き好んで、危険なダンジョンを探索させるものか。

　本人の意思とは裏腹に佐藤代表は勇者を探索者として縛り、モデル活動に従事させていた。

「か、彼女は我が社を代表するモデルだ！　それをおいそれと渡せるものか！」

「いいや、渡してもらいます。彼女をこれ以上身勝手な大人の欲で縛るわけにはいかない」

　その田中の目は、真っすぐと絶対に譲らないと告げていた。

「でなければ、私は何も知らなかった少女を騙したともいえる契約をあなたがしたことをリークします」

　田中は、鞄から取り出した書類をテーブルの上に広げる。

「どこで、これを……いや、本人からか」

　それには、まだ蒼井レイナが幼かった頃に「Ｓｕｇａｒ」と彼女が交わした契約内容が記載されている。

　今の彼女の活躍からはありえないほど低い待遇で契約した内容が記載されている。

　彼女に装備品を買えるお金を渡さないため、そして彼女に探索者として成り上がらせないために。

　そのために息子であるとしおのギルドに入れて、低階層でくすぶらせ、飼い殺しにしていたのだ。

　本人はまるで何も興味がないと言わんばかりに無感情なので、まったく気づいてはいないし、気にしていないだろうが……。

　思案の末、佐藤代表は首を縦に振ることになる。

　契約自体は違法ではない、なのでこれ単体なら言い逃れもできただろう。

　しかしこれを息子の不祥事も共にリークされれば、修復できない痛手になる。

　そうなればどうせ彼女は向こうの手に落ちるだろう。

　ならば傷は浅いほうがいい、だから決断する。

「わかった……彼女との契約は破棄しよう」

「さすがは、佐藤代表。賢明なご判断です。それとこれはただのご提案ですが弱点は早めに切り捨てたほうがいいかと思いますよ」

「あぁ、ご忠告痛み入るよ」

　手を額に当てて、佐藤代表はため息を漏らす。

　今後息子が会社の弱点になり続ける可能性を考えると、もう彼の中でも息子の処遇は決まっていた。

　そして田中は、これ以上話すことはないとタブレットをしまい、その場を離れて帰る準備をする。

　佐藤としおという弱点は早めに切ったほうがいいと助言して。

　その帰り際、佐藤代表が口を開く。

　完全に今日は敗者だが、それでも一つ知りたいことがある。

「勇者を使って何をするつもりだ？」

『彼女をこれ以上身勝手な大人の欲で縛るわけにはいかない』つまり、モデルとして活動させるつもりはないような口ぶりだった。

　だから問う。

　彼女を奪って何をするつもりだと。

「もちろん、我が社の売り上げに貢献してもらいますよ？　モデルの仕事も本人がしたいなら続けてもらってかまわない。しかし勇者の仕事は昔から決まっている」

　振り向きざまに田中は答えた。

　彼女は、勇者。

　誰もが知っているその職業、ならば彼女の仕事は一つだけ。

「世界を平和に導くこととね」

　そのまま部屋を出る。

　佐藤代表は唖然とした顔でその背中を見つめることしかできなかった。

（魔王からな……まぁいればだが）

　田中の発言は、ただの推測。

　しかしあの塔では、ありえないことが起きるのも事実。

　勇者がいるのなら、魔王だって……。

　それが人類に生まれる職業なのかはわからないが。

　それでも……。

（いつか彼女の力が必要になる時がくるはずだ）

　勇者という職業を持った彼女が何をなすのかは、今はわからない。

　だがきっと彼女が田中の目的を達成するための力になってくれるはずだ。

　だから彼女を手に入れた、そして……。

（私は知りたい……）

　摩天楼の最上階でガラス張りのエレベータに乗り、その窓から遠くに見える塔と幻想の星を見る。

（私から、最愛の家族を、最愛の人を奪ったあの塔がなんなのか私は知りたい）

　田中は塔を目指す。

　あの人達の死に何か理由をつけてあげたくて。

　無意味な死ではないと、証明してあげたくて。

　そして今なお眠る最愛の人を救う方法を探して。

　そして、その想いを田中と共有するのは一人だけ。

「なぁ、龍之介……」




◇




　そして時は今――剣也が家に帰ると、目の前に蒼井レイナが待っていた。

「おかえりなさい、剣也君」

「へぇ？」

　その蒼い瞳の少女と僕は目が合った。

　何度も憧れた、憧憬を抱いた彼女。

　自分とは住む世界が違っていて、まるで別世界の住人のような。

　そんな美しく、強く、気高い少女が僕の手の届く場所にいた。

　この薄汚く狭く暗い部屋に、彼女の存在はどこまでも違和感を覚えさせる。

　奈々と同じ制服をまとって、僕の帰りを待っていたかのようにそこに立っていた。

「ど、どうして君がここに？　え？　本物？」

「お久しぶりですね」

　わぁ、うれしい。僕のことを覚えてくれていたー。

　確かに彼女とは、数回程度だがダンジョンに潜ったことがある。

　その時挨拶ぐらいは交わしていた、感激だ……。

「お、お久しぶりです！　って違う！　なんで？　なんで蒼井さんが僕の家に？」

　すると後ろから扉が開く音がする。

　いつも通り元気で、エッチな女の子が僕の背中に飛び乗った。

　飲み物を持っているので、たぶんすぐそこの自販機にでも買いに行ってたんだろう。

「おかえり！　せんぱーい！　先輩にお客さんだよ？　なんでこんな有名人と知り合いなの？」

「み、美鈴！　お前か！」

　その小さく軽い少女が、靴を脱ごうとしゃがんでいた僕の上に飛び乗る。

　やわらかい感触が僕の背中を襲う。

　もう慣れたもんだ、僕はこれぐらいじゃドキドキしない。

　だからいくら乗っててもかまわないぞ。

「先輩に用があるみたいだから、待っててもらったの」

　ここは、僕の家だぞ、勝手に私物化しよって。

　美鈴には、もう家の鍵を渡している。

　今さら出ていけとも思わないし、僕も奈々も美鈴が好きなので別にいいのだが。

「しかし全然状況がわからない……。蒼井さん説明してもえらますか？」

「私は、次はここにお世話になるとだけ言われました」

　全然要領を得ないな。

　昔からだ、この人は日本語が下手というか、まぁ海外で長く暮らしていたそうなので仕方ないのだが。

　それを考えると、日本語がうまいともいえる。

　ピロリロリン♪　ピロリロリン♪

　すると、僕のスマホが鳴る。

　発信元は……田中さん？

　まだ背中にのっている美鈴を下ろして、僕は電話に出た。

　残念で仕方ない。

「もしもし？　田中さんですか？」

『やぁ剣也君、いきなりすまないねぇ。今二、三分ほどいいかな？』

　いいかと言われればいいのだが、正直今忙しい。

「ちょっとばたばたしてますが、まぁ……はい大丈夫です」

『ははは！　というと、もう彼女は着いたということかな？』

　その発言で僕は気づく。

　これは、あのやり手で眼鏡を光らせる社長が原因だと。

「もしかして、田中さんの仕業ですか？」

『おいおい、仕業なんて人聞きが悪いな。僕からのサプライズだよ。うれしいだろ？』

「うれしいって、びっくりという感情しかないですよ。説明をお願いしてもいいですか？」

『あぁいいとも、そのために連絡したんだから』

　田中さんは説明を始める。

　佐藤のギルドがなくなって彼女は行くところがなくなったらしい。

　彼女は、海外で両親を亡くし、祖母を頼って日本に来たのだがその祖母も病気で亡くなっていた。

　そんな身寄りのない彼女だが、装備品を装備した時与えられた職業で『勇者』だと判明する。

　ちなみに職業は、装備品を初めて装備した時にステータスと共に得ることができる。

　瞬またたく間にその噂は広がり、金に物を言わせて引き取ったのが、佐藤の会社。

　勇者という職業が金になると睨んだ佐藤代表の先見の明が功を奏した。

　まだ幼かった少女は、美しく成長し、今やトップモデルとなる。

　しかし大人の欲に巻き込まれ続けた彼女が正しく成長できたかは定かではない。

　それが経緯。

　そしてそのギルドが解散となり、「Ｓｕｇａｒ」との契約も切れたらしい。

　そこの経緯は聞いてないが、田中さんが商談が成功したとだけ教えてくれた。

「Ｓｕｇａｒ」の契約しているマンションに住んでいた彼女は、行くあてがないので田中さんが引き取ることになったのだが。

『それで君の新しくできるギルドに入れてあげてほしいと思ってね、ほら年も近いし！』

「そ、それは願ってもないことですけど……本人の意思が……」

　電話越しに、彼女を見る。

　首をかしげてその発言を聞いていた彼女は。

「私は問題ありません」

　僕はスマホに手を当てて、声を遮り蒼井さんに話しかける。

「いいんですか？　まだ何の実績もないギルドですが、そもそもできてませんし」

「はい。何か問題が？」

　そうだった、この人こういう性格だった。

　一般常識に疎く、感情が薄い、特に自分の感情を出さないこの少女。

「いや、来てくれるというなら大歓迎です！」

　電話に戻る。

「本人もいいみたいです……」

『事前に私が説明しているからね。それでだが彼女のことを任せていいかい？』

「え？　そりゃギルドに入ってもらうんですから責任持って預かりますが」

『言質はとったよ、剣也君。高校は君と同じとこにした。僕がするのはここまでだ』

（こんな時期に転校生？とはと思ったけど、田中さんの仕業だったのか……）

『じゃあ、あとは任せた！　あ、そうそうその子住む場所もないから、責任を持って……ね？　じゃ！』

「え？　ちょっと田中さん？　田中さん？」

（言質は取ったってそういうことか……）

　ツーツーツー。

　無機質な機械音だけが、僕の手からは鳴っていた。

　最後の田中さんの言葉の意味を理解して、まさかという表情で僕は彼女を見る。

　そして同じぐらい無機質で、それでいて宝石のような、青く輝くその瞳は相変わらず僕を真っすぐ見据えていた。




◇




（頼んだよ、剣也君）

　勇者を育てるため、そして剣也を守るため。

　勇者を剣也のギルドに送った田中。

　まだできたばかりの剣也のギルドなら、段階を追って成長できると考えたのも一つの要因だ。

　しかし目的は別にある。

　それは剣也ならできると信じたから。

　若い者は若い者同士が一番だからね、だから……。

　田中は摩天楼のガラス越しに、東京湾に聳え立つ天を貫く巨大な塔を見る。

（彼女の凍った心を溶かしてほしい、過去に囚われたままのお姫様の心を。君のそのあふれんばかりの温かい熱で）




◇




「蒼井さん、つかぬことをお聞きしますが今日泊まるところは？」

「田中さんからは、剣也君の家に泊まるといいと言われています。よろしくお願いします」

　悪ふざけがすぎるぞ、田中さん！

　じゃあ今日はここに泊まる？　憧れのこの人が？

　こ、こんな、こんなことって、最高……いやいやいや、彼女が嫌だろ。

「私は一向にかまいません」

　私は一向にかまわん！じゃないよ。

　一応男の家だよ？　警戒されてない？　それはそれでちょっと悲しいけど。

「先輩、もしかして同居人増える感じ？」

「そのようだ……」

　美鈴が、まさかという声で聞いてくる。

「さすがに……この家で四人は……」

　この狭い部屋を見ながら僕と美鈴はため息をつく。

　十畳一間の我が城は、すでに三人いるが、それですら寝る時に足が当たる。

　美鈴なんかいっつも僕にその足をのせてくる、我々の業界ではご褒美です。

　ってのは冗談で、正直満足に生活できるレベルじゃない。

　ピロン♪

　ん？　田中さんからメッセージ？

『前言っていた不動産屋だが、今週の土曜空いてるみたいだ。予定は問題ないかい？』

（怖いこの人、タイミングよすぎる、でもそろそろいいタイミングか……）

「と、とりあえず今日は僕がどこか別のところで寝ますんで！」

　僕がそう言うと、蒼井さんが首をかしげてこちらを見る。

「ここはあなたの家ではないのですか？」

「い、いやそうですけど、嫌でしょ？」

「何がですか？」

（だめだ、全然話が通じない……）

　すると、またドアが開く。

「ただいま！　……どうしたのお兄ちゃんそんなとこで突っ立って。お客さ……えぇぇ！！？？」

　奈々が買い物帰りの荷物を持って帰宅し、蒼井さんを見る。

　そりゃ、スーパーモデルが家にいたらそんな反応になるだろう。

「はじめまして、蒼井レイナです。今日からよろしくお願いします」

　蒼井さんが、奈々に丁寧に挨拶をする。

「え、え？　お兄ちゃんどういうこと？　これどういうこと？」

「先輩、レイナさん泊まるって、二人の関係ってなんなんですか!?　ねぇちょっと!!」

「私はどこで寝ればいいでしょう？　荷物もあるのですが」

　三人がそれぞれ思うようにしゃべりだす。

　美鈴に至っては、僕の服を掴んでどういうことよ！と必死に揺らす。

　めまいがしてきた、逃げていいか？

「と、とにかく！　今日蒼井さんはここで寝る！　僕は廊下で寝るから！」

「先ほどから剣也君。私の名前はレイナなんですが……」

　そうだった、この人レイナって呼ばないと何回もこう言ってくるんだった。

　海外の風習なのか、苗字ではなく名前で呼ぶのがこの人の普通、私の名前はレイナですと壊れたラジオのように言ってくる。

「わ、わかりました。レイナさん！」

「あなたは私のマスターなので、敬語は不要です」

　マスターつまりギルドの長。

　彼女は僕が所属するギルドに入るのだから、いうなれば上司と部下の関係になる。




「わ、わかったよ！　レイナ！　これで勘弁してくれ！」

　それからレイナのことを、二人に説明するのに一時間近くかかった。

　美鈴はいまだに納得できていないようだが。

　一旦落ち着きを取り戻した我が家、そして僕は提案する。

「ということで、引っ越しをしたいと思います！」

　四人で机を囲み、僕は引っ越しの話をする。

　僕の収入が安定することを奈々と美鈴に説明し、ある程度の大きさの部屋は借りれることを伝える。

　五千万円のことは伝えてはいないが、来月には引っ越しができるだろう。

「ついに、この家からサヨナラなんだね……」

　奈々は、座りながら部屋を見渡す。

　相変わらずぼろいけど、いざ離れるとなるとどこか寂しいものがある。

「とはいえ、二、三週間はかかるだろうからまだ先だよ、その間はここを堪能しよう！」

「堪能するところなんかもうないけどね……」

　少し見渡せばすべてを見渡せるこの家。

「私も結構ここが好きだったんだけどな……」

　美鈴も短い期間だったが、この狭い部屋を気に入っていたようだ。

　僕も最初こそこんなとこに住むのかと気持ちを落としていたが、今となっては愛着が湧いている。

「美鈴お前はどうするんだ？」

「え？　どうって？」

「いや、行くとこはあるのかって」

「……」

　静寂が部屋を包む中、美鈴は何を言っているんだ？という顔で僕を見る。

「え？　もしかして私捨てられる？」

　美鈴が、泣きそうな顔でこちらを見ている。

「捨てるわけないじゃないか。美鈴も一応探索者なんだ。僕のギルドに入るだろう？　一応今後どうするかだけ聞いておこうと思って」

「せ、せんぱ～い！」

　泣きながら美鈴が、僕に抱きついてくる。

　最近ことあるごとに抱きついてくるな。

　親に捨てられた美鈴は、愛情に飢えている。

　だからせめて兄のように、この子を守ってあげようと僕は思っていた。

「とりあえず、今日はもう寝ようか。今後のことはこれから考えよう。とりあえず今週の土曜不動産屋さんが物件を紹介してくれるらしいから一緒に行く？」

「行く！」「私も！」

「剣也君、私は行ったほうがいいですか？」

「レイナも使うギルドの本部になるからね、来たほうがいいんじゃないか？」

「わかりました」

　今度の土曜に僕達四人は、田中さん紹介のもとギルド本部兼新しい住処を見に行くことになった。

「じゃあ、今日僕はここで寝るから女性三人で部屋を使ってくれ」

　僕は、部屋を出て玄関とリビングの間の廊下に布団を敷いた。

「せんぱ～い、私にくっつけばこっちで寝れますよー？」

「別に私も久しぶりにお兄ちゃんと同じ布団でもいいよ？」

「私も別に同じ布団でも気にしません」

「僕が気にするから！　おやすみ！」

　僕は、急いで部屋を出た。

　一家の主が廊下で寝ることになるなんて。

　かといってあっちの部屋では、心が休まらないし、眠れないだろう。

　だって、憧れの人が横に寝ているんだから。

「先輩、おやすみ～」

「お兄ちゃん、おやすみ～」

「おやすみなさい、剣也君」

　僕が布団に潜ると同時に、三人も布団を敷いて寝る準備を始める。

　そして布団を囲んで、始まるガールズトークが薄い扉越しにはっきりと聞こえる。

「ねぇねぇ、レイナさん彼氏とかいないの～？」

「いません、よくわからないんです。そういう感情が」

（よっし！）

　僕は布団の中でガッツポーズをする。

　レイナは彼氏がいないらしい。想像はできたことだが。

「えーもったいない、こんな美人なのに！　でも先輩はだめだからね？」

「何がだめなんですか？」

「「とにかくだめ！」」

「よくわかりませんが、わかりました」

（わかっちゃったよ！）

　僕のガッツポーズは力なく折れる。

　どうして我が妹まで兄を否定するんだ。

「お二人はいるんですか？」

「いないよ！」

「私も～」

「でも好きな人はいるかも～。いるかも～!!」

　美鈴がいるかもを強調する。

　まるで誰かに聞かせるように。

　そんな他愛もないガールズトークを繰り広げて夜は更ける。

　二人の笑い声と、一人の落ち着いた声が静かな夜を賑やかす。

　今日は僕はわき役だ、だから廊下で静かに眠る。

　床が冷たくて硬くて眠りづらい、早く新しい家を探さなきゃ。

　そして夜は更け、いつの間にか眠ってしまっていた。




　翌日の朝。

　窓から差し込む日の光が僕の顔面を直撃して、朝がきたから起きろと主張する。

　カーテンもない玄関の窓のせいで、身を守ることもできず抵抗むなしく僕は起きてしまった。

　目もばっちり覚めてしまったので、顔を洗ってみんなが寝ている部屋の様子を見る。

　すると三人が川の字になって寝ていた。

　今でも信じられない。

　僕のこの部屋で、トップモデルで、勇者のレイナが寝ているなんて。

　いけないとわかっていても僕は寝顔を見てみたいという衝動に駆られる。

　きっと綺麗な寝顔なんだろうと、好奇心に負け、音を立てないようにゆっくり覗き込みレイナの寝顔を見る。

　そして思わず声を出しそうになるのを必死に抑える。

　だって彼女の寝顔は……。

（泣いている!?）

　レイナは涙を流していた。

　夢を見ているんだろうか、何か助けを求めるような。

　そんな表情で、彼女は涙を流していた。

　長い髪が彼女の顔を隠しているが、それでもはっきりとわかるほどに。

　僕はその表情が忘れられなかった。

　そして彼女が眠りながら口にした言葉も。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　僕はその涙の意味も、言葉の意味もわからずにただ驚くことしかできなかった。




　教室の席に座りながら僕は、今日もみんなに囲まれるレイナを見てつぶやく。

「なんだったんだろうな、あの涙、それにごめんなさいって……」

　何か理由があるのか、ただのあくびとかの生理現象なんだろうか。

　キーンコーンカーンコーン

　終業の鐘が鳴る。

　レイナは相変わらず多くのファンに囲まれている。




　対照的に僕の周りは誰もいない。

　まぁ主に佐藤のせいで僕は友達ができなかったのだが……。

「よし、今日もダンジョンに行くか。ゴブリン将軍の装備の次の進化も何か見たいし」

　今日も特に何もない平凡な高校生活だった。

　そう思いながら席を立ち、帰ろうとする。

　しかし、僕の平穏で、平凡な生活は終わりを告げた。

　群がるファン達をモーゼが海を割るかのごとく、真っすぐ歩いてきた彼女が僕に告げた言葉で。

「剣也君、帰るんですか？　一緒に帰ってください。まだあなたの家を覚えきれていないので」

「へぇ？」

　僕は素っ頓狂な声が出る。

「「「「「へぇ？」」」」」

　ファン達も素っ頓狂な声が出る。

　固まる空気に、レイナは疑問をもって首をかしげてさらに爆弾発言をする。

「一緒に住む許可を昨日もらったと思ったのですが……」

「「「「「はぁぁぁぁぁ！！！！？？？」」」」」

　教室中、いや学校中に響きそうな叫び声が鳴り響く。

「え？　え？　どういうこと？」

「レイナさんどういうこと!?　もしかして二人って!?」

　焦る観衆、頭をかかえる僕、相変わらず無表情のレイナ。

　そしてレイナが、無自覚で爆弾発言を連発する。

「昨日の夜は彼の家で過ごしましたが、それが何か？」

「「きゃぁぁーーーー!!」」

　女性陣の黄色い悲鳴と。

「「ぎゃあぁぁぁあーーー!!」」

　男性陣の怨嗟の悲鳴が教室に響く。

「み、御剣氏！　我らは非リア充の同志であろう！　裏切るでござるか!!」

　初耳だが？　僕に同志なんかいない。いるとしたらお前達の幻想だ。

　眼鏡の目立たない集団の一人が――確か大おお和わ田だだったかな、あまり話したことはないが――が、僕の襟を持って必死に揺らす。

　我らは同じ志を持った非リアであろうと血の涙を流して僕を揺する。

「御剣君！　御剣君！　どういうこと？　ねぇ！　どういうこと？」

　女の子達も有名人のスキャンダルに心躍らせ、話したこともないのに話しかけてくる。

「ち、ちょっと事情があって寝るとこを貸してるだけだから!!」

「剣也君は、私のご主人様マスターです」

「「きゃぁぁーーーー!!」」

「「ぎゃあぁぁぁあーーー!!」」

「変な言い回しをするなー!!」

（お前感情がないとか絶対嘘だろ、キャラつくってんだろ!!）

　悪意すら感じるレイナの言葉選びに教室のボルテージは最高潮に上がる。

　僕は、男どもからの殺意を一身に浴びて、身の危険を感じ教室を飛び出した。

「走って帰るのですか？」

　レイナも荷物を持って駆け出した。

　帝装備のステータスをもってしても振りきれない、さすがは勇者で僕の憧れた人。

　一目散に学校を飛び出して、息を整える僕。

　そして……。

「剣也君、速いですね。見失うかと思いました」

　すぐ後ろで、まったく息を切らさないレイナ。

（相当ステータス上がったはずなんだけど、まだレイナのほうが上なのか？）

「レイナ、僕達が一緒に住んでることはあまり公に言わないように！」

「？　わかりました」

　首をかしげながら肯定するレイナ。

（はぁ……、ほんとにわかってるといいんだけど……）

「今日僕はこのままダンジョンに行くけど、レイナは帰る？　帰るなら鍵を渡しておくよ」

「ダンジョンですか、私も同行します」

「花か〇院いん！」

「？　私はレイナですが」

　私も同行しよう！　残念ながらレイナにはまったくこのネタは通じなかったようだ。

　でもなんでついてくる？　同じギルドのメンバーとして？　そもそもダンジョンが好きなのか？　彼女がダンジョンに潜る理由はなんなんだろう。

「いいけど、今日もダンジョンの十階層で周回するだけだよ？」

「かまいません」

「レイナってダンジョンに何を求めているの？」

「……」

（黙秘された、まぁいいか）

　うつむきながら何も言わないレイナ。

　ついてくるというのなら拒否するほどの理由もないため一緒にダンジョンに行くことにした。

「け、剣也君……何があったの？」

　愛さんが、僕とレイナを見て震える。

　愛さんだけじゃない。多くの探索者達、そもそもここに来るまでに何度指をさされたか。

「今度僕ギルドをつくることになったんですが、レイナさんはそのメンバーになるんです……」

「えぇぇ！　ほんと？　は、はじめまして。剣也君のナビゲーターをしてます。中野愛です」

「はじめまして、蒼井レイナです。よろしくお願いします」

　レイナと愛さんが握手を交わす。

　愛さんが信じられないという目で僕を見てくる、僕も信じられないので仕方ない。

「って、ギルドつくるの!?　え？　ほんと？　もう驚くことばかりなんだけど……」

「すみません、話してませんでした。あ！　ギルドのナビゲーターも愛さんにやってもらうことってできるんですか？」

　探索者ごとに担当ナビゲーターはつくが、ギルドはギルドの担当ナビゲーターがつくことになっている。

　だから、できれば新設するギルドのナビゲーターも、愛さんにやってもらいたいと僕は思っていた。

「そ、それは指名してもらえればたぶん大丈夫だけど……もしかしてメンバーは二人？」

「いえ、あともう一人いますんで今のところは三人ですね」

「お、女の子？」

「はい、一つ下です」

　すると愛さんが突如頭をかかえだす。

（いつの間にかハーレムルートに入ってるぅぅ!!）

　出遅れたーという思いと共に、愛は剣也の前で頭をかかえていた。

　いつの間にか自分が目をつけていた少年の周りには女の子が集まっているようだった。

「で、愛さん。とりあえず今日も二階層から十階層を周回しますんで！」

「え？　えぇ、いってらっしゃい。気をつけてね」




◇




　その剣也の背中を見ながら愛は思った。

（もし、レイナさんが敵になったら……）

「はぁ……勝ち目ないわね」

　大きなため息をつきながら剣也を愛は見送った。










【第八章】　エクストラ




　ダンジョン二階層。

　ゴブリン達の巣窟、もう慣れたもんで地図も立て札もなしで攻略できる。

　今日も十回、九階層のゴブリンジェネラルを倒す予定なので、そうすると合計百回攻略することになる。




「じゃあ、レイナ。ステータスの共有だけしていい？」

「はい、問題ありません」

「「ステータス！」」

　レイナのステータスと、僕のステータスが表示される。

　勇者の職業の破格の性能に僕は目を疑った。




―――――――――――――

名前：蒼井レイナ

ＤＰ：９８０００ｐｔ

職業：勇者

・勇なる者Ｌｖ１：次のレベルまで10万ｐｔ

（Ｌｖ＊１０００能力値上昇）

・生命回帰ＬｖＭＡＸ：（未開放）




◆装備品

武器：【鋼の剣Ｌｖ１】

頭　：【騎士の兜Ｌｖ１】

胴　：【騎士の胸当てＬｖ１】

手　：【騎士の小手Ｌｖ１】

足　：【騎士の具足Ｌｖ１】

アクセサリー：【なし】




◆ステータス

攻撃力：１０００（＋40）

防御力：１０００（＋20）

素早さ：１０００（＋20）

知　力：１０００（＋20）

―――――――――――――




（全能力１０００!?　しかもレベルが上がるごとにさらに上がっていくじゃないか……）

「剣也君のステータスは私よりも攻撃力が高いですね」

　僕のステータスを見ながらレイナは、攻撃力について言及する。

（騎士の装備で、その力のレイナのほうがバケモンなんだけど……）

「レイナこそ、さすがは勇者って性能だね。騎士シリーズ？　もっといい装備を揃えられたんじゃ……」

「装備の力に頼らず強くなるためと、前マスターからは言われました」

（あのクソ佐藤は口だけはうまいな）

「そっか、じゃあ僕がいつか装備を用意するけど、それでもいい？」

「はい、問題ありません」

　僕とレイナは、そのままダンジョン二階層へと向かった。

　といってもここから十階層までは急げば三十分ほど。

　なので、いつも通りサクサク攻略していく。

　そして僕は見て思った。やっぱり美しいと。

　相手はホブゴブリン。

　しかしその花びらが舞うような戦い方で、美しくただの一度も切り結びすらせずに倒した。

　すべてをギリギリで交わし続ける、まるで命が惜しくないかのように。

　ステータスは、運動能力や、防御力に影響を与える。

　しかし剣の扱いや体の使い方はその人特有のものだ。

　なので、仮に同じステータスの剣の達人と素人ならもちろん剣の達人が勝つし、多少の差ならひっくり返す。

　レイナの戦いはまさにそれだった。

　武器に頼らず己の力を磨いてきた結果なのだろうか。

（佐藤の嘘が、ほんとになるとはな……まさか本気でそう思ってたとは思えないし）

　そして二人はゴブリンジェネラルの階層へとたどり着いた。

「ギャァァ！」

　ザシュッ！

　二秒で倒した。

　もうゴブリンジェネラルなんか相手にならないな。

　この周回が終わったら三十階層まで目指そうか。

　そして十階層へのゲートをくぐり転移する。

　そこでは、草原が広がり、古い家が建つ、そして多くの探索者がたむろっている。

　十階層に到達した新人探索者、十一階層へと挑戦する銀級探索者達。

　百人ほどだろうか。

　そして僕達は一階層へとゲートを使って転移する。

　そして再度二階層へ。そして十階層、そして二階層を繰り返す。

　ザシュッ！　ザシュッ！　ザシュッ！

　ザシュッ！　ザシュッ！　ザシュッ！

　ザシュッ！　ザシュッ！

「ふう、これで十回目、長かった周回もこれで最後だな」

　僕は、今日十回目、そして累計百回目の扉を開く。

（ん？　気のせいか？　扉の文様が変わっていたような……）

　そんなわけはないかと首を振る。

　なんだか、心がざわめいた。

　扉を開けるとザザザッという音が聞こえているような、しかし聞こえていないような。

　空耳なのだろうか。

「剣也君、聞こえますか……」

「!?　レイナも聞こえるのか？」

「はい、気のせいにも思えますが確かに聞こえます」

　徐々に大きくなっている気がするその音。

　心をざわめかせ、不安にさせる。

　まるでダンジョンが笑っているような……。

（でも普通にゴブリンジェネラルだな）

　そして中央にはいつものようにゴブリンジェネラルが待っていた。

　ゲヘヘと下卑た笑いを浮かべるゴブリンの将軍。

　そしていつものように、駆け出して剣を振るう。

　そしていつものように、血しぶきをあげてゴブリンジェネラルはその場で宝箱を生み出した。

　そしていつものように、その宝箱を開きアイテムを取る。

　しかし何かが違う……。

　胸騒ぎを感じた僕は、ふとゴブリンの死体に目をやる。

（なんだろう、違和感が……!?）

「灰になっていない！」

　絶命したはずのゴブリンは、すぐに灰になって消えるはず。

　なのに動かないその死体は、満面の笑みで笑っていた。

　ザザザザザッ。

「な、なんだ？」

　突如大きくなる気のせいでは済まない音。

　ザザザザザッザザザザザッザザザザザッ。

「レイナ！」

「はい」

　何かが起きる。

　そう感じた僕とレイナは背を合わせ剣を構える。

　急に視界が暗転したかと思ったら、周りは草原、そして多くの探索者達。

「ここは、十階層？」

（何度も見た景色だ、転移したのか？）

　何が起こっているのかと、僕が思考を巡らせる。

　ブー！　ブー！　ブー！

　ブー！　ブー！　ブー！

　突如鳴り響く、爆音の警戒音。

　まるでダンジョン全体から流れているようなその何かを警告するような音。

「なんだ!?」

「おい、なんだこの音！」

「お、おい！　ゲートが使えねぇぞ！」

　一階層へ、そして十一階層行くためのゲートが色あせ、使えなくなる。

　つまり僕は、僕達はこの階層から……。

「出られない……」

　プツンッ。

　警戒音が鳴りやんだ。

　直後、まるでマイクを入れた時のようなプツンッという重低音と共に、アナウンスが流れだす。

『九階層ボスを同一対象が累計百回討伐したことを確認しました。エクストラボスを召喚します』

　そして絶望が現れた。

「な、なんだ!?」

「おい！　どうなってんだ！」

　多くの新米探索者達が、慌てふためく。

　何があったと騒ぎだす。

　ドーンッ。

　その時空から何かが降ってきた。

　その音に、騒いでいた探索者達は、静まり返る。

　そして全員がその方角を見た。

　砂煙を舞い上げて、その存在は現れた。

　成人男性の二倍はあろう巨大な体躯に、緑の肌。

　その皮膚は、剣なんか通るはずはないと思えるほどに硬そうで、歴戦の猛者を思わせる。

　そして特徴的な長い耳に、長い鼻、そして身の丈ほどの巨大な斧を肩に担ぐ。

　ゴブリンだ。

　きっとこの存在は最弱のはずのゴブリン種なのだろう。

　まるで王のような豪華な赤いマントをまといながら落下の衝撃で膝を曲げ、それでも何事もなかったかのように顔を上げる。

　そのゴブリンは、最弱の種族というにはあまりにも……。

「ギャァァァァァァ！」

　確実な死の気配を放っていた。

　探索者達は、動けない。

　この存在は、ここにいていい相手じゃない。

　間違いなくこの存在は、こんな低階層に現れる存在じゃない。

　自分達がかなうような相手ではないと、体が、心が悲鳴をあげた。

　そして無慈悲なアナウンスが、僕達に状況を告げる。

『エクストラボス　【ゴブリンキング】を召喚しました。エクストラボスが討伐されるまでこの階層から移動することはできません』

「あ……あ……」

「嘘だ……ろ」

「た、助けて……」

　一歩また一歩とゴブリンキングが前に進む。

　まるで、今までの怒りを思い出すようにゆっくりと。

　まるで、やっと復讐ができると歓喜に震えるように。

　探索者達に蹂躙されてきた鬼達の怒りを体現した存在が斧を担いで歩いてくる。

　探索者達は、動けない。

　体が、心が、悲鳴をあげて絶望を受け入れようとしていた。

　その先頭にいた、探索者が必死に逃げようと足を動かし、その場で転ぶ。

　腰が抜けて、動けない。ただ足をじたばたとしてなんとか逃げようとする。

　ゴブリンキングが彼の前に、到達した。

　そして斧が振り上げられる。

　その巨大な斧で、彼を両断しようとしているのだろう。

「た、助けて」

　しかし誰も剣すら構えない、構えられない。

　だって、そんなのは無駄だから、あんな巨大な斧を受け止めることなどできないから。

　彼らができることは、こちらに助けを求める彼を見ることだけ。

　そして彼ができることは……。

「た、助けて……助けてくれぇぇぇ!!」

　誰かに助けを求めて泣き叫ぶことしかできなかった。

　ゴブリンキングの斧が振り下ろされる。

　誰もが彼の死を覚悟して、目を逸らす。

　しかし逸らさない者がいる。

　誰もが目を背ける時に、見捨てる時に、そうしない者がいる。

　力及ばなくても抵抗する少年が。

　力及ばなくても蹂躙されることに否と言えることこそが強さであると知っている少年が。

　だってそれが勇気であり。

　キーン！

　彼の正義だから。

　聞こえてきたのはフロアに響く巨大な金属音。

　まるで剣と剣がお互いを壊さんとするかのように激しくぶつかる音、探索者達が目を開けて見た光景は自分達よりも小さな少年が、その体よりも大きな斧を受け止める姿。

「ぐぁぁぁぁ！」

（な、なんだこの一撃……。一瞬で全身の気力も体力も持っていかれた気分だ）

　剣也の足が衝撃で地面にめり込む。

　剣也は守る、そもそもが自分のせいだとも思っている。

　このイレギュラーはアナウンス通りだとすれば、剣也が百回ゴブリンジェネラルを討伐したせいだと。

「ぐっぐぉぉぉ!!　レイナ！」

　なんとか両手で斧を押し返す。

「はい！」

　もう一人、この状況でも動じない少女がいた。

　レイナは王へと剣を向け切り込んだ。

「ギャァァ！」

　有効打は与えられない、しかし皮膚を切ることは成功したようだ。

　ゴブリンキングの肩の緑の皮膚から青い血が流れる。

　この相手は、剣也とレイナの攻撃がギリギリ効果があるほどの相手のようだ。

　剣也の装備はすべてＢランク。

　ならば三十～四十階層の攻略が適正、つまりこの敵は四十階層以上の存在。

　ダメージを与えられたことから五十階層以上ではないだろう。

　少年と少女は、王と切り結ぶ。

　錬金術師と勇者の二人がゴブリンキングと相対した。

　初めての二人の共同作業。

　ただし、入刀はケーキではなくゴブリンの王。

　使うのはナイフではなく剣。

　観客は多い、ただし誰一人笑顔で祝福などしていない。

　彼らにできることは、声をあげて必死に二人のこの先を応援することだけ。

「すげぇ……」

　探索者の一人が声を漏らす。

　その声につられて他の探索者達も声を漏らした。

　本来ここは、騎士の装備程度をつけたパーティー、もしくはその一つ上程度の装備品をつけた者しかいない低階層。

　その中で明らかに異質。

　その二人の戦いは、まるで一線級の探索者を思わせる。
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　金級？　いや、もしかしたらプラチナにも相当するのかもしれない。

　少女の戦いは、美しい。

　まるで花びらが舞うかのごとき体さばきで、ゴブリンキングの破壊の鉄斧を交わし続ける。

　しかもお返しとばかりに、反撃も入れているではないか。

　そしてその少年の戦いは、荒々しい。

　しかし身の丈ほどの斧を受けきり、大声をあげてはじいていく。

　見ているしかできない探索者の中には、剣也と同じような年ごろの子供を持つ者もいるだろう。

　しかし、我が子とたいして変わらない少年の背中は逞しく探索者達は勇気をもらう。

　二人と王がどれだけ切り結んだのだろう。

「はぁはぁはぁ」

「はぁはぁはぁ」

　剣也もレイナも息を切らす。

　しかし致命傷は受けていない。

　二人の戦いは、まるで初めてとは思えないほどのコンビネーション。

　そしてゴブリンキングも体中から青い血を垂れ流し、肩で息をしているようだ。

「頑張れ……」

「頑張れ!!」

「「頑張れぇぇぇ！！！」」

　多くの探索者達が二人を応援する。

　もしかしたら、彼らなら勝てるかもしれない。

　あの圧倒的な死の恐怖漂う化け物に勝てるかもと、願いを込めて。

　剣也がその攻撃力で、ゴブリンキングの攻撃を止める。

　その隙をついて、レイナが剣で体を刻む。

　その攻防を繰り返し二人は徐々に押しているように見えた。

　にやにやと笑っているだけだったゴブリンキングも今や油断など微み塵じんもない。

　この相手は、自らの命に届きうる存在だと自覚して、生存をかけた戦いに身を投じている。

「いける！　勝てる！」

　極限の戦いの中で、剣也は勝てると思った、思ってしまった。

　このままただの一度もミスをしなければこの化け物を二人なら倒せると。

　油断。

　戦いのさなか、勝利を意識してしまうことは油断となる。

　まだ剣也は、本当の戦いを、命のやり取りということを理解できていなかった。

　最も集中し、最後まで意識を張りつめなければいけない。

　お互いのすべてを、死力を尽くして最後まで微塵も油断などしてはいけない。

　それが本当の戦いというものなのに、剣也は一瞬勝てると油断した。

　その油断が致命傷となってしまう。

「!?」

　ゴブリンキングの打ち下ろしを、両手で構えた刀ではじいた剣也は体勢を崩す。

　激しい戦闘で、地面には凹おう凸とつが多くできていて、ほんの少しの油断とタイミングが噛み合った。

　踏ん張った足を踏み外し、そのまま背中をついてしまう。

　その体勢からのキングの斧の横なぎが剣也を襲う。

「ぐうぅぁ!!」

　倒れながらも無理な体勢でなんとか防ぐことはできた。

　しかし衝撃で斬破刀が、宙を舞う。

　つまり、この時点で剣也のステータスは……大幅にダウン。

「ギャァァァ!!」

　キングがこれを好機とみて返す斧で剣也を切る。

　その一刀は、無理にはなった一撃だ、しかし……。

「!?」

　剣也の胸をえぐり取った。

「剣也君！」

　レイナがすぐに斬破刀を拾い剣也に駆け寄る。

　そして倒れる剣也の傍らで膝をつく。

　胸から血を流し倒れる剣也のそばに。

　その光景を見たレイナがフリーズする。

　その血に触れたレイナが表情をゆがめて悲鳴をあげる。

「い、嫌……嫌……嫌ぁぁぁぁ！！！」

　フラッシュバック。

　その光景が何かをレイナに思い出させた。

　つらく、深く心の奥底にとどめておいたその記憶を。

　レイナは過呼吸になり、うまく息ができなくなる。

　目を見開き、感情を表に出さないレイナの表情は恐怖でゆがむ。

　彼女はパニックになっていた。

　血を流し、倒れる剣也を助けなければいけない。

　それでも触れることできず、触れてはいけないのではないか、また自分は同じ失敗を繰り返すのではないかと混乱する。

「お、おい！」

「時間稼ぐぞ！　俺達だって探索者だ！」

「あーくそ!!　やってやら！」

　百人以上の探索者も彼らの行動に勇気をもらい、走り出す。

　せめて回復する時間を稼ごうとゴブリンキングに向かって駆け出した。

　一人ひとりは弱くても、力を合わせれば時間ぐらいならと駆け出した。

　かわるがわる、気を引いて逃げては、切り込むを繰り返す。

　正面から当たってはだめだ。

　ただの一人も死人を出すな、これは倒す戦いじゃない、時間を稼ぐだけの戦いだ。

　何人もの探索者が、一歩間違えば死と隣り合わせの戦いをする。

　か細い糸の上で生存できるのは、全員の心が一つになったから。

『生き残りたい』その一点のみで探索者達は戦い続ける。

　いつその糸が切れてもおかしくない。

　それでも今戦えるのは、彼らだけ。

「お前ら意地見せろよぉぉ!!」

「あんなガキどもだけに活躍させてんじゃねぇぇ!!」

「「おぉぉぉぉ！！！」」

　彼らは、文字通り死力を尽くしてゴブリンキングに相対する。

　自分達ではかなわない相手だとはわかっている。

　それでも立ち向かうことが勇気だとあの少年が教えてくれたから。

「はっはっはっ」

　過呼吸を繰り返し、レイナは動けないまま。

　剣也に触れて介抱してあげることがレイナにはできない。

　それでもどうにかしようと手を出したり引っ込めたりを繰り返す。




（ママ、パパ……嫌、嫌。死なないで。嫌だ、嫌だ、嫌だ）




　過去のトラウマを思い出し、パニックになるレイナ。

　しかし。

「レイナ、心配しないで、僕は死なない」

　その手を握られた。

　強くしっかりと、震える手を、何もできない手を握られた。

　剣也は目を覚ます、そして起き上がりレイナの目をしっかりと見る。

　傷はそれほど深くない、防御力も４００はあったためだろう。

　出血の割にはというだけで、重症であることには違いないのだが。

　しかしおくびにも出さないで剣也はもう一度レイナに告げた。

「大丈夫だ、僕は死なない」

　レイナは驚き、剣也を見る。

　血を流しながら、真っすぐ自分を見つめる彼を。

　まるで自分の願いを聞き入れたかのように、死なないと答えた彼を。

　そして剣也は装備を取り出した。

　唯一自分だけに許された錬金という力を使うために。

　この状況で、錬金できる装備品は一つだけ。

　もしかしたらこの状況を変えることができる装備品かもしれないと願って。

　だから……。

『レベルアップ♪　ゴブリン将軍の首飾りＬｖ９』

　そして……。

『進化♪　ゴブリンキングの首飾りＬｖ１』

　そして王の首飾りは完成した。

　剣也の思いに応えるように特別な力を宿して。




―――――――――――――

装備説明

・ゴブリンキングの首飾りＬｖ１（Ｌｖによる変更なし）

　Ｂランク　レア度★★

能力

・ＤＰ獲得量が十倍になる。

・装備者の職業のレベルを一つ上昇させる。

―――――――――――――




　現れたのは荘厳な首飾り。

　金の装飾が輝く、まるで王の首飾り。

　そして能力は、ＤＰの獲得量の上昇、そして。

『装備者の職業のスキルレベルを１上昇させる』

　剣也は首飾りを装備した。

　自分の力、１００万ｐｔというはるか先にあるはずの力を手に入れるために。

『スキルレベルアップ♪　Ｌｖ13になりました。錬金可能な装備品のランクがＡランクに上昇し、Ｅランクの錬金の回数制限がなくなりました。また装備品を錬金の種に変更でき、錬金に使えます』

　アナウンスがいつものように剣也に告げたのは、錬金可能ランクの上昇。

　これ自体は想定通り。しかし１００万ｐｔでたったこれだけなのかと剣也は疑問に思う。

　しかし、その疑問に答えるように無機質なアナウンスは剣也に告げた。

　まるで、祝福するかのように。

　まるで、剣也の期待に応えるかのように。

　まるで、絶望を乗り越えろと言わんばかりに。




　アナウンスが、新たな力の解放を告げた。

　本来１００万ｐｔを獲得後に解放される破格の性能の力を。

　本当の意味での錬金術師のチートスキルを。




『新スキル　ステータス錬金ＬｖＭＡＸが解放されました』




　このスキルこそが、剣也を唯一無二の存在へと押し上げる。

　いまだ殺意をまき散らしながら暴れ回るゴブリンの王からみんなを守る力。

　今なお震える憧れの人。

　か細い糸の上で必死に耐える探索者達。

　そして何より自分自身を。

　弱い人を救いたい。

　ただ力によって蹂躙される人達を、かつての自分のような人達を救いたい。

　誰にも助けてもらえない人達を救いたいと願った少年が得たのは、枠を外れた力。

　無能で、貧乏で、優しくて、そして何より強欲な錬金術師が得たのは、枠を外れた……いや、枠を書き換える力。

　そして少年は、覚醒した。




◇




（なんだ？　ステータス錬金？）

『ステータスを自由に、錬金（足し引き）が可能となります』

　それを聞いた剣也は即座にステータスを開く。

「ステータス！」




―――――――――――――

名前：御剣剣也

ＤＰ：４２３００ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ13：次のレベルまで１００万ｐｔ

（Ａランクの装備品を日に十回錬金できる：知力10につき＋１回）

（Ｅランクの装備品を無限に錬金できる）

（装備品を錬金の種に変更可能　錬金の種：同ランクの錬金に使用できる種）

・ステータス錬金ＬｖＭＡＸ

（現状のステータスを自由に振り分けられる。念じるだけで変更可能）




◆装備品

武器：【斬破刀Ｌｖ１】

頭　：【精霊の冠Ｌｖ１】

胴　：【帝の胸当てＬｖ１】

手　：【帝の小手Ｌｖ１】

足　：【帝の具足Ｌｖ１】

アクセサリー：【ゴブリンキングの首飾りＬｖ１】




◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）▼±０

防御力：０（＋４００）　▼±０

素早さ：０（＋４００）　▼±０

知　力：０（＋５００）　▼±０

―――――――――――――




　するとウィンドウのステータス値の部分に、何か変なマークが表示される。

　念じるだけで変更が可能とあった。

　だから試しに知力を５００マイナスしようと念じる。

　すると、以下のように変わる。




―――――――――――――

◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）▼±０

防御力：０（＋４００）　▼±０

素早さ：０（＋４００）　▼±０

知　力：０（＋５００）　▼－５００

―――――――――――――




　たぶんこの５００を他に振り分けるという意味だろうか。

　そして攻撃力を＋５００と念じる。

　すると、以下のように変わった。




―――――――――――――

◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）▼＋５００

防御力：０（＋４００）　▼±０

素早さ：０（＋４００）　▼±０

知　力：０（＋５００）　▼－５００

―――――――――――――




　それを見て僕は理解した、体にみなぎる力を感じて確信した。

　この力はどこかのステータスを下げて、別のステータスに割り振ることができるようだ。

　＋１０００と念じると、他のステータスを－１０００しておかないとだめなようで、不足していますと脳内アナウンスが流れる。

　僕が理解したこの力は、装備を犠牲にして、装備のＬｖを上げてきた錬金に対してステータスを変化させる力。

　つまりステータスを犠牲にして、他のステータスを上げることがステータス錬金。

　力の使い方を瞬時に理解した僕は、いまだ震えているレイナの手を強く握る。

「レイナまだ戦える？」

「はっはっ」

　僕はいまだ呼吸が乱れるレイナを抱きしめた。

「僕は死なない。絶対に！」

　その言葉にレイナの震えが止まる。

　フラッシュバックしていたはずのレイナの震えが止まった。

　レイナの瞳に蒼さが戻る。

「わ、私。はぁはぁ、すみません。もう大丈夫です」

「レイナまだ戦えるか？」

「はい、まだ戦えます」

　僕達二人は、立ち上がる。

　見据えるは、ゴブリンの王。

　多くの探索者達が時間を稼いでくれたがもう限界だ。

　そろそろ死人が出てもおかしくはない。

　だから……。

「いくぞ！　レイナ！」

「はい！　剣也君！」




◇




　二人で王へと駆け出した。

　少女は、過去に囚われた自分を少年によって呼び戻された、勇なる者として、勇敢に。

　少年は、力を書き換えた、その彼だけの覚醒した錬金術師という力によって。

「ギャアァァア!!」

　ゴブリンキングの斧が振りかざされる。

　間に入るのは、剣也。

　そして念じるのは……。

（全ステータス攻撃力へ！）




―――――――――――――

◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）▼＋１３００

防御力：０（＋４００）　▼－４００

素早さ：０（＋４００）　▼－４００

知　力：０（＋５００）　▼－５００

―――――――――――――




　ゴブリンキングの一撃をものともせずにはじき返す。

　その衝撃でキングはのけ反り、後ろへ一歩後ずさる。

　次にレイナが横から剣を一閃する。

　気を取られたキングは、片腕を上げてガードする。

　軽傷だが、間違いなく青い血を流し、傷つけられたゴブリンの顔が苦痛でゆがむ。

　レイナへとヘイトを集めたゴブリンは気づかない。

　自分の一撃を止めた少年が、自分の命に触れていたことを。

（全ステータス素早さへ！）




―――――――――――――

◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）▼－１４００

防御力：０（＋４００）　▼－４００

素早さ：０（＋４００）　▼＋２３００

知　力：０（＋５００）　▼－５００

―――――――――――――




　目にも留まらぬその速度、そして移動するのは、ゴブリンキングの首の裏。

　そして念じるステータス錬金、剣也の気持ちが声に出る。

「全ステータス攻撃力へ!!」

　その声に、王は反応した。

　反応したが、もう遅い。

　すでに剣也の剣は振りかぶられている。

「うぉぉぉぉぉ！！！」

　この一撃で、勝負を決める。

　すでに剣也も限界だ、腹を引き裂かれ動くたびに傷が広がる。

　それでも剣也は止まらない、裂かれた腹の底から声を出す。

　その一撃は、今までのどの攻撃よりも速く、そして重かった。

　なぜなら剣也の気持ちが乗っていたから。

　生きたいという気持ち、みんなを助けたいという気持ち、こいつを倒したいという気持ち。

　いろんな感情を乗せて、剣を振るう。

　初めての死を全身で感じた戦いを超えて、剣也は覚醒した。

　スキルが？　いいや違う、探索者として戦士としての覚醒、と目覚め。

　その剣也の刃が、鬼の王の首を取る。

　ザシュッ!!

　抵抗むなしく首が飛ぶ、王の首は断罪された。

　悲鳴すらあげられず、自分の身に何が起きたかも理解できずにゴブリンの王の首は地面に落ちた。

　残るのは、巨大な体だけ。

　首をなくしたその体は、ゆっくりと倒れて灰になる。

　そして、この瞬間剣也の勝利は確定した。

「……勝ったのか？」

　探索者達は、その光景を見て声を漏らす。

　勝った？　あの化け物に勝ったのか？――と。

　そして剣也は剣を掲げる。

　王を打ち取ったと示すように。

「「うぉぉぉぉ！！！」」

　十階層に探索者達の歓喜の声が充満する。

　命の危機から、助かった安堵で全力で声をあげた。皆、勝利を喜んだ。

「剣也君、あなたはいったい……」

「ごめん……ちょっともう限界かも」

　近寄ってきたレイナに剣也は倒れかかる。

　血を流しすぎた剣也は、すでに限界だった。

「はい……。今は休んでください」

　レイナは優しくその胸に剣也を抱きしめる。

　剣也達はダンジョンの悪意に勝利した。

　これでゲートも開き、家に帰れる。

「お、おい。ゲートがまだ開かねぇぞ……」

「そんな馬鹿なわけあるか！　だって、だって倒したんぞ。ボスを」

　そう思っていたのに……。

　ダンジョンの悪意は底知れず。

　一度掴んだ獲物は逃がさないという意思すら感じさせるように。

　そして剣也達の健闘をあざ笑うかのように。

　まるで、絶望を感じさせるために待ってましたとこう告げた。

『エクストラボス　【ゴブリンキング】の討伐を確認しました。続いて……』

「嘘だろ……」

「ありえねぇよ……」

『エクストラボス　【オークキング】、【コボルトキング】、【オーガキング】の三体を召喚します』

　そして絶望の王達が現れた。

　空から降ってきた三体の王。

　そのすべてが先ほどのゴブリンキングに勝るとも劣らない覇気をまとってこちらを見る。

　すべての探索者は膝をつく。

　彼らはもう無理だと諦めた。

　先ほどのゴブリンキングですら満身創痍でなんとか倒したのに……。

　剣也を抱きしめていたレイナですら、死を受け入れるしかなかった。

　あれほど苦戦した存在が三体同時。

　誰もが勝利を諦めた、命を諦めた。

　ただ一人を除いて。

　剣也は立ち上がった。

　ボロボロの体に鞭打って。

　その少年だけは諦めない。

　倒れそうな体を必死に支え、剣を構えて前を向く。

　その燃えるような瞳には、微塵の恐れも映さない。

「レイナ、まだ戦えるか」

「ま、まだ諦めてないのですか……」

「僕は約束したから……」

　そう、少年は少女と約束した。

「君に死なないと約束した、だから最後の最後まで僕はあがくよ」

　剣也は笑顔でレイナに応える。

　それを見てレイナの表情が初めて崩れた。

「ふふっ、すごいですね。剣也君は」

　レイナは感情が動き、表情も動く。

　死の間際、トラウマのフラッシュバック、そこから彼女は剣也と共に立ちなおった。

　感情を殺していた少女に感情が戻りつつある。

　少年のひたむきさが、少女の心を動かした。

「わかりました、マスター。最後までお供します」

　レイナも合わせて立ち上がる、倒れそうになる剣也を支えながら。

　死の覚悟はできている、もう体もゴブリンキングとの戦闘のダメージで思うようには動かない。

　それでもここが最後だとしても、最後まで諦めるつもりはない。

　そして王達の咆哮が階層に響く。

　戦いが始まろうとしていた、剣也とレイナは剣を握る。

　その背中は支え合い、真っすぐ王達を見据えていた。

「行くぞ」「はい！」

　二人は王達と切り結ぶ。

　剣也は、錬金術師として新たに得た力を最大限に。

　レイナは、勇者として勇敢に。

　一つのミスが致命傷。

　しかし一いち分ぶの隙も油断もない。

　なぜなら彼らの肩には、ここにいるすべての命がのっているのだから。

　獣の咆哮と剣けん戟げきの音がダンジョンに響く。

　二人は善戦した。

　この絶望的戦力差にしては善戦したといっていいだろう。

　しかし気持ちでどうにかなるレベルを超えていたのも事実。

　それでも限界まで戦う、そして時間を稼ぐ、一縷の望みを懸けて。

　見据えるのは、九階層からの唯一残されたこの階層へと入ることができるゲート。

　しかし剣也が突如膝をつく。

「あれ？……足が……」

　必死で立ち上がろうとする。

　しかし心とは裏腹に体が限界を迎えた。

　気持ちではもうどうしようもないほどに全身が悲鳴をあげていた。

　大量の血を失った剣也の足が突如心と乖離する。

　そして振りかぶられる大剣。

　もはやこれまでか、全員がそう思って目を伏せる。

　剣也だけは、最後までその剣を見据えながら、最後まで懸命に生きようと。

「く……そ……」

　そして剣は振り下ろされた。

　思わず目を閉じてしまう剣也。

　しかし響いたのは。

　キーン。

　鉄と鉄の金属音。

　レイナ？　剣也は誰が助けてくれたと思い顔を上げる。

　そして見たのは大きな背中。

　その背中はヒーローというにはあまりに粗暴で、身の丈ほどの大剣を構える。

　無精ひげを生やしたまるで傭兵のようなその男。

　煙草はくわえず真剣な表情で、ナイスミドルのナイスガイ。

　それでもムキムキな筋肉質のＴＨＥ・兄貴が王達の武器をはじき剣也を救う。

　そして男は、振り向いて少し笑ったような顔で剣也に言う。

「待たせたな、よく耐えた。あとは任せとけ」

　その男は【世界最強】の探索者、天道龍之介その人だった。

「おうおう、ほんとにいたよ。王種達」

「ゴブリンキングをよく倒しましたね、あれは結構強いんですが」

「はは！　新人君達もすごいねぇ！」

「ひっさしぶりに来たわい、十階層」

　唯一残された九階層からのゲートから次々と現れた、四人の探索者。

　その装備には、ギルドの文様。

　夜に浮かぶ明るい金星、絶望の中に輝く希望を込めたその文様が表すものは、一つだけ。

　世界トップの最強ギルド【宵の明星】のギルドメンバーだった。

「た、助けが来たぁぁ!!」

「宵の明星だぁぁ!!」

「天道さんだぁぁ!!」

　それを見た剣也も、思わず力が抜けそうになる。

（え、援軍！　しかも天道さんと宵の明星!?）

　死を覚悟した探索者達と剣也とレイナは援軍の到着に、歓喜した。

　世界最強の援軍に。

　これほど心強いメンバーもいないだろう。

　そして駆け出す宵の明星と王種達。

　戦いは一方的だった。

　なぜなら一体ずつあの技が葬っている。

　天道龍之介の代名詞とも呼ぶべきあの剣の極致に達した技が。

「団長！」

「あぁ」

　天道龍之介が剣を担ぐ。

　彼の職業は、剣士。ただしレベルは１００を超える。

　メンバーに動きを抑え込まれた王種達、そして天道がスキルを発動する。

　その剣士スキルの最高峰の技、その名は……。

「覇邪一閃！」

　王種達の首が飛ぶ。

　彼らの持つ武器ごとまるでバターのように両断される。

　その一閃は、軌道上に何人たりとも存在を許さない。

　剣士のスキルの最終到達点ともいえるそのスキルを発現させた者は、世界でも片手で数える程度だろう。

「すごい……」

　意識を失いそうになりながら剣也は、彼らの戦いを見ていた。

　これがトップ、これが最高峰。

　いつか剣也は彼らに並び立つことができるのだろうか。

　そして、すべての王種は討伐された。

『十階層のエクストラボスがすべて討伐されました。ゲートを解放します』

　ダンジョンに響くアナウンスが、この現象の終わりを告げた。

　探索者達は歓喜した、今度こそ終わったのだと。

「やったー!!」

「ゲートが使える！　今度こそ終わったんだ！」

「ありがとう！　ありがとう！」

　探索者達は、感謝を述べる。

　重傷者は、すぐにゲートを通って運び出される。

　一階層では、多くの関係者が今か今かと報告を待っているようだ。

　ザザザッブツン。

　再度マイクが入ったような音が鳴り響く。

　全員が警戒したが、アナウンスが告げた言葉に警戒を解いた。

『エクストラボス討伐報酬を与えます。ステータスの乖離と貢献度から報酬者を選定しています……』

　そのセリフに倒れそうになりながらも剣也は反応する。

『御剣剣也、蒼井レイナの二名に報酬が与えられます』

　そして二人の前に光と共に宝箱が現れる。

　その色は、銅でもなく、銀でもなく、そして金でもなかった。

　目を背けたくなるほどに虹色に輝くその宝箱。

　どうやらステータスの乖離という言葉から能力値が影響していそうだ、

　宵の明星は強すぎるため報酬はない。

　ここまで来てくれたのに、申し訳ないと、剣也は思った。

　すると天道が剣也に向かって歩いてくる。

「よぉ、一世さんが気に入ってるガキか。よく耐えた、おかげで間に合った」

　彼らはアナウンスが流れてから全力でここへ向かったらしい。

　アナウンスは塔内全体に流れたので一階層にももちろん流れている。

　しかしどれだけ急いでも一階層からここまでは三十分はかかるので、到着が遅れたそうだ。

「は、はじめまして！　ガハッ！　御剣剣也といいます！」

　血を吐きながら剣也は膝をついて挨拶をした。

　そして宝箱と剣也の胸の傷を天道が見る。

「無理すんな。それとその宝箱は、お前らのもんだ。頑張ったんだろ、気にすんな」

　そう言って天道は、その大きな手で剣也の頭をわしゃわしゃとなでる。

　剣也の頭をすっぽり覆うほど大きくそして分厚い手に剣也は安心した。

　ぶっきらぼうだけどすごく優しい人なんじゃないかな、そんなふうに剣也は思った。

「団長が言うならしかたねーな」

「ねぇねぇ！　何が入ってんの!?」

「興味あります」

「わしも気になるの」

　見守られながら、剣也はその宝箱を開く。

　正直すぐ休んだほうがいいのだが、気になって休めない。

　レイナも自身の前の宝箱を開いた。

「これは……服？」

　剣也のほうには、真っ黒で、薄いのに、破れそうにない何かの革のような真っ黒な服。

　膝まであり、まるでトレンチコートのようだ。それでいてとても頑丈そうで傷一つつきそうにない。

　そしてレイナのほうには、古びた剣だった。

　剣也は目を凝らし能力を確認する。

　誰のものでもない装備なら、装着せずとも確認できる。




―――――――――――――

装備説明

・黒龍の羽衣Ｌｖ１（Ｌｖによる上昇＋１００）

　Ｂランク　レア度★★★★

能力

・防御力＋１０００

・龍種の攻撃を10パーセントカット

・龍種以外の攻撃を20パーセントカット

―――――――――――――




「ほう……、黒龍とな。龍の羽衣は見たことがあるが、それは初めてじゃな」

　団員の一人のお爺さんが興味深そうに剣也の装備を見る。

　見た目六十歳ぐらいだけど、第一線で活躍しているすごいお爺さん。

　装備品なのか私服かはわからない和服で、達人の雰囲気を醸し出す。

（レア度★４!?　どこまで進化できるんだ、この服……。それに防御力＋１０００か）

　剣也はその破格の性能の装備をつけようと、立ち上がろうとする。

　黒い羽衣が中二いや、高二心をくすぐる。

　しかし剣也は忘れていた。

　血を流しすぎてすでに満身創痍だったことを。

　アドレナリンでなんとか今まで動けていたことを。

　そして剣也は立ちくらみして意識を失った。










【第九章】　心の変化




「知らない天井だ」

　僕はたぶん病室であろう場所で目を覚ます。

　腕には点滴、体には包帯が巻かれている。

　つい、いつものように体を起こそうとする。

　しかし……。

「痛ってぇぇ!!」

　浅くはあるがゴブリンキングによって僕の腹筋は、切断されていた。

　腹筋に力を入れて起こそうとすると血が滲みそうになる。

　そしてその声で、彼女達が目を覚ます。

「お兄ちゃん！」

「先輩！」

「剣也君」

　妹と、美鈴と、レイナが僕のそばで体を起こす。

　丸一日横にいてくれたようだった。

　実際のところ、丸一日どうかわからないが。

「おはよう、お兄ちゃん！　心配したんだからね！」

「あぁ、ごめん」

「ほら、先輩立たせてあげます！　あ、変な意味じゃないですよ？　上半身です。下半身じゃないですよ」

（こいつ実は中身おっさんなんじゃないか？）

　相変わらず軽口で下ネタを言ってくる美鈴に支えてもらい僕は上半身を起こしてもらった。

「よかった、剣也君」

　ここは、個室のようだ。

　どうやら重症なのは僕だけでレイナは無事だった。よかった。

　僕の周りで、女の子達が三者三様のリアクションをとる。

「ごめん、心配かけた」

「ううん、元気そうでよかった。でもしばらく安静だからね！　お兄ちゃんのお腹結構縫ったらしいよ？」

「剣也君、その間は私がお世話します」

　レイナがグイっと僕に体を近づける。

（あれ？　なんか表情がいつもより明るい気がする）

「え？　ず、ずるい！　私がする！　せ～んぱい、私のほうがいいですよね？」

　美鈴もグイっと僕に体を近づける、というよりくっつく。

　そして僕にだけ聞こえるような声で美鈴は、耳もとでささやくように言う。

「私なら下のお世話だってできますよ？　もちろんエッチなほう……」

（ま、まじですか!?　エッチなほうですか!?）

「み、美鈴！　ふざけ……痛てて！　大きな声をださせるな……」

「ふふ！　冗談です。まぁ実際は看護師さんがしてくれるし、私達は邪魔なだけなので退散しますね」

　僕が起きてとりあえず安心した三人は一旦家に戻るらしい。

　ご飯も食べてないし、うたた寝してしまったとはいえ満足には寝ていないから。

「じゃあお兄ちゃん、何かあったら連絡してね？」

「剣也君、お大事に。また明日来ます」

「先輩、じゃあね！」

　そして奈々達が病室を出た後、誰かに挨拶しているような声が聞こえる。

　それは聞きなれた声だった。

　そして廊下から現れたのは……。

「田中さん！　っと天道さん!?」

「やぁ、元気そうでよかったよ、剣也君。それにしてもモテモテだね」

「冗談言わないでください、それと天道さん。あの時は本当に助かりました。ありがとうございます」

「あぁ、気にするな」

　二人は僕の横に座って話しだす。

「剣也君、状況を教えてくれるかね？　たぶん一番今回のことを知っているのは君のはずだ」

「はい、すべて話します」

　僕は二人に九階層を百回クリアしたらこの現象が起きたと伝えた。

　あのアナウンスはどうやらダンジョン全体、つまりは一階層にも聞こえていたらしい。

「なるほどね、確かに階層ボスを百回攻略した者などいなかっただろう」

　通常は階層ボスを倒せば次の階層を探索する。

　なので数回程度の人はいるだろうが、百回も倒したのは僕だけだろう。

「んで、あの王種どもが現れたわけか、あれは四十五階層の中ボスだぞ、よく倒せたな」

　ゴブリンキングはじめ、王種と呼ばれるその種族達の王達は四十五階層の中ボスとして出現するらしい。

　天道さん達は余裕のように見えたが、何度も倒した経験からだろう。

「はい、レイナと協力してなんとか、それと新しい力も」

　剣也はステータス錬金のことを伝える、一応Ａランクも錬金できＥランクに至っては回数制限がなくなったことも。

　新たに手に入れた剣也だけのチート級の力を、信じている田中さんには伝えた。

「ふむ、スキルレベルの上昇に伴い新しい力を手に入れるのは不思議じゃない、龍之介の覇邪一閃も１００Ｌｖで獲得したしね。それにしてもその能力は……すごいね」

「はい、とはいえレイナがいなければ危なかった相手です。僕はまだまだ弱い……そ、そうだ！　ケガ人は！　まさか死人は出てませんか？」

「大丈夫、軽傷者は多いが命に別状のある者はいない、君が懸命に守ったおかげだよ」

「いえ……原因は僕ですので……」

「お前は悪くねぇよ」

　気落ちしている僕を励ますように天道さんが否定してくれる。

　大きな声ではないが確かな意思を乗せて僕は悪くないと言ってくれた。

「ふふ、龍之介がね、珍しく怒ってたんだよ。実はね……」

　田中さんは、話し始める。




＊＊＊




　剣也が気絶して運ばれてすぐ。

「おい！　この責任は誰がとるんだよ！　もちろんあのガキだろうな！」

　片腕から血を流す軽傷の男が叫びだした。

　この事態を招いた奴が責任を取れと騒ぎだす。

「お、おい。あんたあの子は悪くないだろ……」

「はぁ!!　お前らもあのアナウンス聞いてただろ！　あいつがボスを百回倒したからこの事態が起きたんだろうが！」

　彼の言い分も間違いではない。

　確かに、剣也が百回九階層のボスを倒したことでエクストラボスの発生条件を満たしてしまった。

「俺はそのガキが地面に額こすりつけて謝るまで許さねぇぞ！　あと賠償金だ！　一千万はいるなぁ！」

　まるで勲章のように傷を高らかに掲げて賠償責任を問おうとするその男。

　どこにでもいるあわよくばお金が手に入らないかと騒ぎ立てる存在、ごねるだけなら無料だから。

「そうだろ、みんな！　しかも高そうな装備品を得やがったんだぞ？　俺達に泣いてどうかもらってくださいっていうのが筋だろうよ！」

　その男は、可能ならあの虹色の宝箱の装備すら手に入れようとする。

　自分は被害者だと高らかに叫び、周りを巻き込もうとする。

　しかしその声に反応する者は一人だけ。

「おい、坊主のどこに責任があるってんだ？」

「て、天道さん！　でもあんたが来なきゃ俺達全滅だったぜ？　あのガキのせいでよ！　誰が悪いかなんて明白だろう？　あのガキには賠償する責任があるぜ？」

　天道龍之介がその男の前に立つ。

「坊主に責任はねぇ」

「おいおい、あんたも耄もう碌ろくしてんのか？」

「ねぇよ、坊主には」

「でも原因はあのガキだろう？」

「[image: ][image: ]？」

「ひぃ！」

「まぁ待て龍之介、殺気で人が死によるわ」

　そばにいた老剣士、宵の明星の一人が剣を構えようとした天道を諫いさめる。

　空気すら震える殺意を飛ばされた男はひるんで縮こまり、しりもちをつきそうになる。

「お前さんの主張は、あの子が悪いと言っておるのかの？」

「そ、そうだ！」

「そりゃちとかわいそうじゃろう。二十年、お前さんのケツの青い頃からわしはこのダンジョンで生きてきたがこんな事象は初めてじゃ。誰が予想できたというんじゃ」

「そ、そりゃそうだが、でも原因は……」

「確かに、この事象のきっかけはあの子が大ボスを倒したことじゃ、それは否定せんよ？　しかしそれであの子が悪いとはならんじゃろう、世界で誰も知らないことに運悪く出くわした。あの子も被害者なんじゃから」

「そ、そりゃ運が悪かったのは否定しねぇよ？　だからって自分のやったことに責任は持たなきゃ……」

「ならお前さんも責任を持つべきだわな。自分で何が起きるかわからん探索者という道を選んだんじゃ、まさか命の危険がないと思っておるのか？　この職業に」

　探索者を選んだのは自分。

　今回の事象は、全員が被害者、強いて言うならダンジョンが悪い。

　ならば運が悪かったと思って自分で責任を取れと告げる、その目は齢よわい六十を超えてなお鋭く威圧し、もの申すこと叶わない。

「い、いや……」

「それに、あの子を悪いと思ってるのはお前さんだけみたいじゃよ？」

　あたりを見渡すとすべての探索者達が、男を睨んでいる。

　どうやらこの主張に賛成してくれるような探索者は他にいなかったようだ。

　そして一人が一歩を踏み出し、直訴する。

「お前恥ずかしくないのか？　あの子の、あの戦いを見て！　命を懸けて俺達を守ろうとしてくれた一回りも俺達より小さいあの子の大ケガを見てよく言えたな」

　彼はゴブリンキングから剣也に命を救ってもらった男だ。

　いまだ足は震えているが、それでもあの少年に感謝したい。

　誰もが見捨てようとしたあの時に、命を懸けて自分を救ってくれたあの少年に。

「うっ……」

「あの子は悪くねぇよ、俺達はそう思ってる。それでもあの子は責任を感じて、精いっぱい自分のせいだと俺達を守ろうとしてくれてたじゃねえか……あんなに血みどろになって……」

「……わかったよ」

　その軽傷の男はゲートへと消えていく。




◇




「そうですか……天道さんありがとうございます」

「いや、まじでお前はなんも悪くねぇから気にすんな」

（とはいえ、きっかけをつくった身としてはなんとも言えない気持ちではあるんだよな……）

「まぁ、その話は置いといてだね。レイナ君と共闘したんだって？　早速仲よくなってくれてうれしいよ。君に任せたのは正解だったね、先ほどレイナ君を見たが表情が明るくなったように見えた」

「それなんですが、レイナが倒れて血を出す僕を見て何か様子がおかしくなったんですが、彼女の過去に何があったんですか？」

　ゴブリンキングの斧が僕の胸を浅くえぐり僕は血を出した。

　傷こそそこまで深くはなかったが、血を出して倒れる僕を見てレイナは叫んだ。

　普段の冷静なレイナにはありえないような悲鳴だった。

　そして過呼吸になった。あの症状はまるで……。

「フラッシュバックしたか……詳細は彼女に直接聞いたほうがいい、私が言うことではない。しかし公開されている情報だけでいうなら……」

　田中さんは言いづらそうに、間をおいて答えた。

「彼女の両親の死は事故によるものではない」

「な!?　事故ではない？　ってことはもしかして殺人ですか？」

「あぁ……だか詳細はもっと悲惨だよ、もし君が真相を知っても、どうか彼女を嫌わないでやってくれ」

「そんな……僕が彼女を嫌うわけないじゃないですか！」

「あぁ、その君の真っすぐなその熱こそ、彼女には必要だろう、だから君に任せた」

　そう言って田中さんと天道さんは席を立つ。

「坊主。傷が治ったら打ち上げに行くぞ。うちは仕事終わりは絶対に飲みに行くんだ」

　天道さんは、また僕の頭をくしゃくしゃした。

　相変わらず大きな手だ、それに宵の明星のメンバー全員に感謝を伝えないと。

「はい、早く傷を治して打ち上げをやりましょう！」

「おう」

　仕事に戻ると言って、田中さんと天道さんは病室を出た。

　替わるようにお医者さんが入ってきた。

　たぶんお医者さんだ、白衣を着ているし。

「やぁ、起きたかね。御剣君」

　眼鏡をかけた三十代ぐらいのイケメンだった。

　イケメンで医者って無敵じゃないか。

「先生、このたびはお世話になりました」

「なーに仕事だ、私は伊い集じゅう院いん。主に探索者を担当することが多い。よろしくね。まぁあまりよろしくされると困るがね」

　笑顔で握手を求められたため僕も応える。

　歯が白い。笑顔で見えたその真っ白な歯が光って見える。ホワイトニングかな。

「はは……。気をつけます。それで伊集院先生、僕はどれぐらいで退院できますか？」

「それがだね……一つ質問なんだが。今まで三人の女の子がここにいただろう？」

（ん？　美鈴、奈々、レイナのことか？）

「はい、いましたが？」

　それを聞いた伊集院先生が、小声で僕だけに聞こえるようにこう言った。

「誰が君の本命なんだ？」

「な、何を言ってるんですか！　って痛てて！」

「おいおい、大きな声を出したら傷が開くよ？」

（言わせたのはあんたでしょうが）

　つい大きな声を出してしまった僕はお腹を押さえる。

　ちぎれた腹筋が血を滲ませそうだ。

「いやー、あんなにかわいい女の子達三人から選べるなんて君は幸せだね」

　うらやましいよと、両手を上げてやれやれと伊集院は軽口をたたく。

「ち、違いますよ、しかも一人妹だし。なんなんですかその質問は」

「いやいや、大事な質問だよ？　まぁまだ選べないなら仕方ないが。まぁ冗談はおいといて……」

（冗談って言ってしまってるし……）

「退院してもいいんだがね？　実際筋肉繊維がちぎれているだけだし。とはいえ一人で立つのも大変だから看病してくれる人がいるのかと思ってね？」

「い、いるにはいますが……」

「よし！　じゃあ退院だ！　君の妹さんが、治療費を聞いて真っ青になっていたからね」

　確かに家計は火の車。

　まだ王シリーズの納品前なので、お金もない。

　そんな事情もあって、翌日の退院が決まった。

　迎えに来てくれたのは……。

「剣也君、退院おめでとうございます」

　レイナだった。

　レイナは病室の扉を開けて、僕を迎えに来てくれた。

　学校を休んで来てくれたので、奈々と美鈴はいない。

　昨日奈々に連絡したら、誰が行くかもめてるからまた連絡すると言われた。

　もめてる？　そんなに面倒なの？　お兄ちゃん泣いちゃうけど。

　そして来たのがレイナだった。

　そのレイナが、なぜか僕の前で背中を向けてしゃがんでいる。

　まるで、背中に乗れと言わんばかりに。

「レイナ？　何をしてるの？」

「歩くのが大変かと思って……」

「レイナ、車椅子ってのがあってね？」

「……失礼しました」

（ボケなの？　ボケてくれたのか？　突っ込みづらいんだけど……本気か冗談か全然わからんし）

　そして僕は車椅子をレイナに押されながら退院した。

　二週間ほどで歩けるようになるらしいので、それまでは車椅子生活だ。

「では、伊集院先生。お世話になりました！」

「あぁ、また二週間後にね！」

　病院の外に出る。

　日差しが眩まぶしい、光が目を焼く。

　久しぶりの外だからだろうか、こんなに日差しって眩しかったっけ？

　というよりこれはフラッシュ!?

　パシャパシャパシャ！

（カメラの音？　これは写真を撮られてるのか？）

　すると、多くの人間が大きなカメラを担ぎながらこちらへ走ってくる。

「蒼井レイナさん！　そちらの車椅子の方とはどういった関係なんですか!?」

「彼氏さんですか!?」

「同じ家に住んでいるとの噂もありますが！」

　彼らは記者なのだろう。

　レポーターのような女性達が我先にと僕とレイナを取り囲む。

　一瞬で僕らの周りは人混みになり、身動きが取れなくなる。

　彼らは剣也の想像通り記者達。

　国民的、世界的モデルの蒼井レイナのスキャンダルとあっては、取材しないわけにはいかない。

「か、彼氏さん！　一言！」

「彼氏じゃないですって！」

　マイクを突きつけられた僕は逃げることもできず、マイクで顔をゆがめる。

　って痛い痛い、押し込みすぎ!!

「剣也君、しっかりつかまっててくださいね」

　耳もとでレイナがささやいた。

　レイナの息が耳にかかる、思わず変な声が出る。

「へぇ？」

　するとレイナが僕を車椅子ごと持ち上げた。

　そして……。

「と、飛んだ!!」

「撮れ！　撮れ！」

　パシャパシャパシャ！

　レイナの１０００を超える攻撃力は簡単に僕を車椅子ごと持ち上げ、記者達を飛び越えた。

　瞬く間に記者達を振りきり、走り抜ける。




「大丈夫でしたか？　剣也君」

「無茶するな～。レイナ」

　記者達を振りきって、僕らは普通の道を歩き出す。

　途中何度も写真を撮られた、電車の中でもたくさん撮られたのでたぶん明日には僕も有名人だ。

　蒼井レイナに彼氏疑惑！　謎の車椅子の男！

　なんて見出しが一面に出てしまうのか……。

　事実とは違うけど、否定しても無駄だろうな。

　レイナのファンに刺されなければいいけど。

　まぁこの黒龍の羽衣の防御力を超えてくるような悪漢はそうはいないはずだが。

　あの時の装備を僕は幻想形態で装備している。

　防御力１０００を超えだすと、銃弾ですら効果がなくなる。

　もはや化け物級の剣也の防御力は、悪漢のナイフごときでは傷すら与えられない。

「なんか、すごい懐かしく感じるなー」

　僕らは家に着いた。

　そして家に入り、レイナに肩を支えられながら僕は用意されていた布団に寝かされる。

　レイナのステータスならお姫様抱っこも余裕だ。

（やだこの角度から見たらすっごいイケメン）

「お疲れさまでした」

「あぁ、レイナありがとう。ここまで運んでくれて」

「いえ、剣也君には助けられてばかりでしたので……」

　すると僕を置いたレイナが深呼吸する。

「ふぅ……」

「レイナ？」

「よし！」

　何かを決意したレイナは、ごそごそと鞄から何かを取り出す。

（茶色い紙袋？）

　おもむろに茶色い紙袋に入った何かを取り出し僕の横に座った。

　呼吸を整え、何かを決心したように僕のすぐ横に座って真っすぐに僕を見た。

「剣也君……私ではうまくできないかもしれないですが」

　レイナの呼吸が早まる。

　頬は赤く、目は潤む。

「ん？」

「服を……脱いでください」

「え？　えぇぇ!?　ど、どうして!?」

「たまってますよね、剣也君。私がしてあげますから、私頑張りますから……」

「な、な！　だめだよレイナ！　そんなのはまだだめだ！」

（そ、そんなこと！　……ほんとに？　いいんですか？）

　剣也は大声をあげて後ずさる。

　するとレイナが首をかしげる。

「血がたまった包帯を替えようとしたんですが……だめですか？」

（はい！　そんなこったろうと思いました。ぬか喜びです。残念だったね。みんな！）

　レイナが茶色い紙袋から取り出したのは、薬局の包帯だった。

　決して中身を隠す必要があるものなんかじゃなかった、いつものレイナの言葉足らずなミスリード。

「い、いや、だめじゃない！　全然だめじゃないよ！　じゃ、じゃあ替えてもらおうかな～」

　僕は、何事もなかったかのように空を見ながら答える。

　低い天井しか見えないが、とりあえず天井のシミの数でも数えて心を落ち着けよう。

　一、二、三っとだめだシミが多すぎるわ、なんだこのボロ家。

　そしてレイナは、再度心を落ち着けるように、深呼吸した。

　決心したように僕を見る。

「レイナ、血がだめならいいんだよ？　替えなくて」

「いいえ、私は向き合わないといけません、逃げてきた過去から」

　その目は覚悟を決めようとしている目だった。

　その目に僕は何も言えなくなる。

　そしてレイナは勢いで僕の服を脱がす。

　そしてゆっくりと包帯を取り替えようとする。

　血がちょっとだけ滲んでいた。

「はぁはぁはぁ」

　レイナは、顔を赤くしながら息を乱す。

　剣也の傷を、滲む血を見て呼吸が乱れる。

　それでも出血量は多くないため耐えることができた。

　なんとか包帯を取り替えようと、包帯を握る。

　とはいえ傷も塞がりつつあるのか、ところどころかさぶたになっていた。

　ゆっくりと、目をつぶりながらレイナは包帯を巻きだした。

　そう目をつぶりながら……。

（うん、全然巻けてないね）

「レイナ、巻けてない」

「すみません」

「レイナ、そこ腰だ」

「す、すみません」

　それでも何度も巻きなおして、なんとか形になった。

「ありがとう、まぁこれならギリギリいけるかな？」

「すみません、お時間を取らせました」

　すみませんと、レイナは謝る。

「……ねぇ、レイナ。昔何があったかを聞いてもいい？」

　僕はレイナの過去を聞こうとした。

　するとレイナは、沈黙の後、口を開く。

「……すみません。もう少し待ってください。もう少し……もう少しだけ」

　まだレイナの心の準備ができていないようだ。

　申し訳なさそうに目を逸らしながら待ってほしいと僕に告げる。

「無理に話す必要はないよ！」

「いいえ、あなたには聞いてもらいたい。あの時死なないと言ってくれたあなたに」

　思い出すのはゴブリンキングとの戦闘。

　胸に傷を負って大量の血を流した僕を見てレイナはフラッシュバックした。

　動けなくなったレイナに僕がかけた言葉が『僕は死なない』だった。

「わかった……待つよ。いつまでも」

　僕は微笑んでレイナに答える。

　レイナもばつが悪そうにこくりと頷く。

　ガラガラガラ。

「ただいまー、お兄ちゃん帰った？」

「先輩ただいまー」

「おかえり、奈々、美鈴」

　おてんば娘二人が帰ってきた。

　とたんに狭い部屋が狭くなり、静かな部屋がうるさくなる。

「あー！　包帯は私が替えるって言ったのに！」

「お兄ちゃん調子はどう？」

　美鈴が、包帯を替えると言って聞かないので、もう一度替えることになった。

　正直レイナには申し訳ないが、ちゃんと巻いてほしいので助かる。

「あぁ、大丈夫だよ。ちょっと痛いけどまぁ安静にしてれば大丈夫だ」

「よかった。今日はおでんにするね？　美鈴が食べたいって」

（夏におでん？　まぁいいけど……）

　今は七月、十分熱い。

「あぁ、ありがとう。季節はずれだけど、おでんは好きだからうれしいよ」

　我が家の家計は今もなお火の車で、貯金を切り崩してどうにか普通の生活を送れている。だけど来月からはお金が入るはずだ。

　なのでおでんぐらいなら全然問題ない。

　トントントンという小気味よい台所の音、そして夕食の準備が整った。

　始まるのはおでん会。

　そして僕は美鈴の思惑を理解した。

「ハイ先輩、厚揚げー」

「あつ！　あっつ！　ちょっと冷まして」

　なんでこんな芸人みたいなことをしないといけないんだと思いながら、僕は美鈴におでんを食べさせられている。

「えーふぅふぅしてほしいんでしゅか？　してほちいなら『してください、ママ』って言ってくだちゃいね？」

　なぜか赤ちゃん言葉になる美鈴、バブみを感じる。

　腕を上げようとすると、痛みがある僕はなすすべなく、おでんを食べさせられている。

　なんだこのプレイは、バブみを感じる。大事なことなので二回言いました。

「もう美鈴！　お兄ちゃんに意地悪しない！」

「えー！　このためにおでんにしたのにー」

　なんて奴だ、動けるようになったらお仕置きしてやらないと。

　だけど今はとりあえず、ふぅふぅしてくだちゃい。

　その美鈴と僕の様子を見てレイナが真似をする。

「ふぅふぅ？　息をかければいいんですか？」

　そう言って、熱々のがんもをふぅふぅするレイナ。

　うん、なんでがんも？　一番熱いやつだよね？　中の汁があっつあつだよね？

「はい、剣也君どうぞ」

　トップモデルのふぅふぅしたがんも……。

　なんておいしそうなんだ。

　でも確実に熱い、どうする、僕。

　するとレイナが悲しそうに下を向き、がんもを器に戻そうとする。

「私がふぅふぅしたのなんていらない……ですよね。ごめんなさい」

「いる！　いるから！　レイナのふぅふぅしたがんも食べたいなぁ！」

　僕は慌ててがんもを要求する。

　なんて悲しそうな顔と熱そうながんもなんだ。

　それを聞いて、心なしか明るくなるレイナ、そして運ばれるがんも、やけどする僕の口。

　がんもの中からあふれ出したおでんの汁が僕の口を焼く。

　表面はふぅふぅしても中は熱々だった、予想通りくそあちぃ。

　黒龍の羽衣の防御力はどこに行った？　ダメージ軽減してくれ。

　レア度★４もたいしたことないな、がんも程度のダメージも軽減できないとは。

「あ、そういえばお兄ちゃん忘れてないよね？　明日土曜だよ？」

「ん？　なんかあったっけ？」

　熱々のおでんをハフハフしながら僕は何かあったかなと思い出そうとする。

「もう！　新しいお家見に行くんでしょ！」

　そうだった。

　明日は土曜日、不動産を紹介してもらうんだった。




　翌日、土曜日。

　僕らは国際展示場駅に赴いた。

　ここは、東京湾が目と鼻の先の駅。

　どうせギルドの本部を借りる、もしくは購入するならこの辺がいいだろうということになり、田中さんと相談した結果、この場所をお勧めされた。

「さてと、田中さんが言うには、駅の改札にいれば向こうから声をかけてくれると言っていたが……」

　レイナに車椅子を押され、奈々と美鈴の四人で駅の改札を出たところで待機した。

　相変わらずレイナが指をさされている気がするが、話しかけられることはない。

　さすがは東京、有名人には慣れている。

　埼玉とは違う。ディスではないぞ？

　単純に遭遇率の問題だ。

　あとは車椅子を押していることもあって気を使ってくれているのかな？

　時刻は、土曜の十四時ごろ。

　季節は、夏。

　日差しが強く、しかし心地よい風が吹いて気持ちいい。

　すると剣也達に大きく手を振りながら、スーツの男が走ってくる。

「御剣様でございますですね！　私田中様からご紹介されました。根ね津づと申します！」

　出会いがしらに、手早く挨拶を済ませ名刺を渡す三十代の男。

　紫のスーツが怪しさを加速させ、根津という名前とその出っ歯がネズミを想像させる。

　しかし懇切丁寧な態度から見た目で少し損をするタイプのようだ。

「はじめまして、根津さん。御剣です。今日はよろしくお願いします」

「いえいえ、御剣様率いる勇者レイナ様のギルドの本部とあっては、私も熱が入るというものです」

　手をもみもみさせて、こちらを持ち上げに持ち上げてくる。

　でも悪い気分ではないな、これがごまをするというやつか。

「お話は聞いておりますが、レイナ様と、妹の奈々様、あとはギルドメンバーとして美鈴様でよろしいでしょうか？」

「はい、当分はこの四名で暮らすことになるかと」

「承知いたしました！　ではお車をご用意しておりますのでこちらへどうぞ！」

　早速僕達は車に乗って、物件へ向かう。

「いやーそれにしてもその若さでご立派でございますな！　うちの息子に爪の垢を煎じて飲ませたいものです！」

「いえいえ、そんなことは。ちなみに今日はどんな物件なんですか？」

「私どもが扱う中でも一番の優良物件でございます。お値段も田中様のご紹介とあっては全力で頑張らせていただきますよ！」

（そういえば、条件とか特に決めてなかったけど、どうなんだろう。田中さんが任せておけというからそのまま任せっきりになっちゃったな）

　そんな話をしていると、物件についたようだ。

（ここかな？　うん、綺麗そうなところだ）

　巨大なホテルに隣接する中型のマンション。

　交通の便もよさそうで、ここからなら徒歩でもダンジョンに行けるだろう。

　しかし、こんな好立地のマンションだ。

　この大きさとはいえ、相当な値段だろう。

　僕がそのマンションを車椅子から眺めていると、レイナが僕を押しながら通り過ぎる。

「レイナ？　通り過ぎたよ？」

「根津さんは、あっちに歩いてますが？」

「へ？」

　僕はレイナの目線の先を見る。

　まるで海外セレブや、要人御用達のホテルのようなラグジュアリー感あふれる高層マンションに根津さんが入っていった。

　そして自動扉が開き、僕らを誘う。

「ささ！　こちらでございます！」

　中に入ると、天井は高く吹き抜けになっており、高級ホテルのロビーのような空間が広がる。

　しかも受付のお姉さんまでいる、まんまホテルのロビーのようだった。

「こ、ここですか？　根津さん」

「はい！　自信を持ってご紹介できるお部屋ですよ！」

「お兄ちゃん……」

「先輩……」

　美鈴と奈々も面食らってしまっているようだ。

　美鈴は施設育ち、僕らは貧乏育ち。

　こんなホテルとは縁もなく育った、ならば一歩踏み出すのですら緊張もするというものだ。

　僕らはゆっくりと一歩を踏み出す。

　あー涼しい、この広い館内を冷やすためにどれだけの電力が使われているんだろう。

　我が家なんていまだにうちわしかないんだぞ、人力オンリーだ。

　そして部屋まで案内されることになる。

　エレベーターだけでうちの家の半分以上あるんだが？

「室内温水プールをはじめ、コンシェルジュサービス、スカイラウンジ、スポーツジム、屋上にはバーもございますよ」

（ここマンションだよな？　高級ホテルみたいだ……僕ら全員未成年なのでバーは無理だけど）

　チーン！

「ささ！　着きました、この階でございます。新築ですがご予約でいっぱいでして、この階も御剣様のために残しておりますです、はい！」

（すげぇー、まるでテレビで見る豪邸の中だよ……）

　豪華なエレベーターを降りた先に待っていたのは、カーペットの床の廊下。

　ここは、三十二階。ダンジョンですらまだ到達していない高層階だ。

　そして案内されるがまま綺麗な真っ白なドアを開けると、僕の家より広い玄関が待っている。

　今日僕の部屋より広いしか言ってない気がするが、黒と灰色の大理石でできたピカピカの玄関だ。

「うわぁー、すごいね。お兄ちゃん、うちより広くない？　この玄関」

　唖然とする奈々。

「きゃー！　まるでテレビの中みたい!!」

　テンションが上がり、飛び跳ねる美鈴。

「……」

　無表情のレイナ。

　三者三様の反応をしながら、中に入って探索を開始した。

「どうぞどうぞ、ご自由に見てくださいませ。仮にご購入することとなりましたら置いてある家具はすべて差し上げますです、はい！」

　枯れた木を組み合わせて作られた何かのオブジェをはじめ、家具はすべてくれるらしい、この意味のわからない前衛的なオブジェもくれるんだろうか。

　何を表しているんだろう、僕には全然わからないがたぶんおしゃれなんだろう。

　何が書かれているかわからない絵も壁にかかっているし、これが芸術か。うん、まったくわからん。

「すっごい、このソファ！　やわらかーい」

「ちょっと美鈴！……そんなに？　うわすご……」

　二人は緊張が解けたのか、あっちへ、こっちへと笑い声をあげながら探索を開始した。

　何部屋あるかわからないが、この部屋だけで五十人ぐらいは入りそうだぞ。

　そして僕は、パーティーでもするのかと思うほどの広いリビングを抜けてベランダに行く。

　そこには、中にあるジャグジー付きの丸い巨大なお風呂とは別に、露天風呂用のお風呂スペースがあり高層階から海を眺められる。

　はずだった。

　しかし目の前にあるのは、東京湾ではなく巨大な塔。

　景色が悪いわけではない、むしろ海から空へそして星まで貫くその塔の迫力は幻想的ともいえる。

　ここからダンジョンは目と鼻の先のようだ。

　いつも満員電車で向かっていたダンジョンへと徒歩で向かえる。

「すごいですね……。僕とは住む世界が違う、貧乏高校生とは」

「いえいえ、田中様からはご予算はこれぐらいと聞いておりますよ？　すぐに完済するぐらいは稼げるはずだと」

「予算？　そうだ、ここって……いくらになるんですか」

（いわゆる億ションというやつだろう、もしかしたら一億に近い金額なのかもしれない）

　しかし剣也の想像を大きく上回る金額が提示される。

「はい！　こちらの物件四億八千万円になります」

「四、いや五億!!??　そ、そんなの払えませんよ！」

　僕はめまいがするような錯覚に陥りベランダに用意された椅子に驚き座り込む。

（うわ、外に置いてるこの椅子ですら高そうだ……）

　僕の収入は月五千万、しかし税金等で三千万ぐらいになるらしい。

　とてもじゃないが五億など払えない。

「そうおっしゃるだろうと田中様から聞いております。その時は御剣様から田中様に電話するように伝えてくれと言われておりますよ」

　根津さんが、笑顔で答える。

（すべてお見通しですか……）

　そして剣也は、田中に連絡する。

　プルルルル♪　プルルルル♪

『やぁ！　剣也君。連絡があったということは高すぎますよ！って感じかな？』

「うっ！　はい……そりゃ部屋は綺麗だし、広いし、交通の便もいいので住めるなら住みたいですけど……五億は……」

『はは！　月収五千万の男が言うことじゃないね！　まぁそう言うと思ってね、いいバイトを用意しているんだが君の二週間をくれるかい？　どうせその傷じゃダンジョンには潜れないだろ？』

「バイト？」

　僕の中にいいバイトという言葉が反響する。

　イメージするのは、高収入をうたい文句にした求人サイトのあのメロディー。

『あぁ、まぁ難しいことじゃない。君にしかできないことだがね』

　説明するから今日このまま会社まで来てほしいとのことなので了承し電話を切った。

　バイトにはレイナと二人で来るようにとのことだった。

「いかがでしたか？」

「はは、たぶん買うことになるんでしょうね……」

「それは、それは！」

　根津さんが満面の笑みで僕を見る。




◇




「さて……二人のためのお膳立てを始めようか」

　電話を切った田中は、剣也に頼むアルバイトの準備をする。

　そのために部下に電話をかける。

「あぁー私だ。少し買ってきてほしいものがあってね。あぁ、そうだ。それで布団を二つほど買ってきてくれるかい？　できるだけカップルっぽいやつをね」




◇




「では、二週間後にご連絡させていただきますので！　何卒ご検討よろしくお願いいたします！」

　僕らを駅に送った根津さんは、僕らが見えなくなるまでずっとお辞儀したままだった。

　前向きに検討するので、二週間後再度連絡させてくださいと根津さんには伝えた。

　田中さんからもそう伝えられていたようで、すんなりと話が進んだ。

「お兄ちゃん、私達あんなとこに住めるの？」

「先輩！　私あそこに住めるなら一生先輩についていきますよ！　だからあそこに住みましょう！」

「まぁ田中さんとの話次第だな」

　みんなで電車に乗り、僕とレイナは田中さんのもとへ、奈々と美鈴は我が家へと向かう。

（たぶん契約することになるんだろうな、田中さんの思惑通り）

　少しいいように読まれすぎてるとは思ったが、相手は日本を代表する会社を一代でつくり上げた人だ。

　僕も特別な力を持っているとはいえ、読み合い、謀、計略そんな土俵で相手になるはずもない。

「レイナは気に入った？」

「はい、綺麗なところだと思いました」

「そう、よかった」

　レイナも気に入ってくれたようなら何も問題はないな。

　あとはお金だけだ。

「じゃあ、僕はこのまま田中さんのところに行ってくるから」

「はーい」

「またね、お兄ちゃん」

　電車を降りると、前と同じように田中さんの会社ウェポンの本社へと僕とレイナは赴いた。

　車椅子は相変わらずレイナが押してくれている。

　そのまま前と同じように、田中さんの部屋に案内された。

「やぁ剣也君、レイナ君、よく来たね。部屋はどうだった？」

　田中さんは、僕が部屋に入るや否や立ち上がり、外に出る準備を始めた。

「すごい部屋でした、まるでシンデレラストーリーですね。十畳一間から億ションですよ」

「ははは、ガラスの靴ならぬ、王の小手だがね。外に車を待たせている。行こうか」

　そう言われて僕達は部屋を後にした。

　一階のエントランスに着くと待機していた車へと、レイナの手を借りながら僕は車椅子から乗り換えた。

　黒塗りの高級車、中は広くまるで今にもシャンパンが出てきそうだ。

　ラップとかのＰＶで女の子を侍らせてそうだ。

「それで、二人はうまくいってるかい？」

「うまくって……まぁ」

　僕とレイナは目を合わせる。

　特に何も言葉は出てこないが、レイナはこくりと頷いた。

　それを見た田中さんも笑顔で頷く。

「よかったよ、二週間後ケガが治ったらそろそろ上の階層を目指すのかい？」

「はい、レイナとなら三十階いや、もっと上まで目指せそうなので」

「それがいい、君の力もレイナ君の力もまだ発展途上。早く成長してより私をもっと稼がせてくれよ。いつか頂上の景色を見せてくれ」

　レイナに関しては、職業レベルがまだ１だ。

　僕もまだ新しい力をよく理解していない。Ａランク装備も錬金できるようになったのだがいまだ装備はＢランク。

　いつ、エクストラボスのようなイレギュラーが発生するかわからないので、準備は怠ってはいけない。

　いつ、ダンジョンの底知れない悪意にのみ込まれるとも知らない。




　しばらく車に揺られながら数十分。

「よし、着いたよ」

　連れてこられたのは、港。

　見渡す限り、コンテナや倉庫が立ち並ぶ。

　東京湾の端っこ、つまりはダンジョンの目の前に僕達は連れてこられた。

「それで、田中さん。いいバイトってなんですか？」

　いいバイトって言い方は悪いバイトと同義ですらあるのだが、さすがに田中さんが僕を騙しているとは思えない。

「まぁ、ついてきたまえ」

　一つの巨大倉庫の中に僕達は案内される。

　中には山のように積まれた段ボールが棚いっぱいに並んでいる。

　いったいどれほどあるんだ、奥まで見えないぞ。

「田中さんここは……」

　すると田中さんが段ボールを一つ取り出し、中を開く。

　その中には……。

「この中にはね、傷ついたり、返品されたり中古になったりの兵士シリーズがたくさん置いてある、まぁ処分もできないからね、装備品は」

（もしかしてこの段ボールすべてが兵士シリーズ!?　いったいいくつあるっていうんだ）

　ダンジョンが現れて二十年。

　兵士シリーズほど多く出土した装備品はなく、数は飽和している。

　たいした力はない装備のため中古で買う人もあまりいないためだ。

「君の新しい力を使えば日の錬金回数は増やせるよね？」

（それは、たぶんできる。ステータス錬金ですべての能力を知力に回すということだ。そうすることで日の錬金回数が増えると思う）

「ならば、あとはもうわかるよね？」

「つまり……？」

「ここにある装備すべてあげよう。自由にしてくれていい。王シリーズは納品と同じ値段で買い取ろう」

　見渡すばかりの装備品の山。

　段ボールの海、暗い倉庫、なぜか置かれている机と布団。

「二週間全力で錬金し続けるんだ剣也君！　君ならきっとあのマンション代ぐらいすぐ稼げるさ！」

「ここで寝泊まりしてやれってことですか!?」

「夢のマイホームのためさ、若いんだ。頑張ろうじゃないか！」

　そう言って田中さんは、車椅子に座る僕の肩をにぎにぎしてくる。

「でも学校が……」

「なに二週間ぐらい休んだって問題ないだろう、大ケガしているんだ。レイナ君も一緒に休もう。あれほどの死闘だったんだ、学校側もＯＫしてくれるさ」

　何が大丈夫なのかよくわからないが、確かに車椅子を使うほどの大ケガなのだから二週間ぐらい休んだっていいか。

　というかそのための布団なのか、用意がよすぎる。

「レイナ君、少しの間彼をサポートしてくれるかな？　なんなら寝泊まりしてもらってもいいよ？　同じ布団でね」

　ぐふふといやらしい笑い方をしながら田中さんはそうするといいと提案してくる。

　敏腕社長がただのスケベ親父に見えてきた、なんだぐふふってイメージが壊れるぞ。

「はい、私はかまいません」

「いやいや、さすがに同じ布団は嫌でしょ……」

（とはいえ僕一人では、あの棚から荷物を下ろすこともできないしな……）

「嫌なのかい？　レイナ君は綺麗だと思うんだが……」

「……すみません、私が至らないばかりに……」

　悲しそうにするレイナと田中さん。

　なんであんたも悲しそうにするんだよ。

　レイナも悪ノリはやめてくれ、ほんとに泣きそうだぞ？

「そ、そんなことはないよ！　レイナとが嫌だと言ってるわけじゃないからね？　レイナが嫌かと思って」

「まぁ、もう一つ布団は用意しているんだがね」

　田中さんはそう言うと、まるで隠していたかのように布団を出し隣に敷いた。

　そしてこちらを振り向きサムズアップ。

（なんだそのどや顔と親指は、折っていいのか？）

「少しの間二人で楽しむといい剣也君。あ、でも楽しむといっても激しい運動は控えてね？　傷は悪化させないように」

（最初から出せ、セクハラエロ親父）

　この発言で僕の中で田中さんは、仕事のできるエロい親父に変わってしまった。

　年を取るにつれセクハラまがいのことを言ってしまうのは全国の親父共通なのかもしれない。

　しかもなんだその布団、二つ合わせるとハート柄になるぞ。

「田中さん、からかわないでくださいよ」

「いやーすまないね、この年になると若い者同士をくっつけたくなるようでね。ははは！　これはお見合いおばさんならぬ、お見合いおじさんかな」

　高笑いしながら田中さんは、では今日から頑張ってくれと言い、僕に鍵を渡してくれた。

　二週間後の土曜にまた状況を見に来るらしい。

　そして帰り際に僕にだけこっそりと伝える。

「それと剣也君、もしレイナ君が過去を君に話すことができたらこれを……」

　田中さんは、僕にスマホを渡す。

　型は古い、十年以上前のものだろう。

「これは？」

「未来への手紙だよ。レイナ君は存在を知らない。もとの契約者『Ｓｕｇａｒ』の代表がずっと隠していたものだ。タイミングが難しくてね、彼女が再度過去に向き合った時に……できれば一緒に聞いてあげてほしい」

「？……わかりました……」

「頼んだよ、君にしかできないことだ。君ならばきっと」

　起動すると何かが録音されている画面が表示される。

　レイナが自らの過去に向き合えたら話を一緒に聞くことにすると、僕は田中さんに約束した。

　その返答を聞いて田中さんは笑顔で「託したよ」と言い残しその場を後にする。

　残されたのは、明かりはついているが薄暗い倉庫と兵士シリーズの山。

　そして机と、二つの布団と車椅子と僕とレイナ。

「はぁ……とりあえずはやるしかないか、ごめんね？　レイナ。面倒だよね……」

「いえ、私は……うれしいです……あれ？」

「……え？」

　レイナが疑問形で首をかしげる。

　この気持ちはなんだと首をかしげ疑問符を浮かべる。

　二人の間に静寂が流れる。

　見つめ合う二人、静かで薄暗い倉庫、命すら預け合った男女。

　そして二人の目の前に敷かれたハートの布団。

　何も起きないわけもなく、二人の鼓動が速くなる。

「レイナ？」

「い、いえ！　なんでもありません」




◇




（どうしたんだろう、私……）

　なぜか見つめ合って赤面してしまったレイナ。

　レイナは否定し、いつもの無表情の顔に戻るが、薄暗い部屋でもわかるぐらいに耳が赤い。

　手で顔を覆い冷たい手で、火照った顔を冷やそうとしている。

（あの時からだ、剣也君といるとポカポカする）

　レイナはよくわからない。

　あの時、死なないと手を握ってくれた時。

　一緒に死ぬことさえ覚悟して背中を合わせた時からだ。

　剣也といると、温かい気分になる。

　この世に独りぼっちだと思ってた自分の世界に悠然と、そして自然と彼が隣にいる。

　レイナの世界で、剣也の存在が大きくなっていた。

「と、とりあえず計画でも立てようかなー」

（うれしい？　レイナが？　どうしたんだろう……）

　恥ずかしさから話を逸らそうと剣也もバイトつまり錬金の計画を立てようとした。

「あ、わ、私も手伝えることがあれば言ってください！」

　レイナもそれに便乗し、何か手伝えることがあればと宣言する。

「あ、じゃ、じゃあ段ボールの中にどれぐらい兵士の小手が入っているのか数えてくれる？　全体の数を把握したくて」

「り、了解しました！」




◇




　レイナは走っていってしまった。

　お互いしどろもどろになってぎこちない会話だった。

　しかし一旦離れることで少しは落ち着くだろう。

（よし、とりあえず計画を立てよう）

　剣也は、机に置かれた紙とペンを持って計算を始めた。

　自分が今どれだけ錬金できて、どれだけの作業ができるかを考えるために。

（えーっと、進化したおかげでＥランク、つまり兵士シリーズの錬金の回数制限はかからないと）

　剣也の錬金スキルはレベルが上がり、Ａランクまで錬金できる。

　それに加えて最低ランクの錬金の回数制限がなくなっている。

（次に、ステータス錬金で知力に全振りした時、何回錬金できるのか）

「ステータス！」




―――――――――――――

名前：御剣剣也

ＤＰ：４２３００ｐｔ

職業：錬金術師

・錬金Ｌｖ13：次のレベルまで１００万ｐｔ

（Ａランクの装備品を日に十回錬金できる：知力10につき＋１回）

（Ｅランクの装備品を無限に錬金できる）

（装備品を錬金の種に変更可能　錬金の種：同ランクの錬金に使用できる種）




・ステータス錬金ＬｖＭＡＸ

（現状のステータスを自由に振り分けられる。念じるだけで変更可能）




◆装備品

武器：【斬破刀Ｌｖ１】

頭　：【精霊の冠Ｌｖ１】

胴　：【黒龍の羽衣Ｌｖ１】

手　：【帝の小手Ｌｖ１】

足　：【帝の具足Ｌｖ１】

アクセサリー：【ゴブリンキングの首飾りＬｖ１】




◆ステータス

攻撃力：０（＋１４００）▼±０

防御力：０（＋１０００）▼±０

素早さ：０（＋４００）　▼±０

知　力：０（＋５００）　▼±０

―――――――――――――




（ふむ、合計ステータス値は１４００＋１０００＋４００＋５００で３３００。すべて知力に回せば一日３３０回＋１０回の３４０回錬金できるのか）

「なんかいろいろできるようになって混乱してきたな。そういえばドタバタしてたけど、そもそも錬金の種ってなんなんだ？」

　剣也がうーんと唸りながら思案していると、レイナが段ボールをかかえてこちらへ歩いてくる。

「剣也君、数えてきました。一箱だいたい十個ぐらい入ってますね」

　そう言ってレイナは、一つの段ボールを剣也のもとまで持ってきた。

　そして剣也も中を覗くと、汚れた兵士の小手や具足などがセットで適当に入れられている。

　確かに十個入っているようだ。

「それと箱ですが、一つの棚に二十個ほど。それが奥まで続いて何列もあるので概算ですが箱は一万個ほどはありそうです」

　巨大な倉庫に段ボールの山。

　確かに万を超えてそうだ。

（そんなにあるのか……数は気にしないで見積もっていいかな）

　ダンジョンが現れて二十年。

　今ではクリスマスに子供に兵士シリーズをプレゼントするのが習わしとなっていることから需要はあるのだが、新品のみだ。

　中古品で子供にプレゼントする親はいないだろう。いたらごめん。

「ありがとうレイナ。よし、じゃあ一つだけ錬金の種ってのを作ってみるか」

（一つぐらい使っちゃってもいいよね……好きにしてくれって言ってたし）

　そして剣也は、装備品を手に持った。

　するといつも錬金が頭に浮かぶのに、今日は錬金と錬金の種の二つが頭に浮かぶ。

（よし！　錬金の種に変換！）

『変換♪　兵士の小手→錬金の種（Ｅ）』

　そして現れたのは、白色の球、というか丸い塊？

　重くはない、とはいえ軽くもない。

　金属でもないし、かといってやわらかいわけでもない。

　何か不思議で、白の丸い塊に、兵士の小手は変形した。

（これが錬金の種か……白色だけど、他のランクだとまた色が変わるのかな？）

　そして剣也は、兵士の小手から作ったその丸い塊と兵士の具足の錬金を試みる。

（たぶん説明の通りなら、この塊はＥランクのどの装備とも錬金できるってことだよな……）

『レベルアップ♪　兵士の具足Ｌｖ２』




　いつもの軽快な音と共に錬金は成功した。

　つまりは、錬金の種とは、同じランクの装備なら錬金できるようにするためのものらしい。

　確かにＢランク以上の装備は、ユニーク名も多いため同じ装備を十個集めるのは難しいだろう。

「じゃあ、こいつを錬金の種にすると？」

　すると白い球が二つになった。

　つまりＬｖ２のものを種に変換すると二つ種ができるわけか。

「剣也君……それは何をしているんですか？」

「あぁ、僕の職業は錬金術師でね。装備を合体させたりしてレベルを上げれるんだ」

　レイナが興味深そうな顔で、その球に顔を近づける。

　指でつんつんと触ってみたり、なでたりしている。

「すごい職業ですね……」

「あぁ、この力のおかげで何度も助けられたよ、じゃあレイナゆっくりでいいから段ボールを何個か持ってきて、中の物を広げてくれる？」

「わかりました」

　レイナはまた段ボールを取りに行った。

（待てよ……？　ステータス錬金があるんだ。精霊の冠と黒龍の羽衣は進化可能だし、先に進化させたほうが錬金回数は増えるんじゃないか？）

　いまだＢランク装備の中で、帝シリーズと斬破刀は進化できない。

　しかし精霊の冠はレア度★２、黒龍の羽衣は★４なのでまだ進化が可能だ。

　兵士シリーズがこれほどあるので、錬金を繰り返せばＢランクの錬金の種をつくることができるはず。

「よし！　先にこっちを進化させる計画を立てるか。今日中にできるかもしれない！」

　剣也は紙に計算しだした。どうすればこの二つを進化できるのかを。

　そして僕は浅はかな考えに気づく。

「まず精霊の冠と黒龍の羽衣を強化することを考えよう、必要なのはＢランクの錬金の種十八個か」




　Ｂランクの錬金の種九個あれば錬金回数九回で、精霊の冠と黒龍の羽衣の進化が可能となる。

　とりあえず進化だけを目指すことにしようかな。

　レベルアップはまた今度にしよう、そのまえに現状を整理しよう、僕は理解するために目的へのロードマップを書いてみることにした。

　目的：精霊の冠と黒龍の羽衣を進化させる。

　↑

　Ｂランク装備を進化させるためには、Ｂランクの錬金の種が９個×２なので十八個必要。

　↑

　Ｂランクの錬金の種十八個のためには、Ｂランク装備十八個、つまり錬金するためにＣランク装備が百八十個必要。

　↑

　Ｃランク装備百八十個のためには、錬金するためのＤランク装備が千八百個必要。

　↑

　Ｄランク装備千八百個のためには、Ｅランクつまり兵士シリーズが一万八千個必要。




　紙に書いてみてわかった。

　どれだけの兵士シリーズが必要か、そして錬金回数が必要かを。

　兵士シリーズの在庫は余裕はありそうだが、問題は錬金回数か。

　錬金回数についても計算してみよう。

　兵士シリーズ一万八千個を錬金するのだから、そりゃ一万八千回の錬金か。

　やべぇな。

　うち一万六千二百回は無制限だが、千八百回は回数制限がある。

　一日三百四十回できるので、五日といったところか。

　問題は集中力と、時間。

「とりあえずＢランクの錬金の種十八個を目標にするか」

　となると、残り九日で王シリーズの錬金はできるし問題なさそうだな。

　一応田中さんに連絡しておこう。

　ピロン

『問題ない。すべて使ってくれてもいい。強くなれ、剣也君』

　田中さんからのＯＫももらったしやっていこうか。

　そして始まるデスマーチ。

　まずは、Ｂランクの帝シリーズ、そしてＢランクの錬金の種をひたすら作っていく。

　Ｂランクの錬金の種は、緑色だった。

　一度の錬金に諸々含めて五秒ぐらいかかった。

　実際は集中力が切れたり食事や生理現象等でそんなハイペースでは進まなかったのでもっとかかっている。

　そして日の錬金回数の上限に達したら、回数無制限のＥランク錬金　兵士シリーズをひたすら騎士シリーズに錬金していく。

「想像していたよりもきつい……」

　装備を両手に持って、錬金し、隣に置いて、また装備を持って錬金する。

　流れ作業で心が無になっていく。

　レイナもせっせと、できたものを整理して並べていってくれているし、新しい段ボールを取りに行って剣也の前に広げてくれる。

　正直レイナのほうがもっときついんだろうけど、なぜか楽しそうだ。

　一日目　集中力が切れてきて、頭痛が痛い。使い方間違ってる？　頭痛が痛いんだからいいだろう。

でもまだ自我を保っている。

錬金と食事とトイレぐらいしかやっていない。




　二日目　一度家に帰って着替えを取ってきた。

痛みはまだあるがちょっとぐらいなら一人でも歩けた。

美鈴が、私も手伝うと言って聞かないがやることもないのでお留守番させた。

怒っていた。

倉庫に帰って、錬金を開始する。

錬金という言葉がゲシュタルト崩壊した。




　三日目　兵士シリーズを見ると吐き気がしてきた。

今日も錬金と食事しかしていない。

相変わらずレイナは楽しそうにせっせと働く。

サンドイッチと間違えて兵士シリーズを噛んでしまった。

歯が痛い。




　四日目　錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ。

錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ錬金嫌だ。




　五日目　悟りを開いた。

僕は錬金術師、一は全、全は一。どうやら真理の扉を開いたようだ。

すべては僕であり、僕は宇宙のすべて……。

「うぉぉぉ!!」

（危ねぇ、向こう側に連れていかれるところだった。右足は……あるな。危うくオートメイルになるところだった）

　五日間ひたすら錬金し続けた剣也は、心を失いかけたが目標であるＢランクの錬金の種十八個の完成と同時に大声をあげる。

　まるで心を取り戻すように、大きな声をあげて立ち上がり、高らかにガッツポーズをする。

　五日間ずっと安静にしていたおかげで傷ももうだいぶよくなってきていた。

「おおーー」

　横でレイナがパチパチと乾いた拍手をする。

（ありがとう、本当にありがとう）

　血の涙を流しながら、剣也は手を上げて感謝を述べる。

　まだ折り返し地点ということは一旦忘れておこう。でなければ心が持たない。

（長かった錬金生活も一旦は区切りか……よし！）

　そして剣也は、精霊の冠と黒龍の羽衣を手に取った。

　進化させるために。

「よし！　黒龍の羽衣から錬金するか！」

　まず錬金するのは、あの虹色の箱から出現した黒龍の羽衣だ。




『レベルアップ♪　黒龍の羽衣Ｌｖ２』

『レベルアップ♪　黒龍の羽衣Ｌｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　黒龍の羽衣Ｌｖ９』

　そして……。

『進化♪　　　　　深淵龍の鱗鎧Ｌｖ１』

　現れたのは、真っ黒の鎧。

　吸い込まれそうな、まるでそこだけ世界から抜け落ちてしまったかのような深淵の黒。

　本来地味なはずの黒という色が、自然界には存在しないほどの深淵の黒が、世界にもたらす違和感のせいで存在をこれでもかと主張する。

　その装備は、軽く羽のよう。

　それでいて圧倒的な防御力を誇っていた。

　なぜなら目を凝らして剣也が見たその装備の能力は……。




―――――――――――――

装備説明

・深淵龍の鎧Ｌｖ１（Ｌｖによる上昇なし）

　Ａランク　レア度★★★★

能力

・防御力＋５０００

・魔法攻撃半減

・物理攻撃25％カット

―――――――――――――




「５０００!?　なんだそれ!?」

　１０００を超えると銃弾すら効かなくなるのだが。５０００を超えるともう近代兵器ですら効果がないと聞く。

　文字通り兵器と化した剣也の防御力は見たことすらない龍種、それも上位龍の力を得ていた。

「すごい鎧ですね……」

　それを見てレイナもペタペタと鎧を触る。

　Ａランクの装備は、普通には購入できない。

　武器屋にも並ばずに、ギルドから田中さんの会社や、佐藤の親の会社を経て国へと卸される。

　つまりこのレベルの装備は軍事力と言っていい。

　いくつＡランクの装備を持っているかが、今や軍事力のパラメータともいえる。

　なんせ、近代兵器すら効かない人間がどこにだって行けるのだから。

　やろうと思えば、一人で警護をかいくぐり、銃弾の嵐を受けながら大統領すら殺せるだろう。

　とはいえそのために同レベルの装備を持った軍人が警護しているのだが。

　そして装備する剣也。

　防御力に関しては、ダメージを受けなければ実感できないが、この能力上昇によって剣也の総ステータス――は。

　１４００（攻撃力）＋５０００（防御力）＋４００（素早さ）＋５００（知力）＝７３００となった。

　つまり七百三十回の錬金が可能ということだ。

　これが意味することは一日七十三個の王シリーズが生産可能ということ、ただし剣也の精神が持てばだが。

「かっこいい鎧だな……」

　その深淵の黒は、見ているだけでワクワクするような男の子が大好きな見た目をしていた。

　剣也は装備して、幻想形態とする。

　剣也は文字通り軍事力レベルの存在に足を踏み入れる。

「よし次は精霊の冠を錬金するか！」

『レベルアップ♪　精霊の冠Ｌｖ２』

『レベルアップ♪　精霊の冠Ｌｖ３』

・

・

『レベルアップ♪　精霊の冠Ｌｖ９』

　そして……。

『進化♪　　　　　大精霊の髪飾りＬｖ１』

（ふむふむ、大精霊……。精霊にすらあったことはないのだが、上位の階層には魔法としか思えない攻撃を放ってくる精霊がいるらしいからその派生かな？）

　現れたのは、光り輝く金の髪飾り。

　花びら？をモチーフにしているのだろうか、とても綺麗でかわいらしい。

　髪飾りの周りは、かすかに空間が揺らいでいて存在を主張する。

　周りには、何かよくわからないが小さな光が漂っていてまるで精霊がそこにいるかのようだ。

（とはいえ髪飾りか、男の僕がつけるのもなぁ……）

　そして剣也は目を凝らし、装備の情報を見る。




―――――――――――――

装備説明

・大精霊の髪飾りＬｖ１（Ｌｖによる上昇なし）

　Ａランク　レア度★★

能力

・知力＋２０００

・職業による能力上昇を一・五倍する。

―――――――――――――




（ほう……。知力＋２０００とな。しかし職業による能力上昇を一・五倍するか……錬金術師では効果がなさそうだ、それに進化はここまでか）

　するとレイナがその髪飾りをじっと見つめている。

（レイナならこの装備も効果が最大限発揮できるかな？）

　勇者の職業はステータスの向上が著しい。

　そのため、レイナならより効果を得られると思った剣也は彼女を呼ぶ。

「レイナ、ちょっと来て！」

「？……はい」

　首をかしげながらこちらに歩いてくるレイナを近くに呼ぶ。

　ちょいちょいと手をこまねいて頭を下げさせる。

「剣也君……何をしているんですか？」

「ちょっと待ってね……動かないで……はい！　できた！　うん！」

「これは……？」

　レイナが髪飾りを触りながら驚いた顔で剣也に聞く。

　剣也はレイナの綺麗な髪に髪飾りをつける。

「レイナにピッタリだと思って！」

（勇者という職業の能力補正にピッタリな装備だと思う！）

　レイナは言葉の意味を理解して（勘違いして）顔を真っ赤にしながらトイレに行ってきますと走っていった。




◇




　私はトイレに向かって走った。

　そして、鏡越しに自分の髪についた金色の綺麗な髪飾りを見る。

　壊れないように、取れないように、優しくその髪飾りに触る。

「綺麗……こんなに綺麗なのが私にぴったり……」

　おしゃれになどに気を使ったことはない。

　もちろんモデルの仕事のために、大人達から髪の手入れや肌の手入れはされてきた。

　服だってそうだ、用意されているものを着るだけ。

　正直自分を着飾るなんて気が進まなかった。

　でもこの剣也君につけてもらった美しい髪飾り。

　今までいろんなアクセサリーをつけられてきたのに、この髪飾りだけは特別な感じがした。

　それがなぜなのかは私にはよくわからない。

　彼と一緒にいると幸せな気分になることに関係しているのかもしれない。

　私は鏡の前でモデルで培ったポーズをとる。

　どの角度が一番綺麗に見えるんだろうと、ポーズをとりながら髪飾りを見る。

　どの角度が一番あの人に綺麗と言ってもらえるんだろうと考えながら。

　それと同時に、一つの決した。

「私から剣也君に何もしてあげられてない……」

　ゴブリンキングの時も迷惑をかけた、守ってくれた。

　住むところも提供してくれた。

　優しくしてくれたし、温かい気持ちにしてくれた。

　なのに私は、まだ壁をつくっている、自分の気持ちに素直になれていない。

　過去を隠しているという後ろめたい気持ちで……。

　だから話そう。

　彼には話さなければならないと思うから。

　彼なら受け止めてくれる気がするから。

　私は向き合わないといけないから、じゃないと前に進めない……。

　だから今夜。




◇




「あぁ、レイナおかえ……り？　どうしたの？」

「どうですか？」

　戻ってくるや否や、トップモデルとしてまるでステージを歩いているがごとく、剣也に近づく。

　そして目の前まで来て、ポーズを決める。

　その美しい髪飾りをこれでもかと主張しながら、剣也へ意見を求める。

　時には上目遣いで、時にはグラビアのように、時にはパリコレのように。

「す、すごく綺麗だと思うよ」

「!?」

　自分で聞いといて綺麗と言われたレイナは赤面する。

　ポージングをやめうつむくが、相変わらず耳まで真っ赤だ。

「と、とりあえず一旦返してくれる？」

　剣也が錬金のために知力を上げるから一旦返してくれと手を差し出す。

「嫌です……」

「はい、ありが……え？　嫌？」

　すぐに手のひらにのるものだと思っていた髪飾りは、返却を拒否された。

「外したくありません……」

　剣也が驚き、レイナを見る。

　くるりと一回転し、綺麗な髪をなびかせて、綺麗な髪飾りを輝かせてレイナは満面の笑みでこう言った。

「綺麗ですか？」

　今まで無表情だったレイナの満面の笑み。

　剣也は面食らって、何も言えなくなった。

　満面の笑みに奪われたのは、装備品？　それとも……。

　憧れは、恋へ。

　剣也も彼女を本当の意味で意識しだしたのは、この笑顔を見てからかもしれない。

　そして髪飾りはレイナのものとなった。




◇




「ま、まぁいいか。もともとあげようと思ってたし……」

　あんな笑顔で言われたら返せとはもう言えないしな。

　とりあえず代替え品として帝の兜を装備することにする。

　Ｂランク装備を作るだけなら百回錬金するだけなので、まぁすぐといえばすぐだ。

　そして今日は、帝の兜を作って錬金を終えることにした。







[image: ]







（よし、できた！　ふぁー今日はもう寝よう、明日からまた王シリーズの量産か……鬱になりそう）

　いつの間にか時刻は真夜中。

　錬金に夢中になって時間がたつのを忘れてしまう。

「今日はもう休もっか、レイナ」

「……はい」

　疲労がピークを迎えた剣也は、睡眠につこうと布団に潜る。

　また明日のことは、明日の自分よ、頑張りたまえとぶん投げる。

　するとレイナも布団に入る。

　この五日間一応隣で寝ていたのだが、特に何もなかった。

　まぁ、何かを期待していなかったかと聞かれれば期待していたと答える。

　だってこんな綺麗な子が横で寝ているんだよ？　期待だってするさ。

　まぁ、一切何もなかったんですがね？　僕から行け？　そりゃ何もしてませんよ。

　彼女できたことないですし、童貞ですし？

「剣也君」

「はぁい!?」

　そんな想像をするとレイナに話しかけられる。

　寝てる時ぐらい髪飾りを外せばいいのにつけたままだ。

　急に話しかけられて剣也は声が裏返る。

「何？　レイナ」

「そっちに行っていいですか？」

「え!?　ど、どうして!?　い、いきなりどうしたの!?」

「……だめですか？」

　そのレイナの表情は、真剣な顔だった。

　何があったのかわからないが、何かを決心したかのように。

　真っすぐこちらを見ている。

「……いいよ」

　脳内で邪な考えをしていたさっきまでの自分をぶん殴る。二度と出てくるなゲスが。

　たぶんレイナは何か大事な話をしようとしているんだと、剣也は理解した。

　だからいいよと答える。

　僕も布団から起き上がり座り込む、そしてレイナが同じ布団に座り込み、僕の隣に座る。

　沈黙が二人を包む。

　しかしいい雰囲気などではない、ロマンチックな雰囲気でも。

　暗くそして重い空気が流れる。

「まず謝らせてください。ゴブリンキングとの闘いで、私は動けなくなりみんなを危険にさらしました」

　レイナが口を開いたかと思うとあの時の戦いで動けなくなったことを謝罪する。

「大丈夫だよ」

　剣也は、答える。

　できるだけ優しく。

「剣也君に……話します。私の過去を。向き合うためにも」

　レイナは言いづらそうに、話しづらそうに声を絞る。

　徐々に動悸が激しくなり、息も荒くなる。

　思い出したくない過去を、思い出そうとして、しかし懸命に頑張る姿に剣也は止めることはできなかった。

「わかった、聞くよ」

　しばらく静寂が二人を包む。

　そしてレイナが息を荒らげながら話しだす。

　思い出したくない記憶を懸命に思い出そうとして、頭をかかえる。

「はぁはぁ……私は……はぁ……私は」

　レイナは唇を噛みしめるように、声を震わせ絞り出す。

　その目には涙がたまっていた。

「両親を……殺したんです」










【第十章】　未来への手紙




　十年前。クリスマス。




「メリークリスマス！　レイナ！」

「わぁ！　パパありがとう！」

　眼鏡をかけた緑のセーターを着た優しそうな男が、綺麗に梱包されたプレゼントを少女に渡した。

　蒼い瞳の男と、蒼い瞳の少女が満面の笑みで抱きしめ合う。

　温かい暖炉と、温かい部屋。

　もみの木に綺麗な装飾が施され、こんがりと焼かれたチキンがテーブルの上に置かれている。

　今日は聖なる夜、クリスマス。

　誰かの誕生日でもあるのだが、そんなことより愛する者達と過ごすことができる特別な日。

　そんなどこにでもいる普通の幸せな家族が、はしゃぎながら楽しく過ごす。

　外には雪が降っている。

「ねぇ！　開けていい？　開けていい？」

「ご飯食べてからよ、レイちゃん」

「えー!!」

　黒く長い髪の綺麗な女性が、『まだだめよ』と言って今にも袋をビリビリに破こうとしている少女を止める。

　大和なでしこという言葉が似合いそうなこの女性は、日本から海を渡りこの男と結ばれた。

　そして生まれたのが、父譲りの蒼い目とブロンドの髪の少女レイナ。

　父は日本語を話すことができ、母は日本人。

　ならば家の中では自然と会話は日本語になる。

「まぁいいじゃないか、ママ」

「そうだ！　そうだ！　ママ！」

「あら？　二人してママの敵なの？　ママ悲しい……」

　うえーんと、泣いた真似をする母。

　すると少女が、トボトボと母の隣に歩いてきて裾を掴む。

「レイナは、ママの味方だよ！」

「おいおい！　パパはレイナの味方したのに、裏切るのか？」

「うーん、ちょっとだけママのほうが勝ち！」

「えー！」

「ふふ、ママを守ってくれるのよね。ありがとレイちゃん」

「うん！」

　幸せそうな家族。

　今日は、娘の五歳のクリスマス。

　ダンジョンが現れて十年近く。

　装備品は世界に広がり、普通に市場で買えるまでに普及した。

　その結果親達は、早い段階で子供に装備品を渡し職業を知ることが普通になった。

　装備品は、危険もあるためある程度物心がついて、ある程度自我も出てきた五歳のクリスマスにプレゼントするのが習わしとなりつつあった。

「ふぅーお腹いっぱい！」

「よし！　レイナ！　プレゼント開けてみるか！」

　このイベントは、子供も楽しみだが自分の子供にどんな職業があるのか親も楽しみの行事となった。

　レイナの父も例に漏れず娘が特別な力を持っているんじゃないかと親馬鹿を発動して信じて疑わなかった。

「開ける！　ママいい？」

「ええ、いいわよ」

「やったー」

　全力で飛び跳ねてプレゼントを抱きかかえるレイナ。

　その満面の笑顔を見た両親も幸せな気持ちになる。

　そして……。

　ビリビリビリ。

「あぁ、レイちゃん。せっかく綺麗にラッピングしたのに……」

　もう待ちきれないとビリビリに袋を破いて中の物を取り出す。

「わぁ！　熊さんと……？　……これなぁーに？」

　レイナがその小手を手に取った。

　中に入っていたのはテディベアと、その熊の手についた兵士の小手。

　最弱の装備だが、ステータス、そして職業を得るためには問題ない。

「それはね、手につけるんだよ、こうやってね」

　父が使い方を教えようと兵士の小手を装備する。

「かっこいい!!」

　レイナが、貸して貸してと飛び跳ねる。

　しかし父は、指をレイナの唇に当てて口を塞ぐ。

「これはレイナにあげるけど、条件があります！」

「えー!!」

　ほっぺを膨らませ怒るレイナと、にこにこする母。

　そして約束だと父は語りだす。

「まずこれをつけるとレイナは強くなります」

「つよく？」

「そう！　でもだからってこの力をむやみに奮ってはいけません」

「うん。よくわかんないけど……」

「でも一つだけ、自分、もしくは大切な人を守るための場合に限り使用を許可します」

「許可ー？」

　つい難しい言葉を使ってしまった父親の言葉を反復する。

「えーっとね、レイナとママとパパを守るためなら何をやってもいいよってこと」

「何をやってもってパパ……」

　諦めて投げやりな説明をする父。

　あきれる母と理解した娘。

「はーい！　約束する！」

　そしてレイナに小手が渡る。

　その時だった。

　ガシャーン。

　その時玄関のほうでガラスが割れるような音がした。

「な、なんだ？」

「パパ……」

　母は、レイナを抱き寄せる。

　父は、何が起きたとドアの様子を見に行った。

「な、なんだお前！」

　そして様子を見に行った父が見たものはガラスを割り、その穴から腕を通して鍵を開けようとする手。

　そして開かれたドアから現れたのは、黒いマスクと、黒い手袋、服も全身が黒色。

　そしてその手に持っているのは、鋼の剣。

　状況を理解した父は叫んだ。

「ママ！　レイナを連れて逃げろ!!」

　その父の叫び声と同時に、男は父のほうへと駆け出した。

　そして……。

「グッ……」

　父の腹を剣が貫き、倒れる。

「に、げ……ろ。ママ、レイナ」

　その男は、父から剣を抜き、リビングへと入る。

　そこで見つけた母親と娘に向かって一歩一歩と近づいていく。

「パ、パパ!!　い、嫌！　あなたは誰なの!?」

　男はぶつぶつとつぶやく。

　会社が悪い、社会が悪い、幸せな家族が憎いと。

　この世のすべてを憎む怨嗟の声をあげながら娘を抱く母に近づく。

「殺さなきゃ、殺さなきゃ」

　その表情はまるで悪魔にでも取り憑かれたよう。

　すでに正常な判断はできそうにない。

　目はうつろで操られている人形のようだった。

　娘を抱いた母は必死に逃げようとするが、刃物を突きつけられて命を握られている状況に恐怖でうまく足が動かない。

　そして……。

「[image: ][image: ]！」

　母も貫かれる。

　抱きかかえていた娘を思わず放り出す。

　レイナは何が起きているか理解できない、しかし唯一わかるのは母と父がこいつに襲われているということ。

「逃げて、レイちゃん……」

　倒れながら母はレイナへと声を絞る。

　腹を貫かれていても母は震える声でレイナを逃がそうとする。

　そしてその男は、ゆっくりと倒れた母に歩いていく。

　トドメを刺そうと。

「や、やだ！　ママ！」

　その時レイナは思い出す。




『これをつけるとレイナは強くなります』

『レイナとママとパパを守るためなら何をやってもいいよってこと』




　両親の言葉を思い出したレイナは手に持った小手を装備した。

　自分の意思で、家族を守るために。

「お願い、助けて！」

　この小手をつければ何かが自分をそして家族を、守ってくれるような気がして。

　直後レイナが光り輝く。

　少女の周りに光が舞う、神々しさすら感じさせるその光。

　まだ幼いその少女が、家族を守るために勇気を出した行動を祝福するかのように。

　そしてアナウンスがレイナに告げた。

『職業〝勇者〟を発現しました。勇なる者の効果により全ステータス＋１０００されます』

　覚醒した勇者レイナ。

　その力は、五歳の少女が持つにはあまりにも強力だった。

　装備なしで、一級探索者にすら到達しうる勇者という世界で一人だけの力。

「うわぁぁぁあ！！！」

　そして少女は、訳もわからずに駆け出した。

　混乱する頭を、まだ自我が出始めたばかりの頭を必死に動かしてその男から父を、母を守るために。

　あいつから守らないと。あいつを倒さないと。

　あいつを……殺さないと。

　レイナは駆け出す。

　夢中になって、レイナは男を殴った、自分が何をしているかのよくわからず恐怖に震えながらも男を殴る。

　どれだけ殴ったかもよくわからない。

　少女の前には血だらけで倒れる男だったもの。

　すでに絶命している、原型をとどめてはいない。

　力の限り殴り続けた少女の拳によって命が潰ついえた。

　夢中で殴り続ける少女は止まらない。

　心を喪失してしまったかのように、無心でひたすらと。

　少女は恐怖に支配された。

　無我夢中で殴り続ける、倒さなきゃ倒さなきゃと。

　しかし、その力はレイナ自身も傷つけた、拳からは血が噴き出し骨がむき出しになる。

　まだ幼い少女には、その力をコントロールする心も体もなかった。

　レイナ自身の力で自らを傷つけてしまう。

　でも少女は止まらなかった。

　暴走状態、自分でも何をしているか理解できない。

　自分でも止められない、止める方法がわからない。

　しかしそんな深い暗闇をさまよっている少女に光が差した。

　誰かに抱きしめられた気がする。

　いつも優しく私を抱いてくれたあの優しい手で、優しく抱きしめられた気がする。

　温かい……。安心するこの気持ちはきっと……。

「パパ？　ママ？」

　少女は意識を取り戻す。

　両親に抱きしめられた少女は意識を取り戻した。

　いつものぬくもりを感じた少女は、自分が何をしていたかを思い出す。

　しかし直後見た光景で、その手に感じる感触で、頭が真っ白になった。

　なぜなら自分の手が母の体を貫通していたから……。

「嫌……嫌ぁぁ!!」

　暴走する我が子を止めようとした二人をレイナは無意識に攻撃してしまっていた。

　父もそばで倒れていることからきっと攻撃してしまったのだろう。

　レイナは父と母のもとに駆け寄った。

　二人は血を流しながらもまだ絶命していなかった。

　意識を失っているが、まだ絶命していなかった。

　なぜならまだ二人は温かかったから。

　そしてレイナは、血を止めようと母に触れた。

　まだコントロールすることもできないその圧倒的な力で。

　まだ五歳の少女が、操作もできない化け物じみた力で触れてしまった。

「嫌、どうして！　嫌だ!!　ママ！」

　止めようとした傷はさらに大きく広がる。

　抑えようとしたはずが、さらに傷を広げ血が止まらない。

　レイナは混乱し、父へと助けを求めるが父も意識を失っている。

　大人ならば冷静に救急車を呼ぶこともできただろう。

　しかし五歳の少女に、両親が死にかけている時その判断をしろというのはあまりにもひどすぎる。

　レイナは、何度も何度も傷口を塞ごうと手で押さえる。

　その結果が悪化につながっていることもその時は理解できずに。

「嫌、嫌、いやぁぁ!!　パパ！　ママ！　起きてよ！」

　何度もその結果を否定しようと声をあげる。

　しかし少女に許された力は制御不能の破壊の力、幼い彼女ではコントロールできなかった。

　抑えようとするレイナとは裏腹に血は止まらない。

　いくら叫ぼうと、いくら願おうとレイナの言葉は通じない。

「あ……あ……あぁぁぁ!!」

　どんどん冷たくなっていく両親をその手で感じながら。

　そして両親の血にまみれた少女は、自我を壊し、心を壊し、意識を失った。




＊＊＊




「私は、私は……救いたかっただけだったんです！」

　剣也の胸で泣きながら少女は、嗚咽を漏らしながら叫び続ける。

「ママもパパも……私をきっと恨んでいる。私が！　私が奪った！　私がパパもママも殺した！」

　剣也はレイナを抱きしめる。

　月並みな言葉しか出てこない少年ができることは、受け止めてあげることだけ。

　親を失った彼女を言葉だけで勇気づけてあげることなど剣也にはできない。

　原因ではないはずだが、自分の力で両親の命を最後に奪ってしまった少女がどれだけ傷ついてしまったか、想像すらできない。

　だからせめて一人じゃないと抱きしめる。

　レイナは泣いた。

　ひとしきり、剣也の胸で。

　剣也は否定する。

　きっと両親は恨んでいないと。

　しかしそれはただそう思い込みたい二人の願い。

　誰にも死人の声を聞くことなどできないのだから。

　誰も両親はレイナを恨んでいないと証明することはできないのだから。

　レイナの両親を除いては……。

「レイナ……」

　剣也はレイナを抱きしめることしかできなかった。

　ゴブリンキング戦で見せたあのフラッシュバックは、血を流す僕と両親を重ねたからだと理解した。

　何度も救おうと手を出したり引いたりしていた理由にも合点がいった。

　また自分の力で傷つけてしまうのではないかと恐れていたんだ。

　その力で両親を傷つけてしまったレイナは、過去に囚われた。

　両親の死に触れた勇者という呪縛で。

　それでも剣也は思う。

「レイナの両親は絶対レイナを恨んでいない」

　ただの思い込みだ。

　でもきっとその両親は、レイナを恨んでいないはずだ。

　願望でしかないし、きっとそうだと思い込むしか今となってはできないが。

　それでもそう思うしか彼女が救われることはない。

「そんなの！　そんなの……」

　そう、わからない。

　だから思い込むしかないのかもしれない。

　でもきっと両親は怒っていないと思うから。

　最後まで娘を助けようとした両親は、きっと怒っていないと思うから。

　その時剣也は田中がこのアルバイトを頼む時に手渡したスマホと田中の言葉を思い出す。




『未来への手紙だよ――彼女が再度過去に向き合った時に……できれば一緒に聞いてあげてほしい』




（まさか、手紙ってそういうことか!?）

　剣也は田中の言葉を思い出し、預けられた古いスマホを取り出す。

「レイナ、今からこの音声を流す」

「それは……？」

「わからない。でもレイナが過去と向き合う準備ができたら一緒に聞いてほしいと田中さんに渡されたものだ」

「わかりました……覚悟はできています」

　もし剣也の勘が正しければ、きっとこの中には。

　そして静かな倉庫で、二人は体を寄せてその音声を再生した。

　ザーザーザーブツン。

《レイナ、パパだよ、レイちゃん、ママだよ》

　その音声は、レイナの両親の声だった。




＊＊＊




　レイナが気絶した後のクリスマスの夜。

「ママ……」

「パ……パ」

　レイナが気絶してから二人は声を絞り出す。

　血を流しながらすでに意識は朦もう朧ろうとし、あとは死を待つだけの二人。

　父は、なんとか這いずりながら妻と眠る娘の横まで来た。

　生きているだけで奇跡。

　命をつなぎ止めるのは、家族への愛。

　せめて娘だけでも助けたいと思う人間の底力。

　しかしもう数分と持たないだろう。

「レイちゃんは、無事よ……」

「よかった……」

　二人は特別な力をレイナが発動したのを見ていた。

　その後自分達を助けようとしたことも。

　暴走してしまったことも……。

　父はポケットのスマホで救急車を呼んだ。

　住所だけ告げて簡潔に、これで助けはくるだろう。

　しかしもう遅い、この出血量ではもはや自分達は助からないだろう。

　レイナのせいではない、二人は最初からすでに助からない傷だった。

　だから。

「ママ、最後にこの子に……言葉を残そう」

「ええ……」

　父は手に持つスマホの録音を起動した。

　目の前で横たわる自分達の愛する娘へ向けたメッセージを。

　残された一分ほどを未来へと紡ぐ。




＊＊＊




《レイナ、パパだよ、レイちゃん、ママよ》

「ママ、パパ！」

　レイナはその声を聞いてすぐに理解する。

　これは両親からのメッセージなんだと。

　両手で目頭を押さえて信じられないという顔で、その声を聞く。

　その声は、まぎれもなく記憶の片隅にある両親の声。

　その声は、かすれて今にも消えそうだ。

《いつかレイナが今日のことを思い出して、向き合えた時のためにこのメッセージを残します》

《このメッセージを聞いた時、あなたはいくつになってるのかな……すぐ？　それとももっと先？》

「わ、私もう十六歳だよ……ママ」

《レイナ、たぶんパパとママはもう死んでしまっていると思う。でもレイナが気にすることはないんだよ》

《レイちゃんは、何も悪くないのよ。本当に何も悪くない、最初から助からない傷だったの……》

　レイナは首を振るが、黙って録音を聞く。

《必死で助けようとしてくれてありがとう、パパもママもわかってるからね、レイちゃんの優しさはちゃんとわかっているからね》

《レイナ……ごめん、でもレイナは生きるんだよ。パパとママがいなくなっても精いっぱい生きてほしい、親として勝手だけど生きてほしい》

《ごめんね、レイちゃん。ごめんね》

《そばにいてあげられなくてごめん、レイナ》

《一人にしてごめんね、レイちゃん》

《レイナの成長をもっと見たかった。どんどん大きくなっていくレイナを見るのがパパの一番の幸せだった》

《あなたの成長を一緒に見たかった、そばでずっと……今朝やっと縄跳びができたばっかりなのに……》

《きっとママに似てすごい美人になるんだろうな》

《パパに似てスポーツ万能になってるのかな》

《いつか誰かと結婚するんだろうか、一度は追い返してやるつもりだった……のに、残念だな》

《きっと素敵な人よね。レイちゃんが選んだ人なんだもの》

《きっと笑顔に……ゴホッ……してくれる人を探すんだよ》

《優しくて正義感があって、パパみたいな……ゴホッ……人を探すんだよ。もし泣かすような奴ならパパが化けて出てや……るから》

《もし、もしもこのメッセージを一緒に聞いているならわかったな！　本当は直接見定めてやりたかったが、絶対にレイナを幸せにし……ろ》

《レイナ、幸せ……に……》

《パパ？……レイちゃん。生きてね、たくさん笑ってね、幸せになってね、きっと、きっとよ》

《あぁ、ごめんね、も……うお別れみた……い。もっと……伝えたいのに、もっと……話したかった……のに、ごめん……ね。ごめん……》

《パパもママも……誰よりもあな……たを……愛して……》

《……》

　しばらくの沈黙、それ以上二人の声が聞こえることはなかった。

　未来へのレイナへ向けた両親のメッセージが終了した。

　レイナは何も言わずに、真っすぐスマホを見つめる。

　一言も聞き逃さないように、愛していた両親の最後の言葉を一つ残らず受け止めるように。

　何を言われても、レイナには受け止める覚悟はできていた。

　たとえ怨嗟の言葉を並べられたとしても……。

　しかし二人から聞こえたのは、正反対の言葉。

　残された最後の時間を自分のために使ってくれた愛の言葉。

　レイナはうつむく。

　剣也は彼女を抱きしめる。

　自分にできることは、せめて彼女の涙を拭いてあげることぐらいしかできないから。

　夜はふける。

　何も話さないまま時間だけが過ぎていく。

「私愛されてた……」

「うん」

「恨まれてなかった……」

「うん」

「私幸せになっていいのかな……」

　落ち着いたレイナはゆっくりと口を開く。

　その声は震えているが、無機質な声などでなくしっかりと彼女の魂がこもっている。

　今までのような、どこか壁のあるしゃべり方ではなくなっていた。

「私、本当は死にたかったの」

「……」

　剣也は声が出なかった。

　憧れの少女の発言に。

「両親を殺した私は死なないといけないと思ってた。でも自分で終わらせる勇気もなくて……だからダンジョンに潜った」

　彼女がダンジョンに潜っていた理由。

　あのギリギリでかわし続ける戦いは、死を恐れないのではなく、死を受け入れたかった少女の動き。

　あの時理由を聞いて、黙秘されたがまさか死にたがっているとは思わなかった剣也は声が出ない。

「それでも中途半端に怖がって、結局はずっと生きてきた……言われるがままに生きてきた。人形のように」

　モデル活動も、すべては佐藤の親からの指示通りにしていただけ。

　無表情で、クールビューティーなトップモデルの素顔は、感情を殺さなければ自我が保てない少女の姿。

「幸せになっちゃだめな人間なんていない、それにご両親は幸せになってほしいと言っていたよ」

「うん……幸せになってって……。ずっと夢を見ていたの、毎日同じ夢を」

　レイナが見ていた夢、それは両親に責められる夢だった。

　寝言のように繰り返していた「ごめんなさい」は、両親へ向けた謝罪の言葉。

　ずっとレイナは両親に恨まれ続けていると思い込んでいた。

　だからいつも夢で、二人が自分を責めた、それはレイナの幻想が……自責の念が生み出した幻。

「でも恨んでなかった。幸せに……[image: ]ってっで」

「うん……」

「[image: ]っど……[image: ]っど話しだがっだ、私も[image: ]っど一緒にいだがっだ！」

「うん……」

「うわぁぁぁ！　パパ！　ママ！」

　レイナは大声をあげて泣いた。

　今までせき止めていたものを吐き出すように。

　凍った心が溶け出して流れ出したように。

　ひとしきり泣いて、泣いて泣いて十数年分泣いて。

　涙の雨が降りきると、次はきっと晴れになる。

「ありがとう、剣也君。一緒に聞いてくれて」

　どれだけ泣いていたかはわからないが、レイナは落ち着きを取り戻した。

「うん」

「あの時、絶対死なないと言ってくれたあなたの言葉すごく安心した」

　その一言が欲しくて、何度も叫んで、それでも言ってもらえなかった言葉。

　死んでほしくなかった両親から言ってほしかった言葉をあの時の両親と重ねていた剣也に言ってもらえた。

「何度でも言うよ、僕は死なない」

　だから向き合えた、もう一度。

「うん、ありがとう」

　二人は肩を寄せ合い何時間も話した。

　同じようなことをずっと、確かめ合うように。

　夜が更けて、日が昇る。

　次第に二人を睡魔が襲い、いつの間にか二人は眠った。

「んーいつの間にか寝てしまったか……」

　朝日が昇り、空は晴天。

　その光で剣也が目を覚ます。

　横ではレイナが寝ている。

　手をつなぎながら寝ていたようで、僕の手を強く握って離さない。

　そして……。

「ありがとう……」

　レイナの目は赤く腫れているが、涙を流してはいなかった。

　そしてごめんなさいと謝っていた少女はもういない、寝言で謝り続けていた少女はもういなくなった。

　僕がその顔にかかった髪を優しく後ろへ流す。

　するとそれに気づいたようで、レイナも目を覚ます。

「おはよう。レイナ」

　過去に囚われた少女に朝がきた。

　凍った心が溶けだして、無機質だった声に感情が乗る。

　剣也は確信した。

　もうレイナは大丈夫だと。

　想像もできないつらい過去を乗り越えることができたんだと。

　だって少女はあの日から初めて今日――。

「おはよう、剣也君」

　――笑顔で朝を迎えられたのだから。










あとがき




　まずはこの作品をお手に取っていただき、最後まで読んでいただきありがとうございます、作者のＫＡＺＵです。

　俺だけダンジョン装備がレベルアップ、いかがでしたでしょうか。

　この作品は、私の二作目の小説となります。

　人気があり、私自身が大好きなダンジョン系小説を書きたいなという思いから筆を執り、思いっきり書きたいものを書いたものであります。

　シリアスあり、笑いあり、熱いバトルがありとまるで少年漫画を読んでいるような感覚になっていただけていたならとても嬉しいです。

　連載期間は約三か月、夢中で毎日書き続け、気づけば三十万文字という途方もない文字数を書き切っていました。

　レイナのつらい過去で心苦しくなった方も多いかと思います。

　彼女達が今後本当に幸せになるのか、それは剣也の頑張り次第でございます。

　この作品はすでに小説家になろう、カクヨムの両ＷＥＢサイトですでに完結している物語です。ですが今回グラストＮＯＶＥＬＳ様からお話をいただき書籍化させていただく運びとなりました。

　修正点も加筆点もいくつかありますので、ＷＥＢとはまた違った楽しみもできたのではないかなと思います。

　この物語は全部で三巻ほどの構成となっております。

　まだまだ塔の秘密は明かされておりません。

　天高く聳える塔、ダンジョンとはなんなのか、剣也の職業、錬金術師とはなんなのか、勇者とはなんなのか。

　そして貧乏高校生は人生を変えることができるのか。

　ヒロイン達との幸せな生活は待っているのか

　まだまだ物語も序盤ではありますので、今後の展開にご期待いただけるとうれしいです。

　では、次の巻のあとがきでお会いできることを楽しみにしています。作者のＫＡＺＵでした。




ＫＡＺＵ










本気で好きだから




「ねぇ、おじさん！　私を泊めてくれない？」

　東京渋谷駅、深夜。

　そこには私と同じようにいわゆる神待ちと呼ばれる少女達がいた。

　まぁ表立って看板でもしょっているわけではないが、私が見るとわかる。

　あぁあの子もそういう子だなって。

「い、いくら？」

　そういっておじさんは笑顔を見せる。

　私は知っている、この笑顔は私に向けられたものではない。

　私の身体に向けられたものだ。

　でも関係ない。

　お金も、学も、家も。

　まじめに働く方法すらも私は知らなかったのだから。




　そんなある日ナンパされた。

　彼らは弱いが探索者だそうで、10階層までは攻略しているらしい。

　弱いと言ってもその実力なら平凡なサラリーマンほどは稼げているのだが。

「ダンジョン……」

　私でも稼げるかな？　こんな何も持っていない私でも何かになれるかな？

　そう思った私はその男達に何とかダンジョンに連れて行ってもらおうとしつこく迫った。

　それがいけなかったのだろう、無理言ってついていったダンジョンの９階層のボス戦前で口論になった。

　私も売り言葉に買い言葉で置いてけぼりにされてしまった。

「やってしまった……これ誰か来るよね？　ご飯もないんだけど……誰も来なかったら……死？」

　嫌だ嫌だ、こんなところで死ぬなんて。

　いや、死のうと思ったことは何回もあるよ？　リストカットはしなかったけど気持ちはわかるぐらいに荒んでいたことはあったよ？

　それでもどうせ死ぬなら、誰かに何かを残して死にたい。

　渋谷の真ん中で死ぬとか、誰かの初めてを奪って隣で死ぬとか。

　そういう私が生きた証を残して死にたかった。

　なのに、これはないでしょ。

　ダンジョンの中、誰にも見つけてもらえずただの餓死。

　そんな死に方だけは嫌だった。

　そう思うと涙が出てくる。




　どれだけたったかわからないが、ただ三角座りで小さくなっていた時だった。

　その人は来た、年は私とそれほど変わらなさそうな男の人。

　少し可愛い顔だなと思ったのを覚えている、ちょっとだけ性欲が湧いた。

　でも今はそれどころではない。

「あ、あの……助けてほしいんですけど……」

　私はその名前も知らない男の子に望みを託した。

　こんなところに一人で来るなんて相当危険なのに、お金持ちなのかな？

　少し心配していたが、その人は快諾してくれた。

「うそ……」

　その人は一撃でボスを倒した。

　私から見ても相当強そうなそのボスを簡単になぎ倒す。

　それだけでもギャップに燃えた。

　可愛い顔な男の子だと思ったら、戦っている姿はかっこよかった。

　少しだけ性欲が湧いた。




　私達はそのまま10階ゲートへと向かう。

　それだけでも本当に感謝してもしきれない。

　なんなら求めてくれたらこの身体を好きにしてくれていいとすら思ったのだが。

　彼こと、御剣剣也先輩は私のために怒ってくれた。

　正直私も半分悪いと思っていたが、言われてみると私は殺されかけていたようだった。

　そこまで頭が回っていなかったが、私以上に剣也先輩は怒ってくれた。

　正直嬉しかった。

　この時私は決めていた。




「よし、この人の家に転がり込もう」




　優しそうな人だし、少し打算的な思いがあったのは否定しない。

　でも何か恩返ししてあげたいと思ったのは本音だった。

　私にはお金も、学も家もない。

　何もない私にあるのはこの身体だけだから。

　だからせめて、この優しい人に喜んでもらいたい。

　だからこの人の家に行った。

　少しエッチな攻撃をすると反応はただの童貞で可愛いなと思った。

　これならすぐに我慢できないだろうと思ったのだが、一度たりとも手を出してこなかった。

　一度だけ理由を聞いてみた。自分でいうのもなんだが魅力的だと思うのだがと。

「美鈴は、俺のことが好きなのか？　俺は……そういうことは好きな人としたい。確かに美鈴は可愛くて我慢できなくなりそうだけどね」

　剣也先輩は、恥ずかしそうに、それでも可愛い笑顔で私に言った。

　その笑顔の意味が私にはわかった。

　この笑顔は私の身体に向けられたものじゃない。

　この笑顔は私に向けられたものだ、私を傷つけないようにと笑ってくれたものだ。

　私も笑顔にさせようとしている笑顔だ。

　だから私は。




「本気で好きだから抱いてください」




　性欲が湧いたので先輩を襲った。

「や、やめろ！　美鈴！」

「美鈴！　お兄ちゃん誘惑するの禁止！」
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











俺だけダンジョン装備がレベルアップ！


～追放された無能職の錬金術師は、錬金を繰り返し最強装備を作り出す。勇者も魔王も神々もＳＳＳランク武器には勝てません～【電子限定ＳＳ付き】
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